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第7回北海道大学オープンファシリティ
シンポジウムの開催にあたって
本年度も学外、学内から多くの方々にご参加いただき、第 7回の本シンポジウムを開催できますこと

を大変嬉しく思います。厳寒の折、足をお運びいただきました皆様に主催者一同、厚く御礼申し上げます。

北海道大学では、法人化の翌年（平成 17 年度）に先端研究機器を学内外に開放し、機器の有効利用

と研究費の効率的な運用を促す「オープンファシリティシステム」を立ち上げました。また、昭和 54

年創始の長い歴史を持つ機器分析受託業務についても、平成 21 年より学外からの受託を開始し社会と

の繋がりを拡げています。そして平成28年１月にこれら業務の実施母体であった共用機器管理センター

をグローバルファシリティセンター（GFC）に改組し、従来業務に加え、新たに先端工作機器や技術を

学外に提供する産学協働事業である「試作ソリューション」や、学内で不要になった機器を有償で流通

させるシステム「設備市場」といった事業を開始しました。このような新しい企画は、国立大学のまま

でも可能であったかも知れませんが、法人化により自由度が増し、実現への敷居が低くなった活動では

ないかと思われます。また、これらの改革と並行して、全学の部局や研究室に分布しているローカルな

共同利用拠点を繋ぐオープンファシリティプラットフォームを構築し、先端研究基盤共用促進事業（新

たな共用システム導入支援プログラム）や共用プラットフォーム事業といった国の支援もいただいて、

全学的な機器共用体制の充実を図ってまいりました。

このような取り組みにより、学内における機器共用に対する理解と意識の向上は着実に進んではきま

したが、同時に、解決すべき課題も浮き彫りになってきています。それは常々議論されていることであ

りますが、設備の維持・管理・更新あるいは廃棄に係る財源について、どこまでが受益者負担でどこか

らが大学負担として内政化していくかという経営体制の問題、そしてもう一つは、研究教育の現場を支

えるために大学が培ってきた技術の伝承、すなわち技術職員の方々の人材育成を、大学が変わっていく

中でどのように改革していくかという課題です。本シンポジウムにおいても、これらの課題について北

大 GFC の近年の状況を題材に、従来より更に１歩踏み込んだ議論を行い、解決策を模索していく場と

させていただきました。文部科学省より科学技術・学術政策局研究開発基盤課の黒川典俊課長補佐、ま

た民間企業より株式会社アーシブ代表取締役の中山大輔氏をお招きし、国および民間企業の視点から共

用や技術職員の人材育成およびキャリアパスに関してご教示頂きました。本報告書には、シンポジウム

での講演、パネルディスカッションの内容および事後アンケートの結果を取りまとめております。

法人化以降、この 15 年の間に各大学で様々な取り組みが行われた結果、現在、全国的に大きなうね

りが生じつつあると感じられます。本シンポジウムの報告書が、我が国の機器共用の発展、研究力向上

の一助になれば幸いです。

北海道大学　創成研究機構　グローバルファシリティセンター
センター長　

網塚　浩

北海道大学　創成研究機構　グローバルファシリティセンター
副センター長　

佐々木　隆太

はじめに
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第 7 回北海道大学オープンファシリティシンポジウム

は、平成 28 年 1 月 1 日に発足したグローバルファシリ

ティセンター（以下 GFC）の 1 年間の取り組みの報告

と国が進める共用事業の最新情報の共有を目的として、

令和 2 年 1 月 23 日に北海道大学創成研究機構GFC、同

大学力強化推進本部の共催にて開催され、大学・法人・

行政機関・民間企業など参加機関 27 機関、105 名の方

にご参加いただいた。

本シンポジウムは、始めに GFC センター長である網塚

浩による挨拶およびシンポジウムの趣旨説明があり、

続いて文部科学省科学技術・学術政策局研究開発基盤

課課長補佐　黒川典俊氏により、『研究基盤政策に関す

る最近の動き』と題して基調講演が行われ、研究施設・

設備・機器の共用推進施策、先端研究基盤共用促進事

業の紹介、科学技術関係予算の動向等の報告が行われ

た。

また、株式会社アーシブ　代表取締役　中山大輔氏よ

り、『これからの人財育成とキャリアパス』と題して、

人事評価制度や組織作りについて講演が行われた。

その後、『次世代研究基盤戦略　新共用事業採択拠点事

業最終年度報告』として、平成 29 年度採択 2 拠点から、

北海道大学工学研究院　柴山環樹教授より『ナノ物質

科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット』、同獣医学

研究院　石塚真由美教授より『One Health に貢献する

オープンファシリティユニット』について報告が行わ

れた。

続いて、GFC 事業経過報告として、GFC 副センター長　

佐々木隆太、同オープンファシリティ部門長　吉沢友

和、同機器分析受託部門長／設備リユース部門長　岡

征子、同試作ソリューション部門長　中村晃輔、同国

際連携推進部門長　中村葵より GFC の 1 年間の主な活

動および今後の方向性に関して報告がなされた。

引き続き、GFC センター長／北海道大学理学研究院教

授　網塚浩による進行のもと、パネルディスカッショ

ンが行われた。パネリストには、先の黒川典俊氏、中

山大輔氏に加え、出村誠氏（同教授）、大谷文章氏（同

教授）を迎え、『大学の研究基盤共用を支える技術職員

の重要性および将来展望について』というテーマで討

論が行われた（詳細は 65 ページ参照）。最後に、出村

誠教授による閉会の辞をもって閉会となった。

本シンポジウムのアンケートの回答からは、黒川氏の

基調講演をはじめとし、各報告それぞれについて参加

者から反響があったことが分かり、今後の各機関にお

ける取り組みの参考になったことと思われる。また、

シンポジウム全体を通して、8 割以上の方から、内容に

“ 満足 ”、“ まあ満足 ” との回答が得られた。「毎回とて

も勉強になります」「（技術職員の）さらなる認知向上

に向けて活躍して欲しい」などの意見も寄せられ、北

海道大学、およびGFC の今後の取り組みに対する期待、

情報・課題の共有および情報発信の重要性が伺えた。

概　　　要
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基調講演開会の辞 招待講演

平成29年度採択2拠点：事業最終年度報告 GFC事業経過報告

会場風景

網塚　浩
北海道大学
GFCセンター長

柴山　環樹
北海道大学
工学研究院　教授

岡　征子
北海道大学
GFC機器分析受託部門／
設備リユース部門　
部門長

黒川　典俊
文部科学省
科学技術・学術政策局
研究開発基盤課　課長補佐

石塚　真由美
北海道大学
獣医学研究院　教授

中村　晃輔
北海道大学
GFC試作ソリューション部門　
部門長

中山　大輔
株式会社アーシブ
代表取締役

佐々木　隆太
北海道大学
GFC副センター長

中村　葵
北海道大学
GFC国際連携推進部門　
部門長

吉沢　友和
北海道大学
GFCオープンファシリティ部門　
部門長
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モデレータ・パネリスト

閉会の辞 司　会

網塚　浩
北海道大学　
GFCセンター長

大谷　文章
北海道大学
触媒科学研究所　教授

出村　誠
北海道大学
先端生命科学研究院　教授

黒川　典俊
文部科学省　
科学技術・学術政策局
研究開発基盤課　課長補佐

佐々木　隆太
北海道大学
GFC副センター長

岡　征子
北海道大学　
GFC機器分析受託部門　
部門長

中山　大輔
株式会社アーシブ
代表取締役

岡　征子
北海道大学
GFC機器分析受託部門　
部門長

武田　希美
北海道大学　
GFC機器分析受託部門　
副部門長

出村　誠
北海道大学
先端生命科学研究院　教授
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基調講演

■ 研究基盤政策に関する最近の動き
本
日
、ご
紹
介
す
る
話
題

1.
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画

(2
01

6-
20
年
度

)
期
間
中
の

取
組
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
と課

題
～
「新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
中
心
に
～

2．
政
府
で
の
この
１
年
の
検
討

・
文
部
科
学
省
「研
究
力
向
上
改
革
２
０
１
９
」

・
科
学
技
術
・学
術
審
議
会
研
究
開
発
基
盤
部
会
中
間
とり
ま
とめ

・
総
合
科
学
技
術
・イ
ノベ
ー
シ
ョン
会
議
（

CS
TI
）

「研
究
力
強
化
・若
手
研
究
者
支
援
総
合
パ
ッケ
ー
ジ
」

３
．
文
部
科
学
省
が
着
手
し
た
具
体
的
施
策

1

研
究
基
盤
政
策
に
関
す
る

最
近
の
動
き 令
和

2年
1月

23
日

科
学
技
術
・学
術
政
策
局

研
究
開
発
基
盤
課


主
に
競
争
的
研
究
費
等
で
購
入
・運
用
され
、

各
研
究
室
単
位
で
分
散
管
理
さ
れ
て
い
る
設
備
・機
器
等
を
、

研
究
組
織
単
位
（
セ
ン
タ
ー
、部
門
、学
科
・専
攻
等
）
で

一
元
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。


組
織
の
経
営
・研
究
戦
略
の
下
、効

果
的
・効
率
的
に
研
究
基
盤

を
整
備
運
営
す
る
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
を
促
進
。

→
競
争
的
資
金
等
で
購
入
さ
れ
た
機
器
を
共
用
化

→
研
究
組
織
の
経
営
・研
究
戦
略
と一

体
とな
った
研
究
設
備
・機
器
整
備
運
営

→
「研
究
室
レ
ベ
ル
で
の
機
器
購
入
」か
ら
「研
究
組
織
レ
ベ
ル
で
の
共
助
分
担
」へ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

研
究
室
Ｂ

研
究
室
Ｃ

研
究
室
Ａ

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム

国
支
援

セ
ン
タ
ー
、部

門
、学

科
・専
攻
等

【支
援
対
象
】

1期
採
択
：

23
研
究
組
織

(2
01

6-
18

)
2期

採
択
：

24
研
究
組
織

(2
01

7-
19

)
3期

採
択
：

23
研
究
組
織

(2
01

8-
20

)
【具
体
的
取
組
内
容
】

機
器
の
再
配
置
、共

通
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

専
門
ス
タッ
フの
配
置
等

【支
援
経
費
】

既
存
の

pr
oj

ec
tで
得
た
機
器
の
共
用
化
に
係
る
初
期
経
費

（
機
器
の
移
設
経
費
、共

用
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費
、人

件
費
等
）

3

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
各
研
究
室
等
で
分
散
管
理
さ
れ
て
き
た
研
究
設
備
・
機
器
の
共
用
化
。

2
0
1
6
-
2
0
2
0
年
度
）

J-
PA

RC

SP
rin

g-
8

SA
CL

A

N
M

R

放
射
光
施
設「富
岳
」

（
予
定
）

設
備

等
の

規
模

設
備

等
の

例
取

組

①
共

用
促

進
法

に
基

づ
く

施
設

特
定

先
端

大
型

研
究

施
設

数
百

億
円

以
上

S
P
r
i
n
g
-
8
,

S
A
C
L
A
,

J
-
P
A
R
C
,

「
富

岳
」

(
予

定
)

共
用

促
進

法
に

基
づ

き
「

特
定

先
端

大
型

研
究

施
設

」
に

指
定

。
全

国
的

な
共

用
を

前
提

に
整

備
・

運
用

。
（

施
設

の
整

備
や

共
用

の
た

め
に

必
要

な
経

費
を

措
置

）

②
研

究
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ

ｸﾄ 等
で

得
た

既
存

の
研

究
設

備
・

機
器

国
内

有
数

の
大

型
研

究
施

設
・

設
備

数
億

～
数

十
億

円
放

射
光

施
設

,
高

磁
場

N
M
R

各
機

関
が

既
に

所
有

す
る

国
内

有
数

の
大

型
研

究
施

設
・

設
備

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

し
、

外
部

共
用

へ
。

（
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
構

築
の

た
め

の
経

費
等

を
一

定
期

間
措

置
）

各
研

究
室

等
で

分
散

管
理

さ
れ

て
き

た
研

究
設

備
・

機
器

数
百

万
～

数
億

円

電
子

顕
微

鏡
,

X
線

分
析

装
置

競
争

的
研

究
費

改
革

と
の

連
携

等
に

よ
り

、
学

内
の

各
研

究
室

で
の

分
散

管
理

か
ら

研
究

組
織

単
位

で
の

一
元

管
理

へ
。

（
機

器
の

移
設

や
研

究
組

織
単

位
で
の
共

用
体

制
構

築
の
た
め
の
初

期
経

費
を

一
定

期
間

措
置

）

③
共

同
利

用
・

共
同

研
究

の
た

め
に

整
備

し
た

施
設

・
設

備
等

大
学

共
同

利
用

機
関

及
び

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
（

大
学

附
置

研
究

所
）

－

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
,

国
立

天
文

台
,

東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

要
請

に
基

づ
き

、
研

究
設

備
等

を
共

同
で

利
用

し
、

共
同

研
究

を
実

施
。

（
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
は
、
大
臣
認
定
の
上
、

拠
点
活
動
に
必
要
な
経
費
を
措
置
）

１
．
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
（

2
0
1
6
-
2
0
年
度

）
期
間

中
の
文

科
省
の

取
組

ｽｰ
ﾊﾟ
ｰｶ
ﾐｵ
ｶﾝ
ﾃﾞ

AL
M

A

す
ば
る
望

遠
鏡

研
究
施
設
・
設
備
・
機
器
の
規
模
や
施
策

の
目
的
に
応
じ
、
共

用
に
関
す
る
取
組
等
を
促
進
。

J-
PA

RC

SP
rin

g-
8

SA
CL

A

N
M

R 放
射
光
施
設

「富
岳
」

（
予
定
）

2
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黒川　典俊 氏（文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　課長補佐）

研究基盤政策に関する最近の動き

す
ず
か
け
台
キ
ャ
ン
パ
ス

6カ
所
に
点
在
す
る
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

（
総
面
積
約

12
00

m
2 ）

機
械
系

M
EM

S設
備
群

【
ｾﾝ
ｻ，
ﾊﾞ
ｲｵ

M
EM

S，
ﾏｲ
ｸﾛ
流
体
制
御
】

電
気
系
ナ
ノ
電
子
デ
バ
イ
ス
設
備
群

【
ﾅﾉ
ｴﾚ
ｸﾄ
ﾛﾆ
ｸｽ
，
ﾊﾟ
ﾜｰ
ｴﾚ
ｸﾄ
ﾛﾆ
ｸｽ
】

フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
集
積
デ
バ
イ
ス
設
備
群

【
光
集
積
回
路
，
集
積
レ
ー
ザ
】

コ
ア
研
究
室
：

20
研
究
室

他
の
利
用
研
究
室
：

20
研
究
室

大
学
院
学
生
数
：
約

50
0名

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
統
合
共
用
化

（
６
→
４
ヶ
所
へ
の
集
約
を
目
指
し
て
移
設
）


最
先
端
設
備
群
の
集
約
化


一
体
運
営

/管
理
体
制
の
構
築


運
用
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築


学
内
外
共
同
研
究
推
進


学
内
外
へ
の
設
備
開
放


持
続
的
更
新
シ
ス
テ
ム
の
構
築


安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築


設
備
利
用
ス
キ
ル
蓄
積
と
共
有
化


最
新
設
備
の
投
入
，
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
化


新
任
教
員
へ
の
研
究
環
境
提
供


大
学
院
生
へ
の
高
度
な
実
践
教
育


ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
光
熱
費
削
減


技
術
職
員
等
の
集
約


外
国
人
研
究
者
等
が
す
ぐ
に
設
備
を

利
用
し
て
研
究
で
き
る
環
境
の
実
現


大
学
院
生
の
研
究
を
通
じ
た
教
育
の

高
度
化


運
営
委
員
会
で
不
要
機
器
を
抽
出
・

廃
棄
し
，
新
規
装
置
を
購
入
・
設
置

す
る
検
討
を
開
始

研
究
設
備
集
約
化
の
実
施

現
状
：
研
究
室
単
位
の
設
備
・
装
置
を
個
々
の
施
設
に
集
約

目
標
：
全
体
を
集
約
化
し
、
統
合
的
な
一
体
運
営
体
制
を
構
築

事
業
に
よ
る
成
果

平
成

28
年
の
大
学
改
革
に
よ
り
，
全
学
の
教
育
組
織
・
研
究
組
織
を
刷
新
し
大
括
り
化
。

「
新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
設
備
の
移
設
経
費
等
を
手
当
て
。
全
学
の
協
力
を
得
て
共
用
化
を
推
進
。

共
有
形
態

目
標

部
分
的
共
用

20
%

学
内
外
完
全
共
用

80
%

G2
棟

1F
  1

01
, 1

02
, 

10
5(
ｸﾘ
ｰﾝ
ﾙｰ
ﾑ)

J2
・3
棟

1F
 ｸ
ﾘｰ
ﾝﾙ
ｰﾑ

1,
ｸﾘ
ｰﾝ
ﾙｰ
ﾑ2

創
造
研
究
棟

3F
メカ
ノマ
イク
ロプ
ロセ
ス
室

S2
棟

7F
ｸﾘ
ｰﾝ
ﾙｰ
ﾑ・
共
通
実
験
室

S1
棟

2F
ｸﾘ
ｰﾝ
ﾙｰ
ﾑ

機
械
系

電
気
系

設
備

の
相

互
移

設
に
よ

る
分

野
統

合

S1
棟

-4
F

R
2棟

-B
F

設
備
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
へ
の
移
設

等
に
よ
り開

放

東
工
大
す
ず
か
け
台
キ
ャン
パ
ス

J1
棟

2F
 ｸ
ﾘｰ
ﾝﾙ
ｰﾑ

好
事
例
①

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
統
合

・
共
用

化
（
東

京
工
業

大
学
）

5

新
た

な
共

用
シ

ス
テ

ム
導

入
支

援
プ
ロ

グ
ラ
ム

全
研

究
組

織

4

主
な
設
置
機
器

●
ﾗﾏ
ﾝ分
光
解
析

-原
子
間
力
顕
微
鏡
装
置

●
ｴﾈ
ﾙｷ
ﾞｰ
貯
蔵
変
換
ｾﾗ
ﾐｯ
ｸｽ
材
料
評
価
･解
析
装
置

●
共
焦
点
ﾚｰ
ｻﾞ
ｰ顕
微
鏡

●
熱
重
量

-質
量
同
時
解
析
装
置

●
走
査
電
子
顕
微
鏡

●
炭
素
･硫
黄
分
析
装
置

等


生
命
応
用
化
学
専
攻
（
生
命
物
質
化
学
、ソ
フト
マ
テ
リア
ル
及
び

環
境
セ
ラ
ミッ
ク
ス
分
野
）
が
主
に
使
用
で
き
る
装
置
群
を
集
約
。


今
後
、異
分
野
の
研
究
（
装
置
）
に
触
れ
る
こと
に
よ
り、

分
野
を
ま
た
ぐ融

合
研
究
へ
の
種
（
シ
ー
ズ
）
を
見
出
す
事
に
期
待
。


産
業
界
等
の
外
部
へ
も
開
放
。

例
：
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
拡
張
シ
ス
テ
ム

物
理
工
学
専
攻
が
これ
ま
で
活
用
→
生
命
・応
用
工
学
専
攻
等
で
新
た
な
活
用
が
可
能

好
事

例
②

機
器

の
集

約
・

共
用

化
に
よ

る
異
分

野
研
究

融
合
の

場
の
創

出
（
名

古
屋
工

業
大
学

）

6


RC

Sに
設
置
され
て
い
る
装
置
及
び
機
能
は
、

W
eb
ペ
ー
ジ
か
ら予

約
可
能
。


RA
を
配
置
し、
新
規
ユ
ー
ザ
ー
の
補
助
す
る
こと

で
利
用
を
促
進
。全

装
置
の
マ
ニ
ュア
ル
も
作
成
。


利
用
料
金
と併

せ
て
保
守
費
用
を
産
学
官
金

連
携
機
構
で
管
理
。

専
攻
ご
と
に
、
中
小
規
模
の
研
究
機
器
を
集
約
化
（
ス
ペ
ー
ス
チ
ャ
ー
ジ
を
減
免
）
。

「
リ
サ
ー
チ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
」
（

R
CS
）
を
新
設
し
、
学
内
外
へ
共
用
。

【R
CS
の
配
置

(全
９
室

)】

新
た

な
共

用
シ

ス
テ

ム
導

入
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
研

究
組

織
施

策
効

果


使
え
る
共
用
機
器
が
年
々
増
加

(計
3,

00
0台

以
上

)

特
定
の
学
科
・専
攻
の
み

, 0
%

学
内
の
み

, 2
3%

学
内
外
（
学
術
界
の
み
）

, 1
1%

学
内
外

（
産
業
界

等
も
可
）

, 
66

%


４
分
の
３
以
上
の
研
究
組
織
が

学
外
に
も
利
用
を
開
放

【共
用
範
囲
】


共
用
機
器
の
利
用
料
収
入
の
総
額
は
、

４
億
円
を
突
破


機
器
を
利
用
し
た
成
果
の
７
割
近
くは
、

機
器
所
有
者
以
外
が
創
出

7


総
稼
働
時
間
の

7-
8割

が
共
用
に


事
業
の
波
及
効
果

（
最
も
強
く感
じ
た
も
の
）

学
生
へ
の
教
育
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

, 

3
2
%

分
野
融
合
や
新
興
領

域
の
拡
大
、
産
学
連
携

の
強
化

, 2
8%

機
器
所
有
者

の
負
担
軽

減
, 1

9%

若
手

研
究

者
等

の

速
や

か
な
研

究
体

制
構

築
（
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
）
, 
1
8
%

11



基調講演
科
学
技
術
の
状
況
に
係
る
総
合
的
意
識

調
査
（

N
IS

T
E
P
定
点
調
査

2
0
1
8
）
報

告
書
か

ら

9
（
出
典
）
科
学
技
術
・学
術
政
策
研
究
所

, 科
学
技
術
の
状
況
に
係
る
総
合
的
な
意
識
調
査
（

N
IS

TE
P定
点
調
査

20
18
）

, N
IS

TE
P 

RE
PO

RT
 N

o.
 1

79
, 2

01
9年

4月

Q
20

5 
組
織
内
で
研
究
施
設
・
設
備
・
機
器
を
共
用

す
る
た
め
の

仕
組
み
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
。

Q
20

4 
研
究
施
設
・
設
備
は
、
創
造
的
・
先
端
的
な
研
究
開
発
や

優
れ
た
人
材
の
育
成
を
行
う
の
に
十
分
だ
と
思
い
ま
す
か
。

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

①
研
究
機
関
全
体
で
の
共
用
文
化
の
定
着


共
用
機
器
利
用
に
関
す
る
取
組
の
全
学
レ
ベ
ル
や
国
レ
ベ
ル
で
の
実
績
評
価
に
よ
り、

財
政
面
や
政
策
面
で
、優

れ
た
共
用
機
器
に
対
す
る
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
必
要
。


大
学
とし
て
の
資
金
的
支
援
制
度
の
確
立
が
必
要
。


学
内
で
の
共
同
利
用
の
拡
大
を
実
質
化
す
る
た
め
、教
職
員
の
よ
り一

層
の
意
識
改
革
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィブ
の
適
正
化
が
必
要
。

②
研
究
基
盤
の
維
持
・発
展
（
機
器
の
導
入
・更
新
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）


共
用
機
器
に
老
朽
化
した
機
器
も
多
く、
計
画
的
な
機
器
の
更
新
が
必
要
。


利
用
料
収
入
の
み
で
は
、保
守
費
や
更
新
費
等
を
ま
か
な
うこ
とが
困
難
。

③
技
術
職
員
の
組
織
的
な
育
成
・確
保


整
備
した
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
・効
率
的
な
運
用
、更

な
る
発
展
に
は
、

技
術
職
員
に
よ
る
継
続
的
な
人
的
サ
ポ
ー
ト
が
必
須
。


共
用
化
に
よ
り、
装
置
に
習
熟
した
技
術
職
員
の
充
足
が
必
要
と認

識
。

複
数
の
装
置
に
習
熟
し
た
技
術
職
員
が
必
要
。


共
用
機
器
を
管
理
す
る
技
術
職
員
の
安
定
的
な
確
保
が
困
難
。人
材
が
不
足
。

④
教
員
の
負
担
軽
減


学
内
外
の
利
用
増
に
伴
う、
機
器
を
管
理
す
る
若
手
教
員
の
負
担
増
を
解
消
す
る
必
要
。

～
第
１
期
採
択
機
関

(
事
業
実
施
：

2
0
1
6
-
1
8
)
か
ら
の
指
摘
～

研
究
基
盤
の
整
備
・共
用
に
つ
い
て
、大
学
・研
究
機
関
全
体
とし
て
の
取
組
を
強
力
に
後
押
し
す
る
必
要

8

研
究
設
備
・
機
器
等
の
環
境
整
備
と
研
究
推
進
体
制
の
強
化
を
一
体
的
に
行
う
「
ラ
ボ
改
革
」
に
よ
り
、

研
究
時
間
の
抜
本
的
拡
充
と
研
究
効
率
の
最
大
化
を
図
り
、
研
究
者
が
よ
り
自
由
に
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
実
現
。

研
究
環
境
の
改
革
（
研
究
力
向
上
改
革

20
19
よ
り
抜
粋
）

設 備 ・ 機 器 の 共 用 ル ー ル の 浸 透

○ 競 争 的 資 金 で 整 備 す る 大 型 研 究 設 備 ・ 機 器 等 の 共 用 化 （ 公 募 要 領 等 に 記 載 ）

○ 共 用 設 備 ・ 機 器 の 利 用 の 促 進 （ 公 募 要 領 等 に 記 載 ）

○ 研 究 機 器 購 入 の た め に 合 算 使 用 可 能 な 研 究 費 の 対 象 を 更 に 拡 大

大 学 改 革

○ 基 盤 的 経 費 や 財 源 多 様 化 等 に よ る 経 営 基 盤 強 化 、 連 携 ・ 統 合 の 促 進 、

財 政 支 援 の メ リ ハ リ 化 等 を 通 じ た 教 育 研 究 基 盤 強 化

○ 科 学 技 術 ・ 学 術 審 議 会 の 下 で 、 こ れ ら 取 組 の あ り 方 を 一 体 的 に 検 討

○
学
内
に
お
け
る
会
議
等
の
負
担
軽
減

○
事
務
手
続
き
の
電
子
化
：

re
se

ar
ch

m
ap

や
JR

EC
-I

N
Po

rt
al
の
登
録
・
使
用
の
原
則
化

○
競
争
的
資
金
制
度
の
更
な
る
改
善

○
学
術
情
報
基
盤
の
整
備
（
研
究
デ
ー
タ
の
保
存
・
管
理
・
利
活
用
に
よ
る
研
究
の
効
率
化
・
加
速
化
等
）

更
な
る
研
究
効
率
の
向
上
・
事
務
負
担
の
軽
減

○
分
散
管
理
さ
れ
て
き
た
研
究
設
備
・
機
器
を
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
と
し
て
共
用

（
「
ラ
ボ
か
ら
組
織
へ
」
）

⇒
機
器
の
共
用
に
関
す
る
取
組
の
好
事
例
を
展
開
（
共
用
機
器
の
見
え
る
化
・
外
部
共
用
化
・

リ
ー
ス
の
導
入
・
産
学
連
携
等
）

○
国
内
有
数
の
先
端
的
な
大
型
研
究
施
設
・
設
備
の
戦
略
的
・
計
画
的
更
新

⇒
大
学
・
研
究
開
発
法
人
等
が
戦
略
的
に
整
備
・
共
用
す
べ
き
大
型
研
究
施
設
・
設
備
を
洗
い

出
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
。
戦
略
的
・
計
画
的
に
更
新
。

⇒
研
究
開
発
の
進
展
や
新
領
域
へ
の
対
応
、
研
究
環
境
の
ス
マ
ー
ト
化
に
資
す
る
高
度
化
・
技
術
開
発

○
大
学
共
同
利
用
機
関
の
検
証
実
施
や
連
合
体
の
創
設
検
討
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点

の
強
化
・
充
実

⇒
大
学
共
同
利
用
機
関
の
改
革
や
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け
た
支
援
方
策
の
検
討

○
大
規
模
学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
厳
格
な
進
捗
管
理
、
優
先
順
位
付
け
、
計
画
の
新
陳
代
謝

促
進

大
型
・
最
先
端
の
設
備

に
誰
で
も
ア
ク
セ
ス

可
能
に

(組
織
を
超
え
た
環
境
整
備

)

ど
の
組
織
で
も
高
度
な

研
究
が
可
能
な
環
境
へ

(組
織
と
し
て
の
環
境
整
備

)

研
究
し
や
す
い

機
器
・
ス
ペ
ー
ス
に

（
ラ
ボ
単
位
の
環
境
整
備
）

チ
ー
ム
型
研
究
体
制
に

よ
る
研
究
力
強
化

(研
究
推
進
体
制
の
強
化

)

○
研
究
基
盤
の
運
営
の
要
た
る
「
技
術
職
員
」
の
育
成
・
活
躍
促
進

⇒
技
術
職
員
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

(技
術
専
門
人
材

)と
し
て
の
組
織
的
育
成
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
促
進
、

活
躍
の
場
の
拡
大
等

○
施
設
の
戦
略
的
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
、
機
器
共
用
等
ス
ペ
ー
ス
創
出

⇒
好
事
例
の
横
展
開
、
予
算
の
配
分
や
事
業
選
定
に
お
け
る
評
価
を
通
じ
た
取
組
促
進

○
AI
・
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
研
究
室
等
の
ス
マ
ー
ト
ラ
ボ
ラ
ト
リ
化
の
促
進
を

通
じ
た
研
究
の
効
率
化

⇒
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
に
お
い
て
、
先
進
的
な
取
組
を
試
行

全
て
の
研
究
者
に
開
か
れ
た
研
究
設
備
・
機
器
等
の
実
現

11
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－
研
究
力
向
上
改
革
２
０
１
９

－


総
合
科
学
技
術
・イ
ノベ
ー
シ
ョン
会
議
（

CS
TI
）


大
学
改
革
支
援
産
学
官
フォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）

継
続

し
た
連

携

諸
外

国
に
比

べ
研

究
力

が
相
対

的
に
低
迷

す
る
現

状
を
一

刻
も
早

く
打

破
す
る
た
め
、

研
究

「
人

材
」
、
「
資

金
」
、
「
環

境
」
の

改
革
を
、
「
大

学
改
革

」
と
一

体
的
に
展

開

国 際 頭 脳 循 環 の 中 心 と な る 世 界 ト ッ プ レ ベ ル の

研 究 力 を 実 現 し 、 絶 え ず 新 た な イ ノ ベ ー シ ョ ン

を 生 み 続 け る 社 会 へ

若
手
研
究
者
の
「安
定
」と
「自
立
」の
確
保
、

「多
様
な
キ
ャリ
ア
パ
ス
」に
よ
る
「流
動
性
」

「国
際
性
」の
促
進
な
どを
通
じ好

循
環
を
実
現
し、

研
究
者
を
よ
り魅

力
あ
る
職
に

す
そ
野
の
広
い
富
士
山
型
の
研
究
資
金
体

制
を
構
築
し、
「多
様
性
」を
確
保
しつ
つ
、

「挑
戦
的
」か
つ
「卓
越
」し
た
世
界
水
準
の

研
究
を
支
援

研
究
室
単
位
を
超
え
て
研
究
環
境
の
向
上
を

図
る
「ラ
ボ
改
革
」を
通
じ研

究
効
率
を
最
大
化

し、
よ
り自

由
に
研
究
に
打
ち
込
め
る

環
境
を
実
現

産
学

官
を

巻
き

込
ん

だ
不

断
の

見
直

し
⇒

進
化

し
続

け
る

プ
ラ

ン

研
究
力

向
上
に

資
す
る

基
盤

的
な

力
の

更
な
る
強
化

研 究 力 向 上 に つ な が る

ガ バ ナ ン ス の 強 化 ・

マ ネ ジ メ ン ト 改 革 の 推 進

・博
士
課
程
へ
の
進
学
者
数
の
減
少

・社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
質
の
高
い
博
士

人
材
の
育
成

・研
究
者
ポ
ス
トの
低
調
な
流
動
性
と

不
安
定
性

・研
究
マ
ネ
ジ
メン
ト等

を
担
う人

材
の
育
成

・若
手
が
自
立
的
研
究
を
実
施
す
る
た
め

の
安
定
的
資
金
の
確
保
が
課
題

・新
た
な
研
究
分
野
へ
の
挑
戦
が
不
足

・資
金
の
書
類
様
式
・手
続
き
が
煩
雑

・研
究
に
充
て
る
時
間
割
合
が
減
少

・研
究
組
織
内
外
の
設
備
・機
器
等
の

共
用
や
中
長
期
的
・計
画
的
な
整
備

更
新
の
遅
れ

・研
究
基
盤
の
運
営
を
支
え
る
技
術

専
門
人
材
の
育
成

日
本
の
研
究
者
を

取
り巻

く主
な
課
題

大 学 改 革

研
究
環
境
の
改
革

研
究
人
材
の
改
革

研
究
資
金
の
改
革


日
本
学
術
会
議


経
団
連
、国
公
私
立
大
学
の
関
係
団
体
等


So

ci
et

y5
.0


SD

G
ｓ


統
合
イ
ノベ
ー
シ
ョン

戦
略


A

I戦
略


バ
イ
オ
戦
略


量
子
戦
略

等

政
府

全
体

の
目

標
・

取
組

と
も
連

携


第
６
期
科
学
技
術

基
本
計
画


20

40
年
に
向
け
た

高
等
教
育
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン

等

中
長

期
的

に
反

映
・

連
携

我
が
国
の
研
究
力

の
国
際
的
地
位
を

V字
回
復

（
平

成
３

１
年

４
月

文
部

科
学

省
）

２
．

政
府

で
の

こ
の

１
年

の
検

討
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研究基盤政策に関する最近の動き

若
手

研
究

者
（
ポ
ス
ド
ク
・
特
任
助
教
等
）

中
堅

・
シ
ニ
ア
研

究
者

産
業
界
に
よ
る
博
士
人
材
の
積
極
採
用
と
処
遇
改
善

博
士

後
期

課
程

博
士

前
期

課
程

/
修

士
課

程

①
若
手
の
研
究
環
境
の
抜
本
的
強
化
、②

研
究
・教
育
活
動
時
間
の
十
分
な
確
保
、③

研
究
人
材
の
多
様
な

キ
ャリ
ア
パ
ス
を
実
現
し、
④
学
生
に
とっ
て
魅
力
あ
る
博
士
課
程
を
作
り上

げ
る
こと
で
、我

が
国
の
知
識
集
約
型
価
値

創
造
シ
ス
テ
ム
を
牽
引
し、
社
会
全
体
か
ら求

め
られ
る
研
究
者
等
を
生
み
出
す
好
循
環
を
実
現
。

産 学

独
立

し
て
研

究
の

企
画

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

で
き
る
人

材
の

育
成

・
博
士
人

材
の

多
様

な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
を
構
築

・
優
秀
な
人

材
が

積
極

的
に
学

び
や
す
い
環
境
構

築

将
来

の
多

様
な
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
見

通
す
こ
と
に
よ

り
進

学
意

欲
が

向
上

自
由

な
発

想
で
挑

戦
的

研
究

に
取

り
組

め
る
環

境
を

整
備

・
優
秀
な
若

手
研

究
者

の
研

究
環

境
の
充

実
、
ポ
ス
ト
の

確
保

、
表

彰

多
様

か
つ
継

続
的

な
挑

戦
を
支

援
・
研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
を
確
保

・
研
究
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
競
争
的

資
金
の
一
体
的
見
直
し

・
最
適
な
研
究
設
備
・機

器
の
整
備

と
ア
ク
セ
ス
の
確
保

２
５

３

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人

材
、

U
RA

、
エ
ン
ジ
ニ
ア
等

の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
を
明

確
化

４

魅
力

あ
る
研

究
環

境
の

実
現

多
様

な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
・
流

動
の

実
現

１
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「研
究

力
強

化
・若

手
研

究
者

支
援

総
合

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

案

（今
年
１
月

9
日
の

C
S
T
I有

識
者
議
員
会
合
で
議
論
さ
れ
た
素
案
）

最
終
調
整
中

「研
究
力
向
上
」の
原
動
力
で
あ
る
「研
究
基
盤
」の
充
実
に
向
け
て


産
学
官
が
有
す
る
研
究
施
設
・設
備
・機
器
は
、あ
らゆ
る
科
学
技
術
イノ
ベ
ー
シ
ョン
活
動
の
原
動
力
で
あ
る
重
要
な
イン
フラ
。科

学
技
術
が
広
く社
会
に
貢
献
す
る
上
で
必
要
な
も
の
。


我
が
国
が
引
き
続
き
科
学
技
術
先
進
国
で
あ
る
た
め
に
は
、基

盤
的
及
び
先
端
的
研
究
施
設
・設
備
・機
器
の
持
続
的
な
整
備
と、
運
営
の
要
で
あ
る
専
門
性
を
有
す
る
人
材
の
持
続
的
な
確
保
・資
質

向
上
が
不
可
欠
。併

せ
て
、研

究
フロ
ン
テ
ィア
の
先
頭
を
切
り拓

く力
を
持
った
機
器
や
、日

本
発
の
施
設
・設
備
・機
器
を
開
発
し、
我
が
国
に
相
応
しい
研
究
イン
フラ
を
国
とし
て
保
持
し続

け
る
べ
き
。


研
究
イン
フラ
は
、多

数
の
研
究
者
で
広
く共
用
す
べ
き
も
の
で
あ
り、
そ
れ
に
よ
り、
多
様
な
科
学
技
術
が
発
展
す
る
こと
を
認
識
す
る
必
要
。

基
本

認
識

第
５
期

科
学

技
術

基
本

計
画

期
間

中
に
顕

著
に
な
っ
た
課

題

現
場
の
課
題
解
決
に
向
け
、今

後
目
指
す
べ
き
方
向
性
及
び
取
り組

む
べ
き
事
項
を
中
間
的
に
取
りま
とめ

「研
究
基
盤
の
共
用
」を
阻
む
ボ
ト
ル
ネ
ック

「研
究
基
盤
の
整
備
・更
新
」を
阻
む
ボ
ト
ル
ネ
ック

「技
術
職
員
の
育
成
・確
保
」を
阻
む
ボ
ト
ル
ネ
ック


「組
織
」の
理
解

…
共
用
は
組
織
の
恒
常
的
支
援
が
不
可
欠
。

組
織
の
基
幹
的
機
能
とし
て
位
置
付
け
が
必
要
。


「利
用
者
」の
理
解

…
「す
べ
て
自
分
で
持
つ
」と
の
考
え
を

転
換
し、
限
りあ
る
リソ
ー
ス
（
予
算
、設

備
、人

材
）
の
有
効

活
用
を
促
す
意
識
改
革
が
必
要
。


大
学
・研
究
機
関
に
お
い
て
、設

備
整
備
・更
新
に
充
て

られ
る
予
算
は
近
年
大
幅
に
減
少
。老

朽
化
も
進
行
。


特
に
、国

内
有
数
の
設
備
（
数
億
～
十
数
億
円
規
模
）

を
共
用
す
る
現
場
で
は
、自

助
努
力
に
も
限
界
。


技
術
職
員
は
、研

究
者
とと
も
に
課
題
解
決
を
担
うパ
ー
ト

ナ
ー
とし
て
成
果
創
出
に
必
須
の
存
在
だ
が
、キ
ャリ
ア
パ
ス

が
明
確
で
な
い
等
、人

材
確
保
が
困
難
に
。


組
織
化
や
適
切
な
評
価
、
組
織
の
枠
を
越
え
た
人
材

育
成
が
急
務
。

第
６
期

科
学

技
術

基
本

計
画

に
向

け
て
目

指
す
べ
き
方

向
性

／
特

に
取

り
組

む
べ
き
事

項


全
て
の
研
究
者
に
開
か
れ
た
研
究

設
備
・機
器
等
に
よ
り、
よ
り自

由
に

研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
実
現


研
究
基
盤
＝
ハ
ー
ド（

機
器
）
＋

ソ
フト
（
人
材
・シ
ス
テ
ム
）
と捉

え
、

組
織
・分
野
で
最
適
な
基
盤
を
構
築


長
期
的
ビジ
ョン
に
立
ち
、我

が
国
の

研
究
基
盤
の
全
体
像
を
俯
瞰

目
指
す
べ
き
方
向
性

技
術
職

員

大
学
・研
究
機
関
の
「基
幹
的
機
能
」と
し
て
研
究
基
盤
を
整
備
・共
用
（
「ラ
ボ
か
ら
組
織
へ
」）

○
トッ
プ
マ
ネ
ジ
メン
トに
よ
り、
研
究
機
関
全
体
とし
て
戦
略
的
に
機
器
の
整
備
・共
用
を
推
進

○
基
盤
整
備
を
研
究
機
関
の
「基
幹
的
機
能
」と
して
明
確
化
し、
取
組
を
積
極
的
に
評
価

○
共
用
化
の
た
め
の
ガ
イド
ライ
ン
作
成
、設

備
導
入
時
の
レ
ン
タル
活
用
等
、好

事
例
を
展
開

○
機
器
の
共
用
化
に
協
力
す
る
研
究
者
へ
の
明
確
な
イン
セ
ン
テ
ィブ
を
提
供

国
内
有
数
の
先
端
的
な
研
究
設
備
を
中
長
期
的
な
計
画
に
基
づ
き
整
備
・更
新

○
国
全
体
の
研
究
設
備
を
俯
瞰
し、
中
長
期
的
視
点
か
ら全

体
最
適
化
した
整
備

○
設
備
・人
材
・シ
ス
テ
ム
等
全
体
の
戦
略
的
配
置
、機

関
連
携
に
よ
る
地
域
協
調
的
な
整
備

○
民
間
企
業
との
共
同
設
置
等
、一

層
の
産
学
官
連
携
を
促
進

研
究
基
盤
の
運
営
の
要
で
あ
る
技
術
職
員
の
活
躍
を
促
進

○
専
門
性
を
活
か
しつ
つ
チ
ー
ム
とし
て
機
能
し、
キ
ャリ
ア
ア
ップ
を
実
現
で
き
る
よ
う、
組
織
化

○
研
究
者
の
パ
ー
トナ
ー
とし
て
課
題
解
決
に
取
り組

む
高
度
な
専
門
性
を
身
に
付
け
、多

様
な

キ
ャリ
ア
パ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、組

織
や
分
野
を
越
え
た
高
度
な
技
術
職
員
を
育
成
・確
保

世
界
を
リー
ド
す
る
戦
え
る
新
技
術
を
開
発

○
研
究
開
発
の
初
期
段
階
か
ら製

品
化
段
階
ま
で
を
バ
ラン
ス
良
く支
援

○
測
定
され
る
デ
ー
タの
統
合
・解
析
等
、I

T技
術
との
連
携

○
研
究
開
発
の
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
基
盤
技
術
を
開
発

～
第
６
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
向
け
た
重
要
課
題
（
中
間
とり
ま
とめ
）
～

概
要

12

令
和
元
年
６
月
２
５
日

科
学
技
術
・学
術
審
議
会

研
究
開
発
基
盤
部
会

【課
題

・今
後

の
方

向
性

】
研

究
設

備
の

整
備

・共
用


研
究
設
備
・機
器
は
、最

先
端
の
研
究
活
動
の
生
命
線
。


大
学
、国

立
研
究
開
発
法
人
等
に
国
費
で
整
備
され
た
研
究
開
発
基
盤
は
「公
共
財
」＝
最
大
限
の
活
用
が
必
須
。


幅
広
い研

究
者
への
共
用
を推
進
し、
資
金
力
のな
い若

手
研
究
者
も含
め、
全
ての
研
究
者
が研

究
に打

ち込
める
環
境
へ。

課
題

全
て

の
研

究
者

に
開

か
れ

た
研

究
設

備
・機

器
の

実
現

どの
組

織
で

も
高

度
な

研
究

が
可

能
な

環
境

へ
（

組
織

とし
て

の
環

境
整

備
）


大

学
・研

究
機

関
の

戦
略

的
な

研
究

設
備

・機
器

の
整

備
・共

用
化

を
推

進
（

コア
ファ

シ
リテ

ィ化
）


共

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
／

ガ
イ

ド
ブ

ック
を
策
定
し、
機
器
共
用
の
好
事
例

や
ノウ
ハ
ウ
を
展
開
（
共
用
機
器
の
見
え
る
化
・外
部
共
用
化
・産
学
連
携
等
）


大

学
等

の
経

営
戦

略
等
（
例
：
計
画
的
な
設
備
整
備
に
関
す
る
考
え
方
）

に
お
い
て
、研

究
設

備
の

組
織

内
外

へ
の

共
用

方
針

を
策

定
・公

表
⇒

 研
究

設
備

・機
器

と使
い

た
い

研
究

者
を

つ
な

ぐ共
用

シ
ス

テ
ム

を
確

立

大
型

・最
先

端
の

設
備

に
誰

で
も

ア
ク

セ
ス

可
能

に
(組

織
を

超
え

た
環

境
整

備
)


大

学
・国

立
研

究
開

発
法

人
等

が
有

す
る

国
内

有
数

の
先

端
的

な
大

型
研

究
施

設
・設

備
を

戦
略

的
に

整
備

・共
用


研
究
分
野
等
の
特
性
も
踏
ま
え
た

各
施

設
・設

備
の

ネ
ット

ワ
ー

ク
化

・
共

用
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム
化
（
ワン
スト
ップ
サー
ビス
、利
用
手
続
きの
共
通
化
等
）


共
同
利
用
・共
同
研
究
拠
点
の
強
化
・充
実
に
よ
る
研
究
環
境
の
向
上

チ
ー

ム
型

研
究

体
制

に
よ

る
研

究
力

強
化

（
研

究
推

進
体

制
の

強
化

）


文
部

科
学

大
臣

表
彰

研
究

支
援

賞
を

創
設

（
令

和
2年

度
～

表
彰

）
科
学
技
術
の
発
展
や
研
究
開
発
の
成
果
創
出
に
向
け
て
、高

度
で
専
門
的

な
技
術
的
貢
献
を
通
じて
、研

究
開
発
の
推
進
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
った

個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
を
表
彰


競
争
的
研
究
費
等
で
購
入
され
た
研
究
設
備
・機
器
の
共
用

は
、組

織
全
体
とし
て
は
メリ
ット
が
あ
る
が
、機

器
を
も
つ
研
究

室
に
とっ
て
は
負
担
も
。


共
用
は
組
織
の
恒
常
的
支
援
が
不
可
欠
。組

織
の
基
幹
的

機
能
とし
て
位
置
付
け
が
必
要
。


「す
べ
て
自
分
で
持
つ
」と
の
考
え
を
転
換
し、
限
りあ
る
リソ
ー
ス

（
予
算
、設

備
、人

材
）
の
有
効
活
用
を
促
す
意
識
改
革
。

各
研

究
室

等
の

研
究

設
備

・機
器

(こ
れ

ま
で

分
散

管
理

)

J
-
P
A
R
C

S
P
ri
ng

-
8

S
A
C
L

A

技
術
職
員


キ
ャリ
ア
パ
ス
が
明
確
で
な
い
等
、人

材
確
保
が
困
難
に
。


適
切
な
評
価
、ス
キ
ル
ア
ップ
の
促
進
が
急
務
。

技
術

職
員

ス
パ
コ
ン

N
M
R

放
射
光

施
設


大
学
・研
究
機
関
に
お

い
て
、設

備
整
備
・更

新
に
充
て
られ
る
予
算

は
近
年
大
幅
に
減
少
。

老
朽
化
も
進
行
。


特
に
、国

内
有
数
の
設

備
（
数
億
～
十
数
億

円
規
模
）
を
共
用
す

る
現
場
で
は
、 自

助
努

力
に
も
限
界
との
声
。

国
内

有
数

の
最

先
端

研
究

設
備

「
富
岳
」

（
予
定
）

15

３
．

文
部

科
学

省
が

着
手

し
た

具
体

的
施

策

（
昨
年
１
2
月

1
9
日
の

C
S
T
I有

識
者
議
員
会
合
で
文
科

省
よ
り
表
明
）

1
2

3

施
策
の
方
向
性

「人
材
」、
「資
金
」、
「環
境
」の
三
位
一
体
改
革
を
進
め
、さ
らに
次
期
科
学
技
術
基
本
計
画
等
に
基
づ
き
、大

学
改
革
等
を
実
現
し、
イノ
ベ
ー
シ
ョン
創
出
を
加
速
。

資 金 環 境

人 材

【施
策
の
方
向
性
】

•
多
様
な
財
源
に
よ
る
優
秀
な
博
士
後
期
課
程
学

生
へ
の
適
正
な
対
価
の
支
払
い

•
優
秀
な
若
手
研
究
者
の
ポ
ス
トの
確
保
、表

彰

•
博
士
人
材
の
キ
ャリ
ア
パ
ス

(教
員
、マ
ネ
ジ
メン
ト人

材
、U

RA
、エ
ン
ジ
ニ
ア
、産

業
界
等

)
の
拡
大

（
有
給
イン
ター
ン
の
拡
充
等
）

•
研
究
成
果
の
切
れ
目
な
い
創
出
に
向
け
、研

究
者

の
多
様
か
つ
継
続
的
な
挑
戦
を
支
援
す
る
「競
争

的
研
究
費
の
一
体
的
見
直
し」

•
若
手
研
究
者
を
中
心
とし
た
、自

由
な
発
想
に
よ
る

挑
戦
的
研
究
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
創
設

•
大
学
等
の
共
同
研
究
機
能
等
の
外
部
化
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
イノ
ベ
ー
シ
ョン
の
活
性
化

•
マ
ネ
ジ
メン
ト人

材
や

UR
A、
エ
ン
ジ
ニ
ア
等
の

キ
ャリ
ア
パ
ス
の
確
立

(U
RA
の
認
定
制
度
等

)

•
研
究
機
器
・設
備
の
整
備
・共
用
化
促
進

(コ
ア

ファ
シ
リテ
ィ化
）
、ス
マ
ー
トラ
ボ
ラト
リー
化
の
推
進

等

【主
な
ス
ケ
ジ
ュー
ル
】

2 5

221
3

3 4

5 5

5

第 ６ 期 科 学 技 術 基 本 計 画 期 間

第 ４ 期 国 立 大 学 中 期 目 標 期 間 等

20
21

-2
02

5
20

22
-2

02
7

イ ノ ベ ー シ ョ ン の 更 な る 創 出

・

大 学 改 革 等 の 実 現

施
策
を
反
映
し、

成
果
を
評
価

4 55

1

2
1

14

（今
年
１
月

9日
の

C
ST

I有
識
者
議
員
会
合
で
議
論
さ
れ
た
素
案
）

最
終
調
整
中

13



基調講演

17

≪事
業

ス
キ

ー
ム

≫


支
援

対
象

機
関

：
大

学
・研

究
機

関

事
業
規
模
：
約

60
百
万
円

×
4拠

点
程
度


主

な
支

援
内

容
：

•
学

内
共

用
設

備
群

の
ネ

ット
ワ

ー
ク化

、統
一

的
な

規
定

・シ
ス

テ
ム

整
備

•
技

術
職

員
の

集
約

・組
織

化
、分

野
や

組
織

を
越

え
た

研
修

の
実

施
•

機
関

全
体

に
お

い
て

研
究

基
盤

の
組

織
的

な
整

備
・維

持
管

理

「統
括

部
局

」の
機

能
を

強
化

し、
学

部
・研

究
科

等
の

各
研

究
組

織
で

の
管

理
が

進
み

つ
つ

あ
る

研
究

設
備

・機
器

を
、

研
究

機
関

全
体

の
研

究
基

盤
とし

て
戦

略
的

に
導

入
・更

新
・共

用
す

る
仕

組
み

を
強

化
（

コア
ファ

シ
リテ

ィ化
）

す
る

。

背
景
・
課
題

「新
た

な
共

用
シ

ス
テ

ム
」の

成
果

を
発

展
させ

、大
学

・研
究

機
関

が
組

織
とし

て
継

続
的

に
優

れ
た

研
究

設
備

・機
器

を
戦

略
的

に
整

備
・活

用
し、

全
て

の
研

究
者

が
自

由
に

研
究

に
打

ち
込

め
る

環
境

を
実

現
す

る
。

≪イ
メー

ジ
≫


大

学
・研

究
機

関
全

体
で

の
戦

略
的

か
つ

持
続

的
な

研
究

基
盤

の
構

築


若
手

研
究

者
等

が
す

ぐに
、ど

こで
も

高
度

な
研

究
が

可
能

とな
る

研
究

環
境

の
構

築


新
興

・融
合

分
野

の
研

究
開

発
や

産
学

連
携

が
一

層
促

進
され

る
場

の
構

築
大

学
・
研

究
機

関

統
括

部
局

「統
括
部
局
」の
役
割

（
大

学
本

部
及

び
全

学
セ

ン
ター

）
○

様
々

な
リソ

ー
ス

を
活

用
し、

研
究

基
盤

を
機

関
全

体
で

整
備

、維
持

管
理

○
統

括
部

局
or

研
究

組
織

で
の

管
理

を
意

思
決

定
す

る
委

員
会

の
実

施
○

学
内

共
用

設
備

群
の

ネ
ット

ワ
ー

ク化
、統

一
的

な
規

定
・シ

ス
テ

ム
整

備
○

技
術

職
員

の
集

約
・組

織
化

。分
野

や
組

織
を

越
え

た
研

修
の

提
供

○
外

部
機

関
との

連
携

・ネ
ット

ワ
ー

ク化
の

窓
口

研
究
組
織

（
部
門
、
学
科
、
専
攻
等
）

他
大

学

企
業

機
器

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ

国

大
学
・
国
立
研
究
開
発
法
人

委
託

（
連
携
）

研
究
組
織

研
究
組
織

≪目
指

す
姿

≫

概
要

<
科
学
技
術
の
状
況
に
係
る
総
合
的
意
識
調
査

（
N

IS
TE

P定
点
調
査

20
18
）
報
告
書

>
「創

造
的

・先
端

的
な

研
究

開
発

・人
材

育
成

を
行

うた
め

の
施

設
・設

備
環

境
」

4.
9

(2
01

6)
⇒

 4
.4

 【
不

十
分

】(
20

18
)

【評
価

を
下

げ
た

理
由

の
例

】
・研

究
施

設
・機

器
の

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
。

老
朽

化
へ

の
対

応
が

な
され

て
い

な
い

［
多

数
の

記
述

］
・研

究
機

器
等

の
維

持
管

理
・メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

困
難

・技
術

職
員

の
確

保
に

苦
慮

して
い

る

<
H

30
予
算
執
行
調
査
（
研
究
機
器
関
連
）

>
•

大
学

・法
人

内
で

機
器

購
入

の
見

込
み

等
を

事
前

に
把

握
・集

約
す

る
体

制
を

構
築

•
共

同
購

入
等

の
検

討
・実

施
•

共
用

等
の

取
組

に
つ

い
て

大
学

・法
人

間
で

連
携

他
大

学

（
相
談
、
外
部
利
用
）

（
ﾘ
ｿ
ｰ
ｽ
活
用
）

分
析

会
社

（
技
術
交
流
）

研
究

室
単

位
で

の
設

備
・機

器
の

囲
い

込
み

が
課

題
。新

共
用

事
業

に
よ

り、
研

究
組

織
（

学
科

・専
攻

規
模

）
単

位
で

の
共

用
の

取
組

は
一

定
程

度
進

展
して

き
た

が
、以

下
が

大
き

な
課

題
。

✔
研

究
機

関
全

体
の

機
器

更
新

・維
持

管
理

の
戦

略
立

案
と財

源
確

保
が

必
要

（
新

共
用

実
施

者
ア

ン
ケ

ー
ト）

✔
異

動
後

も
変

わ
らず

研
究

で
き

る
よ

う、
コア

ファ
シ

リテ
ィ、

共
用

施
設

の
充

実
が

大
事

（
CS

TI
木

曜
会

合
）

✔
技

術
職

員
の

キ
ャリ

ア
が

見
え

ず
、適

切
な

評
価

が
必

要
。技

術
力

向
上

の
機

会
が

な
い

（
技

術
職

員
有

志
の

会
）

コア
ファ
シ
リテ
ィ構

築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

○
産
学
官
が
有
す
る
研
究
施
設
・
設
備
・
機
器
は
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
原
動
力
で
あ
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
。

○
我
が
国
が
引
き
続
き
科
学
技
術
先
進
国
で
あ
る
た
め
に
は
、
基
盤
的
及
び
先
端
的
研
究
施
設
・
設
備
・
機
器
を
持
続
的
に
整
備
し
、
幅
広
い
研
究
者
に
共
用
す
る
と
と
も
に
、

運
営
の
要
で
あ
る
専
門
性
を
有
す
る
人
材
の
持
続
的
な
確
保
・
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
。

背
景
・
課
題

【
政
策
文
書
に
お
け
る
記
載
】

•
研
究
設
備
・
機
器
等
の
計
画
的
な
共
用
の
推
進
や
研
究
支
援
体
制
の
整
備
に
よ
り
、
研
究
の
効
率
化
や
研
究
時
間
の
確
保
を
図
り
、
研
究
の
生
産
性
向
上
を
目
指
す
。
＜
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

20
19

(R
1.

6.
21

)
＞

•
世
界
水
準
の
先
端
的
な
大
型
研
究
施
設
・
設
備
や
研
究
機
器
の
戦
略
的
整
備
・
活
用

＜
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

20
19

(R
1.

6.
21

)＞

分
野
・
組
織
に
応
じ
た
最
適
な
基
盤
の
構
築
に
向
け
、
次
の
観
点
で
研
究
設
備
・
機
器
の
共
用
を
推
進
。
全
て
の
研
究
者
が
よ
り
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
へ
。

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】


支
援
対
象
機
関
：
大
学
、
国
研
、
公
設
試
等


事
業
規
模
：
共
用

PF
：

約
70
百
万
円

/ 
年

新
共
用
：

約
20
百
万
円

/ 
年

ｺｱ
ﾌｧ
ｼﾘ
ﾃｨ
：
約

60
百
万
円

/ 
年

SH
AR

E：
約

50
百
万
円

/ 
年

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】


各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

N
M

R・
放
射
光
施
設
等
の

共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
、

70
の
研
究
組
織
（
学
科
・

専
攻
等
）
、
大
学
・
企
業
・
公
設
試
等
の
間
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
研
究
設
備
・機

器
の
共
用
を
推
進
。


施
設
・
設
備
の
利
用
者
等
が
拡
大
し
、

研
究
成
果
が
着
々
と
創
出
。
利
用
料
収
入
も
増
加
。


新
共
用
実
施
機
関
全
体
で
み
る
と
、
機
器
の
総
稼
働
時
間

の
7-

8割
が
機
器
所
有
者
以
外
の
利
用
に
。

国
大
学
・
国
立
研
究
開
発
法
人
・

公
設
試
験
研
究
所
等

委
託

産
学
官
に
共
用
可
能
な
大
型
研
究
施
設
・
設
備
を
保
有
す
る
研
究
機
関
を
繋
ぎ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
外
部
共
用
化
を
実
現
。

共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

20
16
年
～
、

5年
間
支
援
）

（
主
な
取
組
）
・
取
り
ま
と
め
機
関
を
中
核
と
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
設
置

・
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
・
研
修
・
講
習

・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
共
有

・
技
術
の
高
度
化

・
国
際
協
力
の
強
化
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
）

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

20
16
年
～
、

3年
間
支
援
）

競
争
的
研
究
費
改
革
と
連
携
し
、
各
研
究
室
等
で
分
散

管
理
さ
れ
て
き
た
研
究
設
備
・
機
器
群
を
研
究
組
織

（
学
科
・
専
攻
等
）
単
位
で
共
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

（
主
な
取
組
）
・
機
器
の
移
設
・
集
約

・
共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

大
学
・
研
究
機
関
全
体
の
「
統
括
部
局
」
の
機
能
を
強
化
。

機
関
全
体
の
研
究
基
盤
と
し
て
、
研
究
設
備
・
機
器
群
を

戦
略
的
に
導
入
・
更
新
・
共
用
す
る
仕
組
み
を
構
築
。

（
主
な
取
組
）

・
学
内
共
用
設
備
群
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
統
一
的
な
規
定
・
シ
ス
テ
ム
整
備

・
技
術
職
員
の
集
約
・
組
織
化
、
分
野
や
組
織
を
越
え
た
交
流
機
会
の
提
供

研
究
機
器
相
互
利
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
導
入
実
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

SH
AR

E）
（

20
19
年
～
、

2年
間
支
援
）

研
究
生
産
性
と
地
域
の
研
究
力
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
遠
隔
利
用
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
り
、
近
隣
の
大
学
、
企
業
、
公
設
試
等
の
間
で
の

研
究
機
器
の
相
互
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
実
証
実
験
を
実
施
。

（
主
な
取
組
）
・
遠
隔
操
作
・
試
料
輸
送
・
デ
ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
構
築

・
複
数
機
関
で
の
共
用
の
仕
組
み
の
構
築

【
事
業
の
波
及
効
果
】


学
生
、
若
手
研
究
者
、
技
術
職
員
の
教
育
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ


分
野
融
合
や
新
興
領
域
の
拡
大
、
産
学
連
携
の
強
化

（
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
分
野
か
ら
の
利
用
、
共
同
研
究
へ
の
進
展
）


機
器
所
有
者
の
負
担
軽
減

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
一
元
化
、
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
）


若
手
研
究
者
等
の
速
や
か
な
研
究
体
制
構
築

（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
）

事
業
概
要

コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
新
規
）
（

20
20
年
～
、

5年
間
支
援
）

16

予
算

：
「

コ
ア

フ
ァ

シ
リ

テ
ィ

構
築

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
新

設
ト
ピ
ッ
ク

1
令
和

2年
度
予
算
額

(案
)

1,
21

3百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

1,
35

5百
万
円
）

令
和

2年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰

研
究
支
援
賞
（
新
設
）
に
つ
い
て

募
集
期
間
：

令
和
元
年
５
月
３
１
日

(金
)～
７
月
２
５
日

(木
) 

令
和

2
年

4
月

上
旬

受
賞

者
の

公
表

・
表
彰

審
査

令
和
元
年
７
月
2
5
日

募
集

締
切

令
和
元
年
５
月
3
1
日

募
集

開
始

※
推

薦
機

関
へ
依

頼

募
集
・
選
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
技
術
職
員
等
が
研
究
者
と
協
働
し
、
研
究
設
備
等
に
よ
る
測
定
・

分
析
手
法
を
開
発
・
改
良
し
て
測
定
精
度
の
向
上
等
を
達
成
し
、

新
た
な
研
究
成
果
の
創
出
に
貢
献
し
た

○
複
雑
で
様
々
な
技
術
的
課
題
が
存
在
す
る
研

究
課
題

に
対
し
て
、

様
々
な
専
門
性
を
持
つ
技
術
職
員
等
が
グ
ル

ー
プ
で
対
応
し
、

研
究
成
果
の
創
出
に
貢
献
し
た

○
研
究
機
関
に
お
け
る
研
究
施
設
・
設
備
・
機
器
等
の

運
用
・
管
理

や
利
用
者
へ
の
技
術
的
支
援
、
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
た
技

術
の
向
上
等
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
効
果
的
・
効
率

的
な
研
究
環
境
の
構
築
に
貢
献
し
た

想
定

さ
れ

る
業

績
の

例
（
イ
メ
ー
ジ
）

研
究

支
援

賞
は

、
科

学
技

術
の

発
展

や
研

究
開

発
の

成
果

創
出

に
向

け
て
、
高

度
で
専

門
的

な
技

術
的

貢
献

を
通

じ
て

研
究

開
発

の
推

進
に
寄

与
す
る
活

動
を
行

っ
た
者

に
つ
い
て
、
そ
の

功
績

を
讃

え
る
こ
と
に
よ
り
、
科

学
技

術
に
携

わ
る

者
の

意
欲

の
向

上
を
図

り
、
も
っ
て
我

が
国

の
科

学
技

術
水

準
の

向
上

に
寄

与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
令

和
２
年

度
よ
り

新
た
に
創

設
さ
れ

た
表

彰
制

度
で
す
。

◆
科
学
技
術
の
発
展
や
研
究
開
発
の
成
果
創
出
に
向
け
て
、
高

度
で
専
門
的
な
技
術
的
貢
献
を
通
じ
て
研
究
開
発
の
推
進
に

寄
与
す
る
活
動
を
行
い
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
者研
究
支
援
賞
の
対
象

＊
「
高
度
で
専
門
的
な
技
術
的
貢
献
」

・
研
究
施
設
・
設
備
・
機
器
の
運
用
、
管
理
、
利
用
支
援
並
び
に
実
験
デ
ー
タ

の
測
定
・
処
理
・
分
析
に
及
び
研
究
試
料
の
加
工
等
に
係
る
新
た
な
技
術

の
開
発
ま
た
は
実
施

＊
「
研
究
開
発
の
推
進
に
寄
与
す
る
活
動
」

・
研
究
者
と
共
同
で
課
題
解
決
を
図
る
活
動
や
研
究
開
発
の
推
進
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
活
動

・
高
度
で
専
門
的
な
技
術
・
知
見
の
継
承
や
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
の

活
動
（
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
）

※
業
績
の
表
彰
対
象
に
は
、
研
究
を
支
援
す
る
た
め
の
技
術
開
発
又
は
、

活
動
を
行
っ
た
者
の
み
な
ら
ず
、
所
属
機
関
に
お
け
る
組
織
的
な
制
度
改

善
や
体
制
構
築
等
の
取
組
が
、
活
動
の
実
施
に
当
た
っ
て
重
要
な
貢
献
を

し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
取
組
を
行
っ
た
者
を
含
む
。

19

ト
ピ
ッ
ク
３

大
学
等
に
お
け
る
研
究
基
盤
の
整
備
・共
用
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
／
ガ
イ
ド
ブ
ック
（
仮
称
）
骨
子
案

18

•
主

に
大

学
の

事
務

レ
ベ

ル
を

対
象

読
者

に
想

定
。大

学
に

お
い

て
新

た
に

共
用

シ
ス

テ
ム

を
構

築
も

しく
は

導
入

に
当

た
って

課
題

に
直

面
した

際
、手

引
き

とな
る

こと
を

主
目

的
に

想
定

。
•

大
学

の
経

営
層

や
本

部
な

どに
対

して
理

解
を

得
る

際
の

事
例

集
とし

て
も

使
え

る
よ

う、
好

事
例

や
Q

&
Aを

盛
り込

む
。

•
本

文
は

短
く（

5頁
以

内
を

目
安

）
、図

や
チ

ャー
ト等

も
用

い
て

わ
か

りや
す

く記
載

。参
考

事
例

集
、関

係
規

定
集

を
付

け
て

詳
細

を
記

述
。事

例
提

供
機

関
に

個
別

に
コン

タク
ト可

能
に

す
る

。

【章
立
て
の
イ
メ
ー
ジ
】

①
現
状
認
識
・基
本
的
考
え
方
（
デ
ー
タ
等
を
含
む
）

②
共
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
メ
リッ
ト


学

生
へ

の
教

育
・ト

レ
ー

ニ
ン

グ


分
野

融
合

・新
興

領
域

の
拡

大
、

産
学

官
連

携
の

強
化


機

器
所

有
者

の
負

担
軽

減


ス
ペ

ー
ス

の
削

減
、保

守
費

等
の

効
率

化


ス
ター

トア
ップ

支
援

③
共
用
シ
ス
テ
ム
の
全
体
構
成
、運
営
体
制

④
共
用
ル
ー
ル
の
策
定
（
マ
ニ
ュア
ル
、Q

&
A
）


設

備
・機

器
の

見
え

る
化


内

規
等

、事
務

的
な

ル
ー

ル
の

整
備


予

約
管

理
シ

ス
テ

ム
の

構
築


料

金
規

程
の

整
備

、料
金

徴
収

シ
ス

テ
ム

の
構

築


機
器

提
供

者
へ

の
イン

セ
ン

テ
ィブ

設
計

⑤
経
営
面
の
取
組


大

学
の

経
営

戦
略

な
どへ

の
位

置
付

け


組
織

体
制

の
整

備


財
源

の
確

保
⑥
機
器
の
保
守
・管
理
・更
新


競

争
的

資
金

獲
得

状
況

の
把

握
、

資
金

の
合

算
使

用
に

よ
る

機
器

購
入


機

器
の

リー
ス

、遠
隔

利
用

等


中
古

機
器

の
売

却
、転

用
⑦
組
織
を
越
え
た
設
備
・機
器
の
共
用

⑧
技
術
職
員
の
育
成
・活
躍
促
進


職

階
制

度
、研

修
等

⑨
参
考
規
定
集
（
政
府
文
書
、関
係
す
る
会
計
規
定
等
）

※
 コ

ラム
等

の
形

式
に

て
、共

用
シ

ス
テ

ム
導

入
に

当
た

って
の

苦
労

や
課

題
、失

敗
例

も
含

め
る

。

新
共
用

好
事
例
集

新
共
用

好
事
例
集

新
共
用

好
事
例
集

新
共
用

好
事
例
集

新
共
用

好
事
例
集

ト
ピ
ッ
ク
２
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研究基盤政策に関する最近の動き

参
考
資
料
集

御
清
聴
い
た
だ
き
、

あ
りが
とう
ご
ざ
い
ま
し
た

国 際 頭 脳 循 環 の 中 心 と な る 世 界 ト ッ プ レ ベ ル の 研 究 力 を

実 現 し 、 絶 え ず 新 た な イ ノ ベ ー シ ョ ン を 生 み 続 け る 社 会 へ

研
究
力
向
上
に
資
す
る
基
盤
的
な
力
の
更
な
る
強
化 研 究 力 向 上 に つ な が る

ガ バ ナ ン ス の 強 化 ・

マ ネ ジ メ ン ト 改 革 の 推 進

・博
士
後
期
課
程
へ
の
進
学
者
数
の
減
少

・社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
質
の
高
い
博
士

人
材
の
育
成

・研
究
者
ポ
ス
トの
低
調
な
流
動
性
と

不
安
定
性

・研
究
マ
ネ
ジ
メン
ト等

を
担
う人

材
の
育
成

・若
手
が
自
立
的
研
究
を
実
施
す
る
た
め

の
安
定
的
資
金
の
確
保
が
課
題

・新
た
な
研
究
分
野
へ
の
挑
戦
が
不
足

・資
金
の
書
類
様
式
・手
続
が
煩
雑

・研
究
に
充
て
る
時
間
割
合
が
減
少

・研
究
組
織
内
外
の
設
備
・機
器
等
の

共
用
や
中
長
期
的
・計
画
的
な
整
備

更
新
の
遅
れ

・研
究
基
盤
の
運
営
を
支
え
る
技
術

専
門
人
材
の
育
成

日
本
の
研
究
者
を

取
り巻

く主
な
課
題

大 学 改 革

研
究
環
境
の
改
革

研
究
人
材
の
改
革

研
究
資
金
の
改
革

我
が
国
の
研
究
力

の
国
際
的
地
位
を

V字
回
復

諸
外

国
に
比

べ
研
究
力
が
相
対
的

に
低
迷
す
る
現
状

を
一
刻
も
早

く
打

破
す
る
た
め
、

研
究

「
人

材
」
、
「
資
金
」
、
「
環
境
」
の
改
革
を
、
「
大
学
改
革
」
と
一
体
的
に
展

開

41
7億

円
( 

  4
12
億
円

)

3,
19

6億
円

(3
,1

73
億
円

)

94
9億

円
( 

  9
52
億
円

)

◎
大
学
院
教
育
改
革
の
推
進
、経

済
不
安
等
へ
の
対
応

◎
若
手
研
究
者
の
「安
定
」と
「自
立
」の
確
保
と研

究
に
専
念

で
き
る
環
境
の
整
備

◎
キ
ャリ
ア
パ
ス
の
多
様
化
・流
動
性
の
促
進

◎
国
際
化
・国
際
頭
脳
循
環
、国

際
共
同
研
究
の
促
進

◎
チ
ー
ム
型
研
究
体
制
の
構
築

◎
基
盤
的
経
費
と競

争
的
資
金
に
よ
る
デ
ュア
ル
サ
ポ
ー
ト

◎
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た
研
究
拠
点
の
形
成

◎
外
部
資
金
の
獲
得
・企
業
投
資
の
呼
び
込
み
強
化

◎
大
型
・最
先
端
の
設
備
に
誰
で
も
アク
セ
ス
可
能
に

(組
織
間

)
◎
どの
組
織
で
も高

度
な
研
究
が
可
能
な
環
境
へ

(組
織
単
位

)
◎
未
来
型
の
研
究
ラボ
を
先
駆
け
て
実
現
（
ラボ
単
位
）

◎
チ
ー
ム
型
研
究
体
制
に
よ
る
研
究
力
強
化

(研
究
支
援
体
制
の
強
化

)

【令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

(案
)：

11
億
円
】

【令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

(案
) 
：

55
0億

円
】

【令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

(案
) 
：

29
5億

円
】

研
究
「人
材
」「
資
金
」「
環
境
」改
革
と大

学
改
革
の
一
体
的
展
開

～
研
究
力
向
上
改
革

20
19
の
着
実
な
推
進
～

令
和

2年
度
予
算
額

(案
)

4,
56

2億
円

(前
年
度
予
算
額

4,
53

7億
円

)

令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

(案
)

85
6億

円

23

令
和

２
年

度
文

部
科

学
省

予
算

（
案

）
の

ポ
イ

ン
ト


「人

材
」：
研
究
人
材
強
化
体
制
の
構
築
―
研
究
者
をよ
り魅
力
あ
る職

に
―


特

別
研

究
員

事
業

1
56

億
円

（
0
.1

億
円

増
）


世

界
で

活
躍

で
き

る
研

究
者

戦
略

育
成

事
業

3
億

円
（

0
.7

億
円

増
）


ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

研
究

環
境

実
現

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
1
0億

円
（

0.
1
億

円
増

）


「資

金
」：
多
様
で
挑
戦
的
か
つ
卓
越
した
研
究
へ
の
支
援


科

学
研

究
費

助
成

事
業

（
科

研
費

）
2,

37
4億

円
（

2億
円

増
）


「

創
発

的
研

究
」

の
場

の
形

成
0
.6

億
円

（
新

規
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:5
50
億
円
】


未

来
社

会
創

造
事

業
7
7億

円
（

12
億

円
増

）


「環

境
」：
「ラ
ボ
改
革
」に
よる
研
究
効
率
の
最
大
化
・研
究
時
間
の
確
保


先

端
研

究
基

盤
共

用
促

進
事

業
12

億
円

（
△

1
億

円
）


革

新
的

材
料

開
発

力
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
M-

cu
b
e）

2
0億

円
（

0.
4
億

円
増

）
【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:1
4億

円
】


iP

S細
胞
等
に
よ
る
世
界
最
先
端
医
療
の
実
現
等
の

健
康

・医
療

分
野
の

研
究
開
発
を
推
進


再

生
医

療
実

現
拠

点
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
プ

ロ
グ

ラ
ム

91
億

円
（

前
年

同
）


創

薬
等

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

支
援

基
盤

事
業

37
億

円
（

8億
円

増
）


東

北
メ

デ
ィ

カ
ル

・
メ

ガ
バ

ン
ク

計
画

20
億

円
（

5億
円

増
）


防

災
・減

災
分

野
の
研
究
開
発
を
推
進


南

海
ﾄﾗ

ﾌ
に

お
け

る
新

た
な

地
震

・
津

波
観

測
網

の
構

築
59

億
円

【
臨
時
･特

別
の
措
置
】


基

礎
的

・
基

盤
的

な
防

災
科

学
技

術
の

研
究

開
発

76
億

円
（

前
年

同
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:1
0億

円
】


ク

リー
ンで

経
済

的
な

環
境

エネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テム
の

実
現
に向

け
た研

究
開
発
を推

進


IT
ER

計
画

、
BA

活
動

等
の

核
融

合
研

究
開

発
の

実
施

21
3億

円
（

△
5
億

円
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:2
4億

円
】


省
ｴﾈ
ﾙｷ
ﾞｰ
社
会
の
実
現
に
資
す
る
次
世
代
半
導
体
研
究
開
発

15
億

円
（

△
0.
8億

円
）

研
究

「人
材

」「
資

金
」「

環
境

」改
革

と大
学

改
革

の
一

体
的

展
開

～
研

究
力

向
上

改
革

２
０

１
９

の
着

実
な

推
進

～

国
家

的
・社

会
的

重
要

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

研
究

開
発

の
推

進


共

創
の

場
の

構
築
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イノ
ベ
ー
シ
ョン
を
推
進
す
る
とと
も
に
、

大
学
発
の

ベ
ン

チ
ャー

等
の

創
業

を
支

援


共
創

の
場

形
成

支
援

13
8億

円
（

12
億

円
増

）


大
学
発
新
産
業
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ST
AR
T）

19
億

円
（

2
億

円
増

）


次
世

代
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
育

成
事

業
（

ED
GE

-
NE

XT
）

4億
円

（
0.

6億
円

増
）


AI
戦
略
、量
子
技
術
イノ
ベ
ー
シ
ョン
戦
略
等
の
国
家
戦
略
の
議
論
な
どを
踏
まえ
た

AI
・I

oT
、量

子
技

術
、ナ

ノテ
ク

等
の

重
点

分
野
の
研
究
開
発
を戦

略
的
に
推
進


理
研
・
革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
AI
Pセ

ン
タ
ー
）

32
億

円
（

2
億

円
増

）


光
・
量
子
飛
躍
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Q-
LE
AP
）

32
億

円
（

10
億

円
増

）


ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

16
億

円
（

△
0.

2億
円

）


世

界
最

高
水

準
の

大
型

研
究

施
設
の
整
備
・利
活
用
を
促
進


ｽｰ

ﾊﾟ
ｰｺ

ﾝﾋ
ﾟｭ

ｰﾀ
「

富
岳

」
の

製
造

・
ｼｽ

ﾃﾑ
開

発
60

億
円

（
3億

円
増

）
【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:1
44
億
円
】


官
民
地
域
ﾊ゚

ﾄーﾅー
ｼｯ
ﾌ゚
に
よ
る
次
世
代
放
射
光
施
設
の
整
備

17
億

円
（

4
億

円
増

）
【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:3
8億

円
】


最

先
端

大
型

研
究

施
設

の
整

備
・

共
用

40
7億

円
（

44
億

円
増

）

So
ci

et
y 

5.
0を

実
現

し
未

来
を

切
り拓

くイ
ノベ

ー
シ

ョン
創

出
と

そ
れ

を
支

え
る

基
盤

の
強

化

こ
れ

ら
科

学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進

に
よ
り
、
国

連
持

続
可

能
な
開

発
目

標
の

達
成

に
も
貢

献
（
ST

If
or

SD
G
ｓ
）

科
学

技
術

予
算

（
案

）
の

ポ
イ

ン
ト

9,
76

2億
円

（
11

億
円

増
）

※
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

特
別

会
計

へ
の

繰
入

額
1,

08
6億

円
（

△
2億

円
）

を
含

む
※

「臨
時

・特
別

の
措

置
」

59
億

円
を

別
途

計
上

【令
和

元
年

度
補

正
予

算
額

案
：

1,
26

5億
円

】


H

3ロ
ケ

ット
・宇

宙
科

学
等

の
宇

宙
・航

空
分

野
の
研
究
開
発
を
推
進


H3

ロ
ケ

ッ
ト

や
次

世
代

人
工

衛
星

等
の

安
全

保
障

・
防

災
（

安
全

・
安

心
）

/
産

業
振

興
へ

の
貢

献


国

際
宇

宙
探

査
（

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

構
想

等
）

に
向

け
た

研
究

開
発

等


次

世
代

航
空

科
学

技
術

の
研

究
開

発
36

億
円

（
△

1
億

円
）


海

洋
・極

域
分

野
の
研
究
開
発
を
推
進


地
球
環
境
の
状
況
把
握
と
変
動
予
測
の
た
め
の
研
究
開
発

30
億

円
（

△
1
億

円
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:1
0億

円
】


北

極
域

研
究

の
戦

略
的

推
進

14
億

円
（

3
億

円
増

）


原

子
力

分
野
の
研
究
開
発
・安
全
確
保
対
策
等
を
推
進


原

子
力

の
基

礎
基

盤
研

究
と

そ
れ

を
支

え
る

人
材

育
成

51
億

円
（

4
億

円
増

）
【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:4
0億

円
】


「
東
京
電
力
(株

)福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等

研
究
開
発
の
加
速
プ
ラ
ン
」
の
実
現

42
億

円
（

△
2
億

円
）


高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
に
係
る
取
組

17
9億

円
（

前
年

同
）

国
家

戦
略

上
重

要
な

技
術

の
研

究
開

発
の

実
施

72
7億

円
（

46
億

円
増

）
【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:1
72
億
円
】

70
億

円
（

12
億

円
増

）
【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
案
:5
0億

円
】

22

15



基調講演

人
材

育
成

共
通

基
盤

技
術

の
開

発
民

間
活

力
の

導
入

等

科
学

的
に

も
産

業
的

に
も

高
い

利
用

ニ
ー

ズ
が

見
込

ま
れ

、研
究

力
強

化
と

生
産

性
向

上
に

貢
献

す
る

、次
世

代
放

射
光

施
設

（
軟

X線
向

け
高

輝
度

3G
eV

級
放

射
光

源
）

に
つ

い
て

、官
民

地
域

パ
ー

トナ
ー

シ
ップ

に
よ

る
役

割
分

担
に

基
づ

き
、整

備
を

着
実

に
進

め
る

。

N
M

R

大
型
放
射
光
施
設
「S

Pr
in

g-
8」

Ｘ
線
自
由
電
子
レー
ザ
ー
施
設
「S

AC
LA
」

ス
ー
パ
ー
コン
ピ
ュー
タ
「富
岳
」・

H
PC

Iの
運
営

大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設

「J
-P

A
R

C」

放
射

光
施

設
生

命
科

学
や

地
球

・惑
星

科
学

等
の

基
礎

研
究

か
ら新

規
材

料
開

発
や

創
薬

等
の

産
業

利
用

に
至

る
ま

で
幅

広
い

分
野

の
研

究
者

に
世

界
最

高
性

能
の

放
射

光
利

用
環

境
を

提
供

し、
学

術
的

に
も

社
会

的
に

も
イン

パ
クト

の
高

い
成

果
の

創
出

を
促

進
。

国
家

基
幹

技
術

とし
て

整
備

され
て

き
た

Ｘ
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

の
性

能
（

超
高

輝
度

、極
短

パ
ル

ス
幅

、高
コヒ

ー
レ

ン
ス

）
を

最
大

限
に

活
か

し、
原

子
レ

ベ
ル

の
超

微
細

構
造

解
析

や
化

学
反

応
の

超
高

速
動

態
・

変
化

の
瞬

時
計

測
・分

析
等

の
最

先
端

研
究

を
実

施
。

世
界

最
高

レ
ベ

ル
の

大
強

度
陽

子
ビー

ム
か

ら生
成

され
る

中
性

子
、ミ

ュオ
ン

等
の

多
彩

な
２

次
粒

子
ビー

ム
を

利
用

し、
素

粒
子

・原
子

核
物

理
、物

質
・

生
命

科
学

、産
業

利
用

な
ど広

範
な

分
野

に
お

い
て

先
導

的
な

研
究

成
果

を
創

出
。

9,
67

9百
万
円
※
1 （

9,
72

1百
万
円
※
1 ）

6,
90

4百
万
円
※
2 （

6,
90

6百
万
円
※
2 ）

14
,5

54
百
万
円
（

10
,1

23
百
万
円
）

10
,9

23
百
万
円
（

10
,9

24
百
万
円
）

※
1 

SA
CL

A分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

※
2 

 S
Pr

in
g-

8分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

我
が

国
が

世
界

に
誇

る
最

先
端

の
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

を
進

め
る

こと
に

よ
り、

産
学

官
の

研
究

開
発

ポ
テ

ン
シ

ャル
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

た
め

の
基

盤
を

強
化

し、
世

界
を

先
導

す
る

学
術

研
究

・産
業

利
用

成
果

の
創

出
等

を
通

じて
、研

究
力

強
化

や
生

産
性

向
上

に
貢

献
す

る
とと

も
に

、国
際

競
争

力
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

「富
岳

」を
中

核
とし

、多
様

な
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

革
新

的
な

計
算

環
境

（
H

PC
I：

革
新

的
ハ

イパ
フォ

ー
マ

ン
ス

・
コン

ピ
ュー

テ
ィン

グ
・イ

ン
フラ

）
を

構
築

し
、そ

の
利

用
を

推
進

す
る

こと
で

、我
が

国
の

科
学

技
術

の
発

展
、産

業
競

争
力

の
強

化
、

安
全

・安
心

な
社

会
の

構
築

に
貢

献
。

40
,6

81
百

万
円

（
36

,2
92

百
万

円
）

最
先
端
大
型
研
究
施
設

官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ップ
に
よ
る

次
世
代
放
射
光
施
設
の
推
進

1,
73

2百
万

円
（
1,

32
6百

万
円

）

我
が

国
が

直
面

す
る

社
会

的
・科

学
的

課
題

の
解

決
に

貢
献

し、
世

界
を

先
導

す
る

成
果

を
創

出
す

る
た

め
、令

和
3年

度
の

運
用

開
始

を
目

標
に

、
世

界
最

高
水

準
の

汎
用

性
の

あ
る

ス
ー

パ
ー

コン
ピュ

ー
タの

整
備

を
着

実
に

進
め

る
。

最
先
端
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・共
用

5,
97

5百
万

円
（
5,

67
1百

万
円

）

特
定

先
端

大
型

研
究

施
設

の
共

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

指
定レ

ー
ザ

ー

共
用
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム

研
究
開
発
基
盤
を支
え
る設
備
・機
器
共
用
及

び
維
持
・高
度
化
等
の
推
進

～
研
究
開
発
と共
用
の
好
循
環
の
実
現
～

令
和

2年
度

予
算

額
(案

)
48

,5
14

百
万

円
(前

年
度

予
算

額
47

,6
65

百
万

円
)

令
和

元
年

度
補

正
予

算
額

(案
)

18
,1

98
百

万
円

【
令

和
元

年
度

補
正

予
算

額
（
案

）
14

,4
00

百
万

円
】

【
令

和
元

年
度

補
正

予
算

額
（
案

）
3,

79
8百

万
円

】

So
ci

et
y

5.
0を
支
え
る
世
界
最
高
水
準
の

大
型
研
究
施
設
の
整
備
・利
活
用
の
促
進

ス
ー
パ
ー
コン
ピ
ュー
タ
「富
岳
」（
ポ
ス
ト
「京
」）
の

製
造
・シ
ス
テ
ム
開
発
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研
究
室
単
位
を
超
え
て
研
究
環
境
の
向
上
を
図
る
「ラ
ボ
改
革
」を
通
じ研

究
効
率
を
最
大
化
し、
よ
り研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
実
現
。

「ラ
ボ
改
革
」に
よ
る
研
究
効
率
の
最
大
化
・研
究
時
間
の
確
保

チ
ー
ム
型
研
究
体
制
に
よ
る
研
究
力
強
化

(研
究
支
援
体
制
の
強
化

)

◆
研
究
基
盤
等
の
「要
」と
な
る
Ｕ
Ｒ
Ａ
等
の
育
成

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

4
1
億
円
（

4
2
億
円
）

U
R
A
に
係
る
質
保
証
制
度
の
構
築
【再

掲
】

等

大
型
・
最
先
端
の
設
備
に
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
に

(組
織
間

)

◆
国
内
有
数
の
先
端
的
な
大
型
研
究
施
設
・設
備
の
戦
略
的
・計
画
的
更
新

ど
の
組
織
で
も
高
度
な
研
究
が
可
能
な
環
境
へ

(組
織
単
位

)

◆
研
究
設
備
等
の
コア
ファ
シ
リテ
ィ化

・ネ
ット
ワ
ー
ク
化

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

（
組
織
の
研
究
基
盤
を
戦
略
的
に
整
備
・
共
用
）

1
2
億
円
（
1
4
億
円
）

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
先
端
ナ
ノ
装
置
・
技
術
支
援
の
全
国
共
用
の
促
進
）

1
6
億
円
（
1
6
億
円
）

全
国
各
地
の
学
術
基
盤
を
支
え
る
共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
の
強
化
【
再
掲
】

「
創
発
的
研
究
」
の
場
の
形
成
（
う
ち
先
端
共
用
研
究
設
備
の
整
備
）
【
再
掲
】

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
（
案
）

5
0
億
円
】

等

未
来
型
の
研
究
ラ
ボ
を
先
駆
け
て
実
現

（
ラ
ボ
単
位
）

◆
Ａ
Ｉ
・ロ
ボ
ット
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
ラ
ボ
ラ
ト
リ化

の
促
進
や

施
設
の
戦
略
的
リノ
ベ
ー
シ
ョン
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
等
の
ス
ペ
ー
ス
の
創
出

革
新
的
材
料
開
発
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（M

-c
ub

e）
（革

新
的
材
料
開
発
の
加
速
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
ラ
ボ
化
）

2
0
億
円
（
1
9
億
円
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
（
案
）

1
4
億
円
】

国
立
大
学
等
施
設
の
整
備

3
6
1
億
円
の
内
数
（
3
4
7
億
円
の
内
数
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
（
案
）

3
2
0
億
円
の
内
数
】

等

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「富

岳
」や

次
世
代
放
射
光
施
設
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設

4
8
5
億
円
（

4
7
7
億
円
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
（
案
）

1
8
2
億
円
】

世
界
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
先
導
す
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3
2
1
億
円
（

3
4
4
億
円
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
（
案
）

5
0
億
円
】

学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
S
IN

E
T
）
の
強
化

上
記
事
業

3
2
1
億
円
の
内
数

等

令
和

2年
度
予
算
額

(案
)

94
9億

円
(前
年
度
予
算
額

95
2億

円
)

令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

(案
)

29
5億

円
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我
が
国
の
優
れ
た
基
礎
研
究
の
成
果
を
医
薬
品
等
と
し
て
の
実
用
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
創
薬
等
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
に
資
す
る
高
度
な
技
術
及
び
最
先
端
機
器
・
施
設
等
の
先
端

研
究
基
盤
を
整
備
・
強
化
す
る
と
と
も
に
共
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
等
の
研
究
を
支
援
す
る
。

タ
ン
パ
ク
質
構
造
解
析
手
法
に
よ
る
創
薬
標
的
候
補
分
子
の

機
能
解
析
や
高
度
な
構
造
生
命
科
学
研
究
の
支
援
等

タ
ン
パ
ク
質
試
料
生
産

膜
タ

ン
パ

ク
等

高
難

度
タ

ン
パ

ク
質

試
料

の
生

産
（

発
現

、
精

製
、

結
晶

化
及

び
性

状
評

価
な

ど
）

タ
ン
パ
ク
質
構
造
解
析

・
世

界
最

高
水

準
の

放
射

光
施

設

バ
イ

オ
ロ

ジ
カ

ル
シ
ー

ズ
探

索
ユ
ニ

ッ
ト

構
造
解
析
等
で
見
出
さ
れ
た
創
薬
標
的
候
補
の
臨
床
予
見

性
評
価
や
H
T
S
ヒ
ッ
ト
化
合
物
の
活
性
評
価
の
支
援
等

ケ
ミ

カ
ル

シ
ー

ズ
・

リ
ー
ド

探
索
ユ

ニ
ッ

ト

化
合
物
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
提
供
、
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

有
機
合
成
ま
で
の
一
貫
し
た
創
薬
シ
ー
ズ
探
索
支
援
等

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
H
T
S
）

ハ
イ

ス
ル

ー
プ

ッ
ト

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
（

Ｈ
Ｔ

Ｓ
）

を
支

援

化
合
物
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

大
規

模
な

化
合

物
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
を

整
備

し
外

部
研

究
者

等
に

提
供

化
合

物
の

構
造

最
適

化
や

新
規

骨
格

を
持

つ
化

合
物

合
成

を
支

援

有
機
合
成

構
造

解
析

ユ
ニ

ッ
ト

イ
ン

シ
リ

コ
ユ

ニ
ッ

ト

生
物
試
料
分
析
（
W
e
t）

と
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
（
D
ry
）
の

融
合
研
究
に
よ
る
創
薬
標
的
候
補
の
機
能
推
定
や
化
合
物

ド
ッ
キ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
等

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

機
能

最
適

化
ユ

ニ
ッ

ト

情
報
の
統
合
・
分
析
等
に
よ
る

創
薬
等
研
究
戦
略
の
支
援
等

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

・
公

開
解

析
ツ

ー
ル

活
用

支
援

等

構
造

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
技

術
に

よ
る

タ
ン

パ
ク

質
立

体
構

造
や

生
体

分
子

や
化

合
物

と
の

相
互

作
用

の
推

定
等

疾
患

モ
デ

ル
動

物
や

ヒ
ト

疾
患

組
織

等
に

対
す

る
オ

ミ
ク

ス
解

析
な

ど
の

支
援

・
最

新
型

ク
ラ

イ
オ

電
子

顕
微

鏡
等

を
活

用

ゲ
ノ

ミ
ク

ス
解

析
／
非

臨
床

評
価

(探
索

的
A
D
M
E
T
)

ユ
ニ
ッ
ト
間
連
携
や
先
端
的

バ
イ
オ
創
薬
等
記
基
盤
技
術

開
発
事
業
等
と
の
連
携
を
促

進

ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー

〔
Ｐ
Ｓ

/Ｐ
Ｏ
〕

技
術

基
盤

の
活

用

創
薬

標
的

候
補

の
探

索

創
薬
等
ラ
イ
フサ
イ
エ
ン
ス
研
究
支
援
基
盤
事
業

令
和

2年
度
予
算
額

(案
)

3,
69

4百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

2,
92

4百
万
円
）

事
業
概
要

健
康
・
医
療
戦
略
（
平
成

2
6
年

7
月
閣
議
決
定
）
及
び
医
療
分
野
研
究
開
発
推
進
計
画
（
平
成

2
6
年

7
月
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
本
部
決
定
）
等
に
基
づ
き
、
世
界
最
先
端
の
医
療
の
実
現
に

向
け
て
、
創
薬
な
ど
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
に
資
す
る
技
術
や
施
設
等
を
高
度
化
・
共
用
す
る
創
薬
・
医
療
技
術
支
援
基
盤
を
構
築
し
、
大
学
等
の
研
究
を
支
援
す
る
取
組
の
強
化
を
図
る
。

背
景
・
課
題

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
A
M

E
D

補
助
金

大
学

・
国

立
研

究
開

発
法

人
等

補
助

【
令
和
二
年
度
予
算

(案
)の
ポ
イ
ン
ト
】

○
構
造
解
析

U：
ク
ラ
イ
オ
電
顕
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
通
じ
た
共
用
の
促
進
に
よ
る
構
造
生
命
科
学
研
究
の
推
進

○
ケ
ミ
カ
ル
シ
ー
ズ
・
リ
ー
ド
探
索

U：
フ
ェ
ノ
タ
イ
ピ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
見
出
さ
れ
た
化
合
物
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
探
索
の
強
化

○
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
シ
ー
ズ
探
索

U：
薬
物
動
態
・
安
全
性
の
臨
床
予
測
性
の
向
上
に
向
け
た
支
援
の
強
化
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【
事

業
内
容
】

○
事

業
期

間
：
１
０
年

（
2
0
1
2
年

度
発

足
）

○
技

術
領

域
：

超
高

圧
透

過
型

電
子

顕
微

鏡
、

高
性

能
電

子
顕

微
鏡
（
S
T
E
M
）
、

放
射

光
等

電
子

線
描

画
装

置
、
エ
ッ
チ
ン
グ

装
置

、
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
加

工
装

置
、

ス
パ

ッ
タ
装

置
等

分
子

合
成

装
置

、
分

子
設

計
用

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
シ
ス
テ
ム

質
量

分
析

装
置

等

微
細
構
造
解
析

<
1
1
機
関

>
微
細
加
工

<
1
6
機
関

>
分
子
・
物
質
合
成

<
1
0
機
関

>

【
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
目

標
】

●
最

先
端

研
究

設
備

及
び
研

究
支

援
能

力
を
分

野
横

断
的

に
か
つ
最

適
な
組

合
せ
で
提

供
で
き
る
体

制
を
構

築
し
て
、
産

業
界

の
技

術
課

題
の
解

決
に
貢

献
。

●
全

国
の
産

学
官

の
利

用
者

に
対

し
て
、
利

用
機

会
が
平

等
に
開

か
れ
、
高

い
利

用
満

足
度

を
得

る
た
め
の
研

究
支

援
機

能
を
有

す
る
共

用
シ
ス
テ
ム
を
構

築
。

（
外

部
共

用
率

達
成

目
標

：
国

支
援

の
共

用
設

備
50

%
以

上
、
そ
れ
以

外
30

%
以

上
）

●
利

用
者

や
技

術
支

援
者

等
の
国

内
で
の
相

互
交

流
や
海

外
の
先

端
共

用
施

設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
交

流
等

を
継

続
的

に
実

施
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
利

用
者

の
研

究
能

力
や
技

術
支

援
者
の
専

門
能

力
を
向

上
。

・ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・材

料
科
学
技
術
は
、
基
幹
産
業
（自

動
車
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
等
）を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
技
術
革
新
を
支
え
る
、
我
が
国
の
成
長
及
び

国
際
競
争
力
の
源
泉
。
し
か
し
近
年
、
先
進
国
に
加
え
、
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
が
戦
略
的
な
資
金
投
入
を
行
い
、
国
際
競
争
が
激
化
。

・
「研

究
力
向
上
改
革

20
19
」、

「量
子
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（中

間
整
理
）」
等
に
お
い
て
も
、
研
究
環
境
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
。

・ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
最
先
端
設
備
の
有
効
活
用
と
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
促
進
し
、
我
が
国
の
部
素
材
開
発
の
基
礎
力
引
上
げ
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
強
固
な
研
究
基
盤
の
形
成
が
不
可
欠
。

・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関

す
る
最

先
端

の
研

究
設

備
と
そ
の

活
用

の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
す
る
大
学

・
研

究
機
関

が
連

携
し
、
全

国
的

な
共

用
体

制
を
構

築
。

・
部

素
材

開
発

に
必

要
な
技

術
（
①

微
細

構
造

解
析

②
微

細
加
工

③
分

子
・
物
質

合
成
）
に
対

応
し
た
強

固
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形

成
し
、
産

学
官

の
利

用
者

に
対

し
て
、
最

先
端

の
計
測

、
評

価
、
加

工
設
備

の
利
用

機
会

を
、
高

度
な
技

術
支

援
と
と
も
に
提

供
。

・
本

事
業

は
、
今

後
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支

え
る
量

子
や
バ

イ
オ
等
の

分
野
を
推
進

す
る
た
め
に
も
重
要

な
共
用

基
盤

で
あ
り
、
令

和
２
年

度
も
「
研

究
力

向
上

改
革

2
0
1
9
」
等

に
基

づ
き
、
先

端
的

な
装

置
や

技
術

支
援

の
全

国
共

用
を
促

進
。

①
：
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は

一
体

的
な
運

営
方

針
（
外

部
共

用
に
係

る
目

標
設

定
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
、
利

用
手
続

の
共
通

化
等

）
の

下
で
運

営
。

②
：
利

用
者

の
ニ
ー
ズ
を
集

約
・
分

析
す
る
と
と
も
に
、
研

究
現

場
の

技
術
的

課
題

に
対

し
、
総

合
的

な
解

決
法
を
提
供

。

③
：
施

設
・
設

備
の

共
用

を
通
じ
た
交
流

や
知

の
集
約

に
よ
っ
て
、
産

学
官
連

携
、
異

分
野

融
合
、
人

材
育

成
を
推
進

。

概
要

背
景ナ
ノテ
ク
ノロ
ジ
ー
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

令
和

2年
予
算
額

(案
)

1,
55

3百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

1,
57

2百
万
円
）

26

1616



研究基盤政策に関する最近の動き
「研
究
力
向
上
改
革

20
19
」
に
基
づ
き
、既

存
の
枠
組
み
に
とら
わ
れ
な
い
自
由
で
挑
戦
的
・融
合
的
な
研
究
を
、研

究
者
が
研
究
に

専
念
で
き
る
研
究
環
境
を
確
保
しつ
つ
支
援

「創
発

的
研

究
」の

場
の

形
成

（
創

発
的

研
究

支
援

事
業

）


世
界
で
イノ
ベ
ー
シ
ョン
覇
権
争
い
が
繰
り広

げ
られ
て
い
る
中
、我

が
国
の
研
究
力
は
危
機
に
あ
る
。人

材
、資

金
、環

境
に
つ
い
て
、大

学
、国

研
、産

業
界
を

巻
き
込
み
、制

度
的
課
題
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
改
革
を
進
め
て
い
く必
要
が
あ
る
。特

に
、日

本
が
有
す
る
基
礎
研
究
力
は
潜
在
的
に
は
高
く、
破
壊
的
イノ
ベ
ー

シ
ョン
に
つ
な
が
る
シ
ー
ズ
創
出
へ
の
貢
献
が
期
待
され
る
。＜

統
合
イノ
ベ
ー
シ
ョン
戦
略

20
19
（
令
和
元
年
６
月
閣
議
決
定
）
＞


今
後
の
政
府
研
究
開
発
投
資
の
方
向
性
とし
て
、S

oc
ie

ty
5.

0の
実
現
を
目
標
とし
た
「戦
略
的
研
究
」と
、特

定
の
課
題
や
短
期
目
標
を
設
定
せ
ず
、多

様
性
と融

合
に
よ
って
破
壊
的
イノ
ベ
ー
シ
ョン
の
創
出
を
目
指
す
「創
発
的
研
究
」の
２
つ
の
研
究
に
注
力
す
べ
き
で
あ
る
。

＜
日
本
経
済
団
体
連
合
会
提
言
（
平
成

31
年

4月
）
＞

【予
算

・期
間

】

支
援
単
価
：

70
0万

円
／
年
（
平
均
）

+
間
接
経
費


支
援
期
間
：
７
年
間
（
最
長

10
年
間
ま
で
延
長
可
）

※
事
務
負
担
の
軽
減
等
に
よ
る
研
究
時
間
の
確
保
に
資
す
る
用
途
な
ど、
分
野
や
研
究
者
の
置
か
れ
た
環
境
に
合
わ
せ
て
機
動
的
に
運
用
。

支
援
期
間
中
、研

究
者
が
所
属
先
を
変
更
した
場
合
も
支
援
の
継
続
を
可
能
とし
、研

究
者
の
流
動
性
を
確
保
。


別
途
、研

究
環
境
改
善
の
た
め
の
追
加
的
な
支
援
も
実
施

【概
略

】

大
学
等
に
お
け
る
独
立
した
／
独
立
が
見
込
ま
れ
る
研
究
者
か
らの
挑
戦
的
な
研
究
構
想
を
公
募


審
査
・採
択
後
、研

究
者
の
裁
量
を
最
大
限
確
保


各
研
究
者
が
所
属
す
る
大
学
等
の
支
援
の
も
と、
創
発
的
研
究
の
遂
行
に
ふ
さわ
しい
適
切
な

研
究
環
境
を
確
保

【特
徴

】
①

若
手
を
中
心
とし
た
多
様
な
研
究
人
材
を
対
象
に
、国

際
通
用
性
・ポ
テ
ン
シ
ャル
の
あ
る
研
究
者

の
結
集
と融

合
②

研
究
者
が
創
発
的
研
究
に
集
中
で
き
る
研
究
環
境
の
確
保

③
上
記
①
②
を
通
じて
、研

究
者
が
、活

き
活
き
と、
自
ら定

め
た
挑
戦
的
な
研
究
構
想
を
推
進

→
 優

れ
た

人
材

の
意

欲
と研

究
時

間
を

最
大

化
し

、破
壊

的
イ

ノベ
ー

シ
ョン

に
つ

な
が

る
成

果
を

創
出

【事
業

ス
キ

ー
ム

】
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リ
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リ
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リ
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 ID
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Ｓ
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 リ
リ

リ
リ

リ
 リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ

研
究

支
援

環
境

整
備

支
援

環
境

整
備

リク
エ

ス
ト

大
学

等
研

究
機

関

研
究

に
専

念
で

き
る

環
境

の
支

援

基
金

造
成

創
発

的
研

究
の

場
の

形
成

自
ら

定
め

た
挑

戦
的

研
究

構
想

の
推

進

支
援

期
間

中
は

ス
テ

ー
ジ

ゲ
ー

ト
期

間
を

設
け

、研
究

機
関

に
よ

る
環

境
整

備
等

の
研

究
支

援
や

、
研

究
者

の
研

究
へ

の
取

組
状

況
等

を
評

価
す

る
。
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リ
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リ
リ

リ
リ

リ
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 rI
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リ

リ
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リ
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リ
リ

リ
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リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ

リ
リ

リ
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リ
リ

リ
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リ
 ID

 rI
d9

 リ
リ

リ
リ

リ
 リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

 ID
 rI

d9
 リ

リ
リ

リ
リ

 リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
 ID

 rI
d1

1 
リ

リ
リ

リ
リ

 リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

リ
リ

文
部

科
学

省

ガ
バ

ニ
ン

グ
ボ

ー
ド

令
和

2年
度
予
算
額

(案
)

60
百
万
円

(新
規

)

令
和
元
年
度
補
正
予
算
額

(案
) 

 5
0,

00
0百

万
円

29

世
界
の
学
術
フロ
ン
テ
ィア
を
先
導
す
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェク
トの
推
進

令
和

2年
度

予
算

額
（

案
）

32
,0

91
百

万
円

（
前

年
度

予
算

額
34

,3
82

百
万

円
）

令
和

元
年

度
補

正
予

算
額

（
案

）
4,

98
4百

万
円

目
的

○
最

先
端

の
大

型
研

究
装

置
等

に
よ

り人
類

未
踏

の
研

究
課

題
に

挑
み

、世
界
の
学
術
研
究
を
先
導

。
○

国
内

外
の

優
れ

た
研

究
者

を
結

集
し、
国
際
的
な
研
究
拠
点
を
形
成

す
る

とと
も

に
、国

内
外

の
研

究
機

関
に

対
し研
究
活
動
の
共
通
基
盤
を
提
供

。

主
な
成
果
（
学
術
的
価
値
の
創
出
）

○
年
間
約

1万
人
の
共
同
研
究
者
が
集
結

し、
国

際
共

同
研

究
を

推
進

。
この

うち
の
半
数
以
上
が
外
国
人
研
究
者
、 3
割
程
度
が
若
手
研
究
者
と

割
合
が
高
い

。

○
ノー
ベ
ル
賞
受
賞
に
つ
な
が
る
画
期
的
研
究
成
果

※
 大

学
共

同
利

用
機

関
法

人
自

然
科

学
研

究
機

構
が

「I
nC

ite
s」

(W
eb

 o
f S

ci
en

ce
)に

基
づ

き
、2

01
3-

20
17

の
5か

年
に

出
版

され
た

天
文

学
・宇

宙
物

理
学

分
野

の
論

文
(a

rt
ic

le
,r

ev
ie

w
)を

分
析

(2
01

9年
7月

)。
「日

本
全

体
」は

、著
作

住
所

に
日

本
を

含
む

論
文

を
抽

出
。

外
国
人
研
究
者

の
割

合

共
同

研
究

者
数

：
10

,6
83

人
（

H
29

実
績

）

若
手
研
究
者

（
※

）
の

割
合 ※

若
手

は
35

歳
以

下
とし

て
計

上

6,
02

6人
（

56
%
）

3,
08

4人
（

29
%
）

天
文

学
・宇

宙
物

理
学

分
野

論
文

数
To

p1
0

%
割

合
国

際
共

著
割

合

す
ば

る
望

遠
鏡

64
4

18
.5

%
86

.3
%

ア
ル

マ
望

遠
鏡

87
8

27
.3

%
89

.0
%

日
本

全
体

8,
93

8
12

.9
%

68
.0

%

世
界

全
体

10
3,

44 5
9.

6%
50

.6
%

大
規
模
学
術
フロ
ン
テ
ィア
促
進
事
業
等
の
主
な
事
業

＜
産
業
等
へ
の
波
及
＞

○
産

業
界

と連
携

した
最

先
端

の
研

究
装

置
開

発
に

よ
り、

イノ
ベ

ー
シ

ョン
の

創
出

に
も

貢
献

（
事

例
）

・
【す

ば
る

望
遠

鏡
】超

高
感

度
カメ

ラ技
術

⇒
医
療
用

X線
カ
メ
ラ
へ
の
応
用

・
【放

射
光

施
設

】加
齢

に
よ

る
毛

髪
の

ハ
リ・

コシ
の

低
下

が
毛

髪
内

の
亜

鉛
と

関
係

性
を

解
明

⇒
亜
鉛
を
毛
髪
に
浸
透
さ
せ
る
新
し
い
ヘ
ア
ケ
ア
技
術

の
開
発
・
製
品
化
に
成
功

N
EW

ハ
イ
パ
ー
カ
ミオ
カ
ン
デ

(H
K

)計
画
の
推
進

〔東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

、高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
〕

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
学
術
情
報
ネ
ット
ワ
ー
ク

(S
IN

ET
)整
備

〔情
報

・シ
ス

テ
ム

研
究

機
構

国
立

情
報

学
研

究
所

〕

大
型
光
学
赤
外
線
望
遠
鏡
「す
ば
る
」の
共
同
利
用
研
究

〔自
然

科
学

研
究

機
構

国
立

天
文

台
〕

○
国
内
の
大
学
等
を
高
速
通

信
回
線
ネ
ット
ワ
ー
ク
で
結
び
、

共
同
研
究
の
基
盤
を
提
供

。
○

全
国

90
0以

上
の

大
学

や
研

究
機

関
、約

30
0万

人
の

研
究

者
・学

生
が

活
用

す
る
我

が
国
の
研
究
教
育
活
動
に
必

須
の
学
術
情
報
基
盤

。

ニ
ュー
トリ
ノビ
ー
ム

新
型
光
検
出
器

（
約

4万
本

）
⇒
従
来
の

2倍
の
光
感
度

大
強
度
陽
子
加
速
器

J-
PA

R
C

（
茨

城
県

東
海

村
）

ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

（
岐

阜
県

飛
騨

市
神

岡
町

）
大
型
検
出
器

(直
径

74
m

、高
さ

60
m

)
⇒
従
来
の

5倍
規
模

○
日
本
学
術
会
議

に
お

い
て

科
学

的
観

点
か

ら策
定

した
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
踏

ま
え

つ
つ

、専
門

家
等

で
構

成
され

る
文
部
科
学
省
の
審
議
会

に
お

い
て

戦
略

性
・緊

急
性

等
を

加
味

し、
ロ
ー
ド
マ
ップ
を
策
定

。
○

ロー
ドマ

ップ
の

中
か

ら大
規

模
学

術
フロ

ン
テ

ィア
促

進
事

業
とし

て
実

施
す

る
プ

ロジ
ェク

トを
選

定
の

上
、国

立
大

学
法

人
運

営
費

交
付

金
等

の
基

盤
的

経
費

に
よ

り
戦

略
的

・計
画

的
に

推
進

。原
則

、1
0 年

間
の
年
次
計
画
を
策
定

し、
審

議
会

に
お

け
る
厳
格
な
評
価
・進
捗
管
理

を
実

施
。

○
現

行
の

13
プ

ロジ
ェク

トに
加

え
、ニ
ュー
ト
リノ
研
究
の
次
世
代
計
画
で
あ
る
「ハ
イ
パ
ー
カ
ミオ
カ
ン
デ
計
画
」に
新
た
に
着
手

。

○
銀
河
誕
生
時
の
宇
宙
の
姿
を
探

り、
太
陽
系
外
の
惑
星
の
謎
に
迫

る
た

め
、米

国
ハ

ワ
イ州

マ
ウナ

ケ
ア

山
頂

域
（

標
高

約
4,

20
0m

）
に

建
設

され
た
口
径

8.
2m

の
「す
ば

る
望
遠
鏡
」を
運
用

し、
大
学
等
の

研
究
者
に
よ
る
共
同
利
用
観
測
に

供
し
て
、世
界
最
先
端
の
天
文
学

研
究
を
推
進

す
る

。

○
日

本
が

切
り拓

い
て

き
た
ニ
ュー
ト
リノ
研
究
の
次
世
代
計
画

とし
て

、超
高
感
度
光
検
出
器

を
備

え
た

総
重

量
26

万
トン

の
大
型
検

出
器
の
建
設

及
び

J-
PA

R
Cの
高
度
化

に
よ

り、
ニ
ュー
ト
リノ
の

検
出
性
能
を
著
し
く向
上
（
ス
ー
パ
ー
カ
ミオ
カ
ン
デ
の
約

10
倍
の
観

測
性
能
）

。
○

素
粒

子
物

理
学

の
大

統
一

理
論

の
鍵

とな
る

未
発

見
の
陽
子
崩

壊
探
索

や
CP
対
称
性
の
破
れ
な
どの
ニ
ュー
ト
リノ
研
究

を
通

じ、
新
た
な
物
理
法
則
の
発
見
、素
粒
子
と宇

宙
の
謎
の
解
明
を
目

指
す

。【
ロー

ドマ
ップ

20
17

掲
載

事
業

】

（
受

賞
歴

:H
14

小
柴

昌
俊

氏
、H

20
小

林
誠

氏
、益

川
敏

英
氏

、H
27

梶
田

隆
章

氏
）

○
天

文
分

野
で

は
、す

ば
る

望
遠

鏡
、ア

ル
マ

望
遠

鏡
の

TO
P1

0%
論

文
割
合
や
国
際
共
著
論
文
割
合
は
、分
野
全
体
と比

較
し
て
も
高
い

。

28

○
我
が
国
の
研
究
力
が
相
対
的
に
低
迷
す
る
現
状
を
一
刻
も
早
く打
破
す
る
た
め
、研

究
環
境
の
改
革
の
一
環
とし
て
、先
端
的
な
研
究
設
備
や
研
究

機
器
の
戦
略
的
整
備
・活
用
の
加
速
が
必
要
。

○
統
合
イノ
ベ
ー
シ
ョン
戦
略

20
19
に
お
い
て
、最

先
端
の
基
盤
的
技
術
とし
て
重
要
分
野
とし
て
位
置
付
け
られ
て
い
る
、Ａ
Ｉ
、バ
イ
オ
テ
ク
ノロ
ジ
ー
、

量
子
技
術
分
野
に
加
え
、こ
れ
ら
を
支
え
、我
が
国
の
強
み
を
有
す
る
材
料
・物
質
科
学
分
野
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
動
向
や
諸
外
国
の

状
況
等
を
勘
案
し、
研
究
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
特
に
重
要
な
設
備
を
整
備
す
る
。

◇
資
金
力
に
乏
しい
若
手
研
究
者
を
含
め
、幅
広
く共
用
を
図
る
こと
を
通
じ
て
、若
手
研
究
者
を
は
じ
め
とし
た
研
究
力
の
向
上
を
図
る
とと
も
に
、

未
来
の
鍵
を
握
る
重
要
分
野
に
お
い
て
我
が
国
の
競
争
力
の
強
化
に
繋
げ
る
。

◇
先
端
研
究
設
備
の
共
用
を
通
じて
、様
々
な
分
野
の
研
究
者
や
産
学
の
垣
根
を
超
え
た
研
究
者
が
集
い
、人
材
・ア
イ
デ
ア
・研
究
の
融
合
の

場
の
形
成
に
貢
献
す
る
。

背
景
・
目
的

事
業
概
要

「創
発
的
研
究
」の
場
の
形
成
（
先
端
共
用
研
究
設
備
の
整
備
）

令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
（
案
）

5,
00

0百
万
円

国
大
学
・国

立
研
究
開
発
法
人
等

設
備
整
備
費
補
助
金

（
補
助
率
：
定
額
）

物
質
・材
料
科
学

生
命
科
学

量
子
技
術

タン
パ
ク質

や
D

N
Aの
高
効
率
な
解
析

に
よ
り幅

広
い
生
命
科
学
研
究
を
加
速

最
先
端
微
細
コア
ファ
シ
リテ
ィの
整
備
に

よ
り、
蓄
電
池
等
の
マ
テ
リア
ル
テ
クノ
ロジ
ー

の
研
究
を
革
新

（
整
備
す
る
機
器
の
一
例
）

微
細
加
工
装
置
：
高
解
像
度
・高
速
で
の

微
細
加
工

欠
陥
評
価
装
置
：
薄
膜
等
の
微
細
加
工
物

の
高
精
度
・高
効
率
な
評
価

量
子
コン
ピ
ュー
ター
開
発
用
の
基
盤

的
設
備
を
整
備
し、
企
業
研
究
者
も

含
め
た
幅
広
い
共
用
を
構
築

先
端
共
用
研
究
設
備
整
備

ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡

原
子
分
解
能

電
子
顕
微
鏡

（
整
備
す
る
機
器
の
一
例
）

クラ
イオ
電
子
顕
微
鏡
：
これ
ま
で
未
知
で
あ
った
タン
パ
ク質

の
構
造
を
高
解
像
度
で
解
析

次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
：
短
時
間
で
多
種
類
の

D
N

Aを
全
ゲ
ノム
解
析

（
整
備
す
る
機
器
の
一
例
）

希
釈
冷
凍
機
：
新
た
な
量
子
チ
ップ
の
開
発
等

量
子
コン
ピ
ュー
タ試

験
機
：
量
子
コン
ピ
ュー
タ向

け
の
ソ
フト
ウ
ェア
開
発
等

情
報
科
学

（
整
備
す
る
機
器
の
一
例
）

デー
タ蓄
積
用
スト
レー
ジ：

大
規
模
な
研
究
デ
ー
タの

保
管
・管
理
の
促
進

高
速
ネ
ット
ワ
ー
ク機

器
：
全
国
的
な
研
究
デ
ー
タ

共
有
・活
用
の
推
進

我
が
国
の
強
み
で
あ
る
良
質
な
研
究
デ

ー
タを
活
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し、
情
報
科
学
の
進
展
に
寄
与

デ
ー
タ
蓄
積
用
大
規
模
ス
ト
レ
ー
ジ

希
釈
冷
凍
機

30

17
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招待講演

■ これからの人財育成とキャリアパス
初
め
ま
し
て
ア
ー
シ
ブ
で
す

様
々
な
企
業
様
に
多
種
多
様
な

社
員
教
育
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
！

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
中
心
に

離
職
率
を
下
げ
る
、
生
産
性
を
上
げ
る
研
修
の
他

専
門
ス
キ
ル
に
つ
い
て
の
研
修
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

20
20

/1
/2

3

こ
れ
か
ら
の
人
財
育
成
と

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

目
的
と
目
標
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
目
的
と
目
標
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば

正
し
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

20
20

/1
/2

3

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
は

企
業
に
お
い
て
の
社
員
が
、
あ
る
職
位
に
就
く
ま
で
に
辿
る
こ
と

と
な
る
経
験
や
順
序
の
こ
と
。

個
人
で
は
、
将
来
自
分
が
目
指
す
職
業
を
踏
ま
え
た
上
で
ど
の
よ

う
な
形
で
経
験
を
積
ん
で
い
く
か
と
い
う
順
序
・
計
画
を
指
す

20
20

/1
/2

3

2020



これからの人財育成とキャリアパス

中山　大輔 氏（株式会社アーシブ　代表取締役）
人
事
評
価
が
重
要

人
事
評
価
は
査
定
で
は
な
く

人
財
育
成
の
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
る
。

20
20

/1
/2

3

・
KG

I
・

KP
I

・
O

KR
・

M
BO

・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

・
36

0度
評
価

・
評
価
会

大
学
と
個
人
の
目
的
、
目
標
は
一
致
し
て
い
る
か
？

大
学
と
個
人
の
目
的
、
目
標
が
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば

後
々
悲
劇
し
か
生
み
出
し
ま
せ
ん
。

20
20

/1
/2

3

O
bj

ec
tiv

es
 a

nd
 K

ey
 R

es
ul

ts

20
20

/1
/2

3

大
学
の
目
的

(O
bj

ec
tiv

es
)

大
学
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)
大
学
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)
大
学
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)

部
局
の
目
的

(O
bj

ec
tiv

es
)

部
局
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)
部
局
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)
部
局
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)

個
人
の
目
的

(O
bj

ec
tiv

es
)

個
人
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)
個
人
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)
個
人
の
目
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)

O
bj

ec
tiv

es
 a

nd
 K

ey
 R

es
ul

ts

目
的
と
成
果
指
標
（
目
標
）

Go
og

le
や

In
te

lな
ど
が
導
入
し
爆
発
的
に
広
ま
っ
た

目
標
管
理
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

20
20

/1
/2

3

目
的

(O
bj

ec
tiv

es
)

成
果
指
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)

成
果
指
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)

成
果
指
標

(K
ey

 R
es

ul
ts

)
・ ・ ・

何
を
実
現
し
た
い
？

ど
う
い
う
成
果
を
出
し
た
い
？

ど
こ
に
向
か
い
た
い
？

(O
を
実
現
す
る
た
め
に
は

)
必
要
な
成
果
は
？

挑
戦
し
た
い
の
は
？

O K
R

21



招待講演

技
術
力
評
価
会

営
業
や
事
務
職
は
評
価
を
数
値
化
し
や
す
い
が

エ
ン
ジ
ニ
ア
は
難
し
い
。

能
力
面
で
も
し
っ
か
り
と
評
価
を
す
る
た
め

点
数
を
付
け
ず
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
評
価
を
行
う
。

20
20

/1
/2

3

自
分
の
仕
事
か
ら
一
つ
選
ぶ

・
な
ぜ
そ
れ
を
作
っ
た
の
か
？

・
ど
う
い
う
課
題
が
あ
っ
た
の
か
？

・
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ど
う
い
う
施
策
を
考
え
た
の
か
？

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か
？

O
KR
の
メ
リ
ッ
ト

20
20

/1
/2

3

O
bj

ec
tiv

es
 a

nd
 K

ey
 R

es
ul

ts

①
迅
速
な
展
開

②
全
体
的
な
相
互
連
携

③
目
的
、
目
標
設
定
の
時
間
を
節
約

④
職
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上

⑤
目
的
に
集
中

⑥
大
胆
な
目
的
設
定

最
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
人
事
評
価
が
上
手
く
い
く
か
ど
う
か
は

お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
れ
だ
け
取
れ
て
い
る
か

が
重
要
で
す
。

ど
ん
な
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
や
仕
組
み
が
あ
っ
て
も

決
し
て
成
功
し
ま
せ
ん
。

20
20

/1
/2

3

技
術
力
評
価
会

最
も
重
要
な
こ
と
は
・
・
・

20
20

/1
/2

3

評
価
者
を
育
て
る
事

経
験
が
浅
い
職
員
だ
と
、
本
質
的
に
ち
ゃ
ん
と
評
価
し
て
も
ら
い

や
す
い
内
容
を
考
え
る
の
が
上
手
に
で
き
な
い
場
合
が
多
い
の
で

経
験
豊
富
な
サ
ポ
ー
タ
ー
を
付
け
る
事
も
重
要
。

2222



これからの人財育成とキャリアパス

皆
様
と
社
員
の
皆
様
が
よ
り
良
い
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

ビ
ジ
ネ
ス
が
成
功
し
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

20
20

/1
/2

3

お
互
い
が
寄
り
添
う
組
織
作
り

O
KR
も
一
歩
間
違
え
ば

上
か
ら
の
押
し
付
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
事
評
価
制
度
が
上
手
く
機
能
す
れ
ば

そ
れ
が
人
財
育
成
に
も
繋
が
り
ま
す
。

大
学
も
職
員
も
目
指
す
目
的
が
わ
か
っ
て
お
り

そ
こ
に
向
か
っ
て
全
員
が
突
き
進
む
。

こ
れ
こ
そ
が
組
織
作
り
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

20
20

/1
/2

3
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5
北海道大学 次世代研究基盤戦略 

先端研究基盤共用促進事業 
平成29年度採択2拠点　事業最終年度報告
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北海道大学 次世代研究基盤戦略 先端研究基盤共用促進事業 平成29年度採択2拠点　事業最終年度報告

■ ナノ物質科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット（MANBOU）
1.

ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
顕
微
解
析
ユ
ニ
ッ
ト

【
北
海
道
大
学
の
顕
微
解
析
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
：
そ
の
場
観
察
】

・
研
究
戦
略
：
ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
顕
微
解
析
の
拠
点
と
し
て
、
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
等
を
利

用
し
た
異
分
野
融
合
研
究
を
推
進
す
る
と
共
に
、
多
様
な
研
究
対
象
か
ら
電
子
顕
微
鏡
試
料
を
迅
速
に
作
製
し

シ
ー
ム
レ
ス
な
顕
微
解
析
を
実
践
で
き
る
学
内
外
に
魅
力
あ
る
体
制
の
確
立
と
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
。

・
触

媒
・
半

導
体

・
蛍

光
マ
ー
カ
ー

・
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー

・
バ

イ
オ
セ
ン
サ

ー
・
環

境
ク
リ
ー
ン

La
se

r:
ph

ot
on

Io
n 

be
am

: h
ad

ro
n

E
le

ct
ro

n:
 le

pt
on

高
分

子
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

Ｄ
Ｎ
Ａ

生
体

分
子

次
世

代
半

導
体

デ
バ

イ
ス

Io
n 

be
am

La
se

r

理
学

部
中

谷
宇

吉
郎

教
授

、
北

大
H

Pよ
り

雪
の

結
晶

図
鑑

、
北

海
道

新
聞

社

ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

顕
微
解
析
ユ
ニ
ッ
ト
（
M

AN
BO

U
）

M
ic

ro
sc

op
ic

 A
na

ly
si

s 
fo

r N
an

o 
m

at
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ia
ls

 s
ci

en
ce

 
& 

Bi
o 

sc
ie

nc
e 

O
pe

n 
U

ni
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北
海
道
大
学

大
学
院

工
学
研
究
院
、
農
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院
、

理
学
研
究
院
、
情
報
科
学
研
究
科
、

医
学
研
究
院
、
獣
医
学
研
究
院
、

電
子
科
学
研
究
所
、
触
媒
科
学
研
究
所

M
AN

BO
U
代
表

工
学
研
究
院

柴
山
環
樹

N
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s
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rim

en
ta

l a
pp

ar
at

us Sy
m

bo
l m

ar
k 

of
 S

ap
po

ro
 c

ity
N

ak
ay

a’
s

ar
ch

iv
es

 in
 h

ttp
://

w
w

w.
az

or
a.

gr
.jp

/

Th
er

m
om

et
er

(A
ir 

te
m

p.
)

Th
er

m
om

et
er

(W
at

er
 te

m
p.

)

O
BJ

 le
ns

 o
f O

M

Sn
ow

 c
ry

st
al

G
la

ss
 tu

be

R
ab

bi
t h

ai
r

H
ea

te
r

W
at

er

W
at

er
 ta

nk

Ea
rly

 d
ay

s 
of

 In
-s

itu
 M

ic
ro

sc
op

y 
in

 H
ok

ka
id

o 
U

ni
ve

rs
ity

M
y

un
de

rs
ta

nd
in

g
of

“P
hi

lo
so

ph
y 

of
 M

ic
ro

sc
op

y 
in

 H
ok

ka
id

o 
U

ni
ve

rs
ity

”i
s 

ba
se

d 
on

 “I
n-

si
tu

 
ob

se
rv

at
io

n 
of

 p
ha

se
 tr

an
sf

or
m

at
io

n 
in

 n
at

ur
al

 s
ci

en
ce

”.
“S

no
w

 c
ry

st
al

s 
ar

e 
le

tte
r f

ro
m

 H
ea

ve
n.

” i
s 

w
el

l k
no

w
n 

as
 h

is
 m

os
t f

am
ou

s 
po

et
. 

Pr
of

. U
ki

ch
iro

N
ak

ay
a,

Fa
cu

lty
 o

f S
ci

en
ce

, H
ok

ka
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ve
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N
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N
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gl
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fri
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to
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R
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m
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柴山　環樹 氏（北海道大学工学研究院　教授）

ナノ物質科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット（MANBOU）
N

ak
ay

a’
s

(C
ry

st
al

 m
or

ph
ol

og
y)

 D
ia

gr
am

ht
tp

://
w

w
w.

sn
ow

cr
ys

ta
ls

.c
om

/m
or

ph
ol

og
y/

m
or

ph
ol

og
y.

ht
m

l

N
ak

ay
a’

s
po

rt
ra

it

ht
tp

://
w

w
w.

sn
ow

cr
ys

ta
ls

.c
om

/m
or

ph
ol

og
y/

m
or

ph
ol

og
y.

ht
m

l

イ
オ
ン
液

体
中
の
Ｚ
ｎ

O
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
そ

の
場
観
察

構
想
の
ポ
イ
ン
ト

・
課
題
：
各
部
局
の
電
顕
室
が
運
営
す
る
電
子
顕
微
鏡
や
研
究
室
で
管
理
す
る
電
子
顕
微
鏡
が
独
立
に
存
在

学
内
の
関
連
部
局
・
セ
ン
タ
ー
に
電
子
顕
微
鏡
試
料
作
製
装
置
が
散
在

・
強
化
ポ
イ
ン
ト
：
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
を
核
と
し
機
器
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
集
約
に
よ
り
、
効
率
的
な
管
理

と
GF

Cの
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
立
運
営
・
有
効
活
用
へ
と
つ
な
げ
る

・
G

FC
と
の
連
携
の
特
徴
：
自
立
運
営
に
向
け
て
、

GF
Cか

ら
運
営
委
員
の
参
画
、

GF
C予

約
シ
ス
テ
ム
へ
統
合
、

料
金
設
定
と
講
習
会
や
ユ
ー
ザ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
一
般
公
開
、
理
科
教
育
へ
の
貢
献
等
情
報
発
信
と
人
材
育
成

顕
微
解
析
機
器

(T
EM

, S
EM

)+
試
料
作
製
装
置
計

30
台

２
.

ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
顕
微
解
析
ユ
ニ
ッ
ト
（
概
要
）

・
研
究
戦
略
：
ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
顕
微
解
析
の
拠
点
と
し
て
、
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
等
を
利

用
し
た
異
分
野
融
合
研
究
を
推
進
す
る
と
共
に
、
多
様
な
研
究
対
象
か
ら
電
子
顕
微
鏡
試
料
を
迅
速
に
作
製
し

シ
ー
ム
レ
ス
な
顕
微
解
析
を
実
践
で
き
る
学
内
外
に
魅
力
あ
る
体
制
の
確
立
と
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
。

ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
、
異
分
野
融
合
研
究

試
料
作
製

装
置

の
集

約
と
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
整

備
（
農
学

研
究

院
生

物
組

織
画

像
解

析
セ
ン
タ
ー
）

研
究
組
織
図

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

暗
幕

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

歯
の

高
分

解
能

観
察

（
歯

学
部

と
の

共
同

研
究

）

ナ
ノ
メ
カ
ニ
ク
ス
（
そ
の

場
破

壊
観

察
計
測
）

鉛
フ
リ
ー
は

ん
だ
（
産
学

連
携
）

複
合

量
子

ビ
ー
ム
超

高
圧
電

子
顕

微
鏡

27
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見

え
な
い
も
の

を
見

る
と
き
は

？

拡
大

し
て
み

る
。
（
虫

眼
鏡

、
双

眼
鏡

、
顕

微
鏡

）

拡
大

す
る
の

に
必

要
な
も
の

（
レ
ン
ズ
、
顕

微
鏡

だ
と
接

眼
レ
ン
ズ
、
対

物
レ
ン
ズ
）

光
の

回
折

な
ど
を
利

用
、
分

解
能

は
波

長
に
依

存

8
３

.
ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
顕
微
解
析
ユ
ニ
ッ
ト
（

w
eb

）

量
子
・
プ
ラ
ズ
マ

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

シ
ス
テ
ム
・
人
間

宇
宙
・
機
械

工
学
部
で
電
子
顕
微
鏡
が
用
い
ら
れ
る
研
究
領
域

健
康

で
安

心
・
安

全
な
未

来
社

会
を
支

え
る
工

学

宇
宙
か
ら
極
微
の
世
界
ま
で
が
電
子
顕
微
鏡
の
守
備
範
囲
で
す
．

中
性
子
散
乱
に
よ
る
脳
た
ん

ぱ
く
質
の
構
造
解
析

血
管
狭
窄
部
用
ス
テ
ン
ト

プ
ラ
ズ
マ

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

燃
料
電
池

放
射
性
物
質
拡
散
予
測

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

輸
送
機
器

光
学

顕
微

鏡
と
電

子
顕

微
鏡

の
仕

組
み

比
較

、
電

子
の

利
点
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ナノ物質科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット（MANBOU）
複
合
量
子
ビ
ー
ム
超
高
圧
電
子
顕

微
鏡
（

M
ul

ti
Q

ua
nt

um
B

ea
m

H
VE

M
）

・
H

VE
M
２
台

、
収
差
補
正

ST
EM

/E
EL

S他
数
台

・
試

料
作

製
装

置
な
ど

・
学

内
共

同
利

用
施
設
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
外
部
利
用

・
連

携
ｓ
ｔが

終
了
し
た
今
年
度
は
、
セ
ン
タ
ー
独
自

に
Te

ch
no

lo
gy

 T
ra

ns
fe

r I
ni

tia
tiv

eを
通
じ
て
外

部
利

用
を
試

行

ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
顕
微
解
析
ユ
ニ
ッ
ト

【
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
】

マ
ル

チ
ビ
ー
ム
高
時

空
間
デ
ジ
タ
ル

画
像
処
理

シ
ス
テ
ム

・
平

成
24

年
度
補

正
予
算

（国
立

大
学

法
人
施

設
整
備

費
補
助

金
）で

整
備

特
徴

・
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
、
レ
ー
ザ

ー
、
電

子
の

マ
ル
チ
量

子
ビ
ー
ム
照

射
下
で
原

子
レ
ベ
ル

で
の

そ
の

場
観

察
が

可
能

B
ef

or
e

A
fte

r

増
設

し
た
レ
ー
ザ

ー
光
学

系

増
設

し
た
レ
ー
ザ

ー
鏡
外

照
射
ス
テ
ー
ジ

利
用

可
能

な
レ
ー
ザ
ー
と
分

光
分

析
器

・
ナ
ノ
秒

パ
ル

ス
レ
ー
ザ

ー
（
In

lit
e社

製
、
現

在
：5

32
nm

、
（3

55
nm

、
10

64
nm

も
可

能
）
）

・
H

e-
C

dレ
ー
ザ

ー
（
金
門

光
波
社

製
、

C
W
、

32
5n

m
）

・
フ
ェ
ム
ト
秒

レ
ー
ザ

ー
（
Q

ua
nt

ro
ni

x社
製

、
80

0n
m
、
現

在
調

整
中
）

・
C

C
D
分

光
分

析
装

置
（
Pr

in
ce

to
n

In
st

ru
m

en
ts
社

製
PI

XI
S）

今
後

期
待

で
き
る
研
究

－
光

機
能
物
質

創
成

に
向

け
て
－

・
量

子
ビ
ー
ム
照

射
励
起

に
よ
る
発
光

、
カ
ソ
ー
ド
ル

ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
の
そ
の

場
観
察

・
量

子
ビ
ー
ム
照

射
中
に
相
変

化
/形

成
す
る
ナ
ノ
物

質
、
ナ
ノ
構

造
に
起
因

す
る
発

光
の

そ
の

場
観

察
・
高

効
率

太
陽

電
池

、
プ
ラ
ズ
モ
ニ
ク
ス
デ
バ

イ
ス
な
ど
の

グ
リ
ー
ン
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
や

光
機

能
物

質
の

開
発
基

礎
研
究

複
合
量
子
ビ
ー
ム
超
高
圧
電
子
顕

微
鏡
（

M
ul

ti
Q

ua
nt

um
B

ea
m

H
VE

M
）

マ
ル

チ
ビ
ー
ム
超
高

圧
電
子

顕
微
鏡

・
平

成
9年

度
基
礎

・萌
芽

研
究

を
目
的

と
し
た

C
O

E形
成

の
た
め
の

研
究
環

境
高

度
化

支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
新

世
代
先

端
材
料

実
験
研

究
棟
に
設

置
特

徴
・
デ
ュ
ア
ル

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
と
電

子
の

同
時
照

射
下
で
原

子
レ
ベ
ル

で
の

そ
の

場
観

察
が

可
能

レ
ー
ザ
ー
超
高
圧
電
子
顕
微

鏡
（

La
se

r H
VE

M
）

B
ef

or
e

A
fte

r

SU
S3

16
Lの

照
射

効
果

(a
) 電

子
照

射
、

(b
)電

子
/H

e同
時

照
射

・
H

eが
核

に
な
る
た
め
欠

陥
の

微
細

化
、
ボ
イ
ド
の

数
密

度
増

加
と
サ

イ
ズ
現

象
Y.

H
id

ak
a,

et
. a

l, 
JN

M
, (

19
94

)

SU
S3

16
Lの

照
射

効
果

(a
) 電

子
照

射
、

(b
)電

子
/H

e同
時

照
射

・
H

eが
核

に
な
る
た
め
欠

陥
の

微
細

化
、
ボ
イ
ド
の

数
密

度
増

加
と
サ

イ
ズ
現

象
S.

Ya
ng

, e
t. 

al
., 

JN
M

, (
20

17
)

レ
ー
ザ

ー
の

出
力

数
10

m
J/

cm
2 ･

pu
ls

e

29
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イ
オ
ン

/レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン

ポ
ー
ト
（
電
顕
操
作
側
）

背
面
の
ポ
ー
ト
を
利

用
し
た
冷
却
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ

紫
外
線
に
感
度
が
あ
る
の
で
、

He
-C

dレ
ー
ザ

ー
の
反
射
光
や

CL
像
の
取
得
テ
ス
ト
中

CC
D 

im
ag

es
 o

f C
u 

TE
M

 g
rid

 d
ur

in
g 

la
se

r i
rr

ad
ia

tio
n

(L
ef

t)
 N

an
os

ec
on

d 
pu

lse
d 

la
se

r（
53

2n
m
）

(R
ig

ht
) C

W
 H

e-
Cd

 la
se

r（
32

5n
m
）

To
 C

C
D

 d
et

ec
to

r

Lu
m

in
es

ce
nc

e

La
se

r
E

le
ct

ro
n

Io
n

O
pt

ic
al

 f
ib

er
H

ig
h 

se
ns

it
iv

it
y 

C
C

D
 

ph
ot

o 
de

te
ct

or

複
合
量
子
ビ
ー
ム
超
高
圧
電
子
顕

微
鏡
（

M
ul

ti
Q

ua
nt

um
B

ea
m

H
VE

M
）

Cu
製

TE
M
グ
リ
ッ
ド
表
面

か
ら
の

反
射
光

を
背
面
の

ポ
ー
ト
に
取

り
付

け
た

CC
Dカ

メ
ラ
を
用
い
て
検
出

し
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
が

可
能

今
後
の
展
開
（
現
在
、

Fe
as

ib
ili

ty
st

ud
y中

）

量
子
ビ
ー
ム
照
射
に
よ
る
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
を
検
出

で
き
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置
・
更
新
再
生

→
発
注
、
契
約
済
み
、

順
調

（
再
配
置
、
電
気
工
事
）

→
試
料
作
製
装
置
の
再
配
置
済
み
、
電
気
工
事
も
実
施

3
)
運
営
委
員
会
を
組
織
し
た
。
要
領
を
制
定
し
た
。

各
部

局
の
実
務
担
当
代
表

者
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
、

12
/1

6に
顕
微
鏡
学
会

と
共

催
で
広

報
活

動
と
技

術
者

交
流

会
を
行

う
予

定
。

1月
中

旬
、
３
月

初
旬

に
試

料
作

製
、
電

子
顕

微
鏡
操
作
講
習
会
を
予
定
。

4)
ス
タ
ッ
フ
の

配
置

→
20

19
年

4月
～
学
術
研
究
員
（
1名

）
を
事
業
担
当
職
員
と
し
て
雇
用

融
合
研
究
の
創
成
に
つ
い
て
：

・
公
衆
衛
生
で
問
題
に
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
（
工
学
部
と
医
学
部
）

・
ナ
ノ
材
料
（
結
晶
）
に
よ
る
抗

菌
作
用
に
関
す
る
研
究

H
R

TE
M

 o
f M

W
CN

T 
in

 S
ub

cu
ta

ne
ou

s 
Ti

ss
ue

 o
f R

at
s

C
ol

la
bo

ra
ti
on

 w
or

k 
w
it
h 

D
en

ta
l 
Sc

ho
ol

 (
H

ok
ki

ad
o 

U
ni

v.
)

se
pa

ra
tin

g 
na

no
tu

be
s 

ob
se

rv
ed

 in
 ly

so
so

m
e

1 w
ee

k
1 

ye
ar

H
R

TE
M

 a
ft

er
 1

 y
ea

r i
m

pl
an

ta
tio

n

de
gr

ad
at

io
n 

an
d 

pe
el

in
g 

of
 g

ra
ph

en
e 

la
ye

rs

M
W

C
N

T 
(in

iti
al

)
M

W
C

N
T 

(1
ye

ar
)

( h
yd

ro
ly

si
s 

) 

ph
ag

oc
yt

ic
ce

ll 
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ナノ物質科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット（MANBOU）
４
．
ナ
ノ
物
質
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
顕
微
解
析
ユ
ニ
ッ
ト
（
進
捗
状
況
）

ど
の
よ
う
な
研
究
領
域
の
研
究
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
？

電
子
顕
微
鏡
は
、
真
空
で
使
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
常
識
で
あ
っ
た
。

最
近
、
真
空
蒸
気
圧
の
極
め
て
低
い
イ
オ
ン
液
体
や

Si
N
薄
膜
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
利
用
し
た
隔
膜
セ
ル

を
利
用
し
て
、
液
体
中
の
観
察
が

始
ま
っ
て
い
る
。

イ
カ
の
細
胞
の
観
察
を
し
よ
う
と
電

子
顕
微
鏡
の
中
に
入
れ
た
す
る
め
イ
カ
の
細
胞
の
観
察
を
し
て
い
た
？

生
物

、
ウ
イ
ル

ス
→
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
、
グ
ル
タ
ー
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
で
殺
処
理
→
固
定

固
定
し
て
い
な
い
状
態
→
免
疫
電

子
顕
微
鏡
法

生
き
て
い
る
状
態
→
昆
虫
で
開
発

さ
れ
た
（
ナ
ノ
ス
ー
ツ
）

微
生
物
に
関
す
る
研
究
が
今
後
期
待
さ
れ
る
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
：
3月

に
研
究
者
交
流

会
、
技
術
者
交
流
会
を
実
施
予
定
。
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

量
子

ビ
ー
ム
複

合
解

析
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
仮
称
）

工
学

研
究

院
の

量
子

ビ
ー
ム
を
利

用
し
た
先

端
的

な
構

造
解

析
シ
ス
テ
ム
を
バ

ー
チ
ャ
ル

に
統

合
し
て
、
共

同
利

用
者

へ
の

利
便

性
を
上
げ
お
互
い
を
相
補
的
に
活
用
し
共
同
利
用
者
間
の
橋
渡
し
を
す
る
と
共
に
融
合
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中
性

子
材

料
解

析
研

究
室

（
兼

）
教
授

大
沼

正
人

（
兼

）
教
授

加
美

山
隆

（
兼

）
助
教

佐
藤

博
隆

複
合
量
子
ビ
ー
ム

超
高
圧
顕
微
解
析

研
究
室

（
兼

）
教
授

柴
山

環
樹

（
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

長
）

（
兼

）
教
授

渡
辺

精
一

（
兼
）
准
教
授

坂
口

紀
史

（
兼

）
助
教

中
川

祐
貴

研
究

・

教
育

工
学

部
（
学

部
教

育
、
卒

業
研

究
）

/ 
工

学
院

（
大

学
院

教
育

、
修

士
・
博

士
研

究
）

/ 
工

学
研

究
院

応
用

理
工

系
学

科
機

械
知

能
工

学
科

情
報

ｴ
ﾚ
ｸ
ﾄﾛ

ﾆ
ｸ
ｽ
学

科
環

境
社

会
工

学
科

材
料

科
学

専
攻

量
子

理
工

学
専

攻

量
子

エ
ネ
ル

ギ
ー

変
換

材
料

分
野

(新
)中

性
子

材
料

解
析

研
究

室
光

・
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換

材
料

分
野

マ
ル

チ
ス
ケ
ー
ル

機
能

集
積
分

野
エ
ネ
ル

ギ
ー
メ
デ
ィ
ア

変
換

材
料
分
野

エ
ネ
ル

ギ
ー
変

換
シ
ス
テ
ム
設
計

分
野

総
合

化
学

専
攻

（
新

）
附
属
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
マ
テ
リ
ア
ル

融
合

領
域

研
究

セ
ン
タ
ー

・
学

内
共
同

利
用
・
海
外

共
同
研

究
・
国

内
共
同

研
究
・
企
業

有
償
利

用

非
破

壊
原
子
レ
ベ
ル

フ
ー
ド
バ

レ
ー
構

想
の

５
つ
の

研
究

拠
点

ロ
バ

ス
ト
農

林
水

産
工

学
国

際
連

携
教

育
研

究
拠

点

宇
宙

・
航

空
・
船

舶
国

際
連

携
教

育
研

究
拠

点
資

源
・
環

境
国

際
連

携
教

育
研

究
拠

点
極

限
環

境
イ
ン
フ
ラ

国
際

連
携

教
育

研
究

拠
点

極
限

・
環

境
技

術
国

際
連

携
教

育
研

究
拠

点

備
考

：
写
真
は
、
北
大

HP
よ
り

人
の

歯
エ
ナ
メ
ル

H
R

TE
M
像

（
新

）
複
合

量
子
ビ
ー
ム
超

高
圧

顕
微

解
析

研
究
室

(超
高
圧

電
子

顕
微

鏡
研

究
室

）

附
属

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
テ
リ
ア
ル

融
合

領
域

研
究

セ
ン
タ
ー
の
研
究
室
新
設

原
子

・
分

子
の
顕

微
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

PF
事

業
同

位
体

顕
微
鏡
（
理

学
研
究

院
）

文
科

省
新

共
用
事
業
（
M

A
N

B
O

U
）

光
電

子
顕

微
鏡

（
P

E
E
M
）
触

媒
研
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■ One Healthに貢献するオープンファシリティユニット（OHOU）
O

ne
 H

ea
lth
を
目
指
し
て

獣
医
学
研
究
院
で
は
博
士
課

程
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施

O
ne

H
ea

lth
に
貢
献
す
る

獣
医
科
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

20
18
年

11
月
よ
り
新
た
に

卓
越
大
学
院
が
同
じ
く

O
ne

H
ea

lth
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と

に
始
動

O
ne

 W
or

ld
 -

O
ne

 H
ea

lth
 (

1つ
の
世
界
、

1つ
の
健
康

) 
の
コ
ン
セ
プ
ト

文
部
科
学
省

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

O
ne

 H
ea

lth
に
貢
献
す
る

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ユ
ニ
ッ
ト

（
O

HO
U
）

1

O
H

O
U
の
目
的

①
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
学
内
他
組

織
と
の
連
携
に
よ
る
研
究
力
強
化

②
機
器
予
約
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
効
率
的
な
共
用
化

③
利
用
料
の
徴
収
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
自
立
計
画

④
研
究
機
器
の
共
有
化
と
と
も
に
研
究
支
援
も
提
供

⑤
共
通
機
器
室
の
新
設
に
よ
り
、
質
量
分
析
器
を
集
約
・

効
率
的
管
理

⑥
人
材
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
（
学
内
外
、
海
外
）

獣
医
学
研
究
院

ア
イ
ソ
ト
ー
プ

セ
ン
タ
ー

本
拠
点
で
は
、
ヒ
ト
・
動
物
・
環
境
の
地
球
規
模
で
の
健
康
、

す
な
わ
ち
「

O
ne

 H
ea

lth
」
の
実
現
に
向
け
、
動
物
や
病
原
体

の
分
子
生
物
学
的
解
析
か
ら
組
織
学
的
解
析
、
そ
し
て
動
物
個

体
を
用
い
た
研
究
、
さ
ら
に
環
境
化
学
物
質
の
同
定
や
分
布
・

代
謝
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
の
化
学
分
析
ま
で
、

分
子
レ
ベ
ル
か
ら
組
織
レ
ベ
ル
、
生
体
・
生
態
レ
ベ
ル
の
幅
広

い
研
究
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
研
究
情
報
の
発
信

を
含
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

大
学
院
獣
医
学
研
究
院
と
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
が
機

器
を
提
供
し
、
ま
た
技
術
的
な
講
習
も
行
い
ま
す
。
本
拠
点
で

は
、
新
た
な
研
究
分
野
の
開
拓
に
も
貢
献
で
き
る
国
際
的
な
ユ

ニ
ッ
ト
を
目
指
し
ま
す
。
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One Healthに貢献するオープンファシリティユニット（OHOU）

石塚　真由美 氏（北海道大学獣医学研究院　教授）

機
器
担
当
者

を
配
置

各
機
器
の
運
用
担
当
教
員
を

2名
（
主
担
当
を

1名
お
き
、
将
来

的
に

2名
体
制
と
す
る
）
配
置
し
た
。
機
器
担
当
者
は
、
以
下

の
業
務
を
行
う
。

外
部
か
ら
の
使
用
依
頼
が
あ
っ
た
際
の
機
器
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
う

機
器
の
保
守
や
費
用
も
含
め
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

提
案
を
行
う

担
当
者
を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
と
し
て
、
年
度
ご

と
の
共
有
化
機
器
の
選
定
、
料
金
の
見
直
し
な
ど
、
機
器

運
用
全
般
の
提
案
を
行
う

機
器
担
当
者
の
選
定
・
提
案
を
行
う

外
部
お
よ
び
内
部
に
お
け
る
説
明
会
開
催
を
担
当
す
る

O
H

O
U
の
運
営
組
織
構
築

共
同
利
用
機
器
施
設

運
営
委
員
会

動
物
実
験
施
設
運
営

委
員
会

動
物
実
験
委
員
会

機 器 （ 担 当 教 員 ）

機 器 （ 担 当 教 員 ）

機 器 （ 担 当 教 員 ）

機 器 （ 担 当 教 員 ）

機 器 （ 担 当 教 員 ）

機 器 （ 担 当 教 員 ）

機 器 （ 担 当 教 員 ）

機 器 （ 担 当 教 員 ）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
教
員

•
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

•
研
究
院
内
調
整

•
学
内
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
と
の
調

整
•
広
報

機
器
担
当

•
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

•
ユ
ー
ザ
ー
説
明
会
（
年

1-
2回

）
•
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

•
広
報

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

ア
イ
ソ
ト
ー

プ
セ
ン
タ
ー

G
FC

技
術
専
門
職
員

技
術
補
助
・
補
佐

担
当
教
員

研
究
支
援

会
計

共
同
利
用
機
器
施
設
運
営
委
員
長

動
物
実
験
施
設
運
営
委
員
会
委
員
長

事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
技
術
専
門
職
員
）

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

運
営
専
門
委
員
会

獣
医

O
F化
機
器
・
施
設
（
約

30
種
）

部
門

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
機
器
・
施
設

オ ー プ ン フ ァ シ リ テ ィ 部 門

生
物
分
子
分
析

Bi
o-

pl
ex
（
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ー
ズ
ア
レ
イ
）

フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ー
タ
ー
（
オ
ー
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
有
り

/無
し
）

セ
ル
ソ
ー
タ
ー

FA
CS

Ar
ia
Ⅱ

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

Io
n

Pr
ot

on
表
面
プ
ラ
ズ
モ
ン
共
鳴
測
定
装
置

X線
照
射
装
置
（
細
胞
照
射
）

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
解
析

共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
（
正
立

/
倒
立
）

画
像
解
析
シ
ス
テ
ム

/
蛍
光
ス
キ
ャ
ナ
ー

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
蛍
光
顕
微
鏡

透
過
型
電
子
顕
微
鏡

/
走
査
型
電
子
顕
微
鏡

ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
解
析

安
定
同
位
体
―
質
量
分
析
装
置

LC
/M

S/
M

S
四
重
極
シ
ス
テ
ム
、

G
C-

M
S

・
G

C-
EC

D
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
γス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー

質
量
分
析
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
（
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
、

2台
）

IC
P-

M
S

/加
熱
気
化
水
銀
測
定
装
置
（
事
業
中
に
新
規
追
加
）

研 究 支 援 部 門

動
物
実
験
支
援

感
染
症
実
験

/
化
学
物
質
曝
露
実
験

大
型

/中
型
動
物
実
験

IT
/フ
ィ
ー
ル
ド

研
究
支
援

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム

モ
バ
イ
ル

TV
会
議
シ
ス
テ
ム

フ
ィ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
（
リ
ア
ル
映
像
の
送
受
信
）

PC
室
、
ポ
ス
タ
ー
プ
リ
ン
タ
ー

平
成

29
年
度

～
令
和
元
年

3年
間
の

事
業
進
捗

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
活
動

予
定
し
て
い
た
す
べ
て
の
機
器
（
約

30
種
）

を
登
録

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
化
し
、
料
金
徴
収

の
た
め
の
規
定
を
策
定

保
守
に
関
す
る
整
備
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イ
メ
ー
ジ
ン
グ
解
析
部
門


共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
（
正
立

/
倒
立
）


画
像
解
析
シ
ス
テ
ム

/
蛍
光
ス
キ
ャ
ナ
ー


オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
蛍
光
顕
微
鏡


透
過
型
電
子
顕
微
鏡

/
走
査
型
電
子
顕
微
鏡

電
子
顕
微
鏡
は

M
A

N
BO

U
と
の
連
携

生
物
分
子
分
析
部
門


Bi

o-
pl

ex
（
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ー
ズ
ア
レ
イ
）


フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ー
タ
ー
（
オ
ー
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
有
り

/無
し
）


セ
ル
ソ
ー
タ
ー

FA
CS

Ar
ia
Ⅱ


次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

Io
n

Pr
ot

on

表
面
プ
ラ
ズ
モ
ン
共
鳴
測
定
装
置


X線

照
射
装
置
（
細
胞
照
射
）

フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ー
タ
ー
関
係
は
特
に
研
究
院
内
ユ
ー
ザ
ー
が
多

く
、
他
部
局
か
ら
の
利
用
も
あ
る

講
習
会
を
毎
年
開
催
（
特
に
大
学
院
対
象
）

研
究
支
援
部
門


感
染
症
実
験

/  化
学
物
質
曝
露
実
験


大
型

/中
型
動
物
実
験


バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム


モ
バ
イ
ル

T V
会
議
シ
ス
テ
ム


フ
ィ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
（
リ
ア
ル
映
像
の
送
受
信
）


P C
室
、
ポ
ス
タ
ー
プ
リ
ン
タ
ー

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
、
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
を
継

続
。
臨
床
系
試
料
デ
ー
タ
を
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
イ
ド
に
取
り
込
み
、
ア
ー
カ
イ
ブ

と
し
て
整
備
を
開
始

動
物
実
験
施
設
に
つ
い
て
、

20
19
年

2月
に
国
際
認
証

A
A

A
LA

Cの
継
続
承
認
。

他
部
局
、
企
業
か
ら
の
共
同
研
究
と
し
て
動
物
を
受
入
。
他
施
設
で
は
難
し
い
動

物
の
飼
育
実
績
。

PC
施
設
は

PC
の
刷
新
。

24
時
間
の
高
利
用
率
を
継
続
。

ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
部
門


安
定
同
位
体
―
質
量
分
析
装
置


LC

/M
S/

M
S

四
重
極
シ
ス
テ
ム
、

G
C-

M
S

・
G

C-
EC

D

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
γス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー


質
量
分
析
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
（
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
、

2台
）


IC

P-
M

S
/加
熱
気
化
水
銀
測
定
装
置

2機
種
に
つ
い
て
新
規
に
追
加
登
録
し
た
。

安
定
同
位
体
、

IC
P-

M
S、

LC
/M

S/
M

Sに
つ
い
て
は
、
研
究
院
内
だ
け
で
は
な
く
、
外
部

か
ら
の
利
用
の
申
し
込
み
も
多
い
。

3838



One Healthに貢献するオープンファシリティユニット（OHOU）

技
術
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
①

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

技
術
員

A
技
術
補
助
員

→
学
術
研
究
員

卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
技
術
員
に
抜
擢

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
事
業
と
卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
の
協
働

技
術
員

B
学
術
研
究
員

論
文
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表

技
術
員

C
技
術
補
助
員

動
物
飼
育
技
術
や
分
析
の
前
処
理
技
術
な
ど
を
修
得

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
を
予
定


技
術
ス
タ
ッ
フ
が
研
究
に
参
画


学
生
の
指
導
に
も
参
加


分
析
機
器
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

す
る
こ
と
で
、
共
同
研
究
が
増
加

各
部
門
の

機
器
の

3年
間
の

稼
働
時
間

（
各
年
度
前
期
）

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

20
17

20
18

20
19

時間（4-9月集計）

機
器
修
理

機
器
修
理

技
術
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
②

学
会
発
表


技

術
ス
タ
ッ
フ
が

筆
頭
も
し
く
は

共
著
で
発
表
し
た
学
会
発
表

は
計

2
8
件


以

下
は

そ
の
う
ち
、
筆
頭
著
者
で
の
発
表


D

e
ve

lo
p
m

e
n
t 

o
f 

si
m

u
lt
an

e
o
u
s 

an
al

ys
is

 m
e
th

o
d
 o

f 
e
q
u
in

e
 s

te
ro

id
 h

o
rm

o
n
e
s 

b
y 

u
si

n
g 

L
C

/
M

S
/
M

S
 

an
d
 e

lu
c
id

at
io

n
 o

f 
se

as
o
n
al

 v
ar

ia
ti
o
n
s 

d
u
ri
n
g 

th
e
 p

re
gn

an
c
y,

 I
n
te

rn
at

io
n
al

 C
H

E
M

IC
A

L
 H

A
Z
A

R
D

 
S
ym

p
o
si

u
m

 2
0
1
9
, 
2
0
th

 M
ar

c
h
 2

0
1
9
, 
H

o
kk

ai
d
o
 U

n
iv

e
rs

it
y 

(P
o
st

e
r)


In

 V
iv

o
 P

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
/
p
h
ar

m
ac

o
d
yn

am
ic

 a
n
al

ys
is

 o
f 

fi
rs

t 
ge

n
e
ra

ti
o
n
 a

n
ti
c
o
ag

u
la

n
t 

ro
d
e
n
ti
c
id

e
 

w
ar

fa
ri
n
 w

it
h
 E

gy
p
ti
an

 f
ru

it
 b

at
s 

( 
R

o
u
se

tt
u
s 

ae
gy

p
ti
ac

u
s

) 
fo

r 
ri
sk

 a
ss

e
ss

m
e
n
t 

o
f 

B
o
n
in

 f
ru

it
 b

at
s 

P
te

ro
p
u
s

p
se

la
p
h
o
n
、
第

2
8
回
環
境

化
学
討
論
会

、
2
0
1
9
年

6
月

1
2
日
～

6
月

1
4
日

、
埼
玉
会
館
、
埼
玉
県

（
ポ
ス

タ
ー
）


血

漿
中

の
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の

一
斉

分
析
法

の
開
発
と
ウ
マ
性
ホ
ル

モ
ン
の

季
節
変

動
の
解
明
、
第

2
8
回
環

境
化

学
討
論
会
、

2
0
1
9
年

6
月

1
2
日

～
6
月

1
4
日
、
埼
玉
会
館
、
埼

玉
県
（
ポ
ス
タ
ー
）


誘

導
体

化
L
C

/
M

S
/
M

S
法

に
よ
る
血
漿
中

の
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
お
よ
び
そ
の

抱
合
体
代
謝

物
3
5
種
類

の
一

斉
分

析
法

の
開
発
と
そ
の
応
用
、
第

2
7
回
環
境

化
学
討
論
会
、

2
0
1
8
年

5
月

2
2
日
～

5
月

2
5
日

、
沖
縄
県
市
町
村
自

治
会

館
、
那
覇
市
、
沖
縄
県

（
ポ
ス
タ
ー
）


P

h
ar

m
ac

o
ki

n
e
ti
c
/
p
h
ar

m
ac

o
d
yn

am
ic

 a
n
al

ys
is

 o
f 

fi
rs

t-
ge

n
e
ra

ti
o
n
 a

n
ti
c
o
ag

u
la

n
t 

ro
d
e
n
ti
c
id

e
 w

ar
fa

ri
n
 

w
it
h
 E

gy
p
ti
an

 f
ru

it
 b

at
s 

(R
o
u
se

tt
u
s 

ae
gy

p
ti
ac

u
s)

 f
o
r 

ri
sk

 a
ss

e
ss

m
e
n
t 

o
f 

B
o
n
in

 f
ru

it
 b

at
s 

(P
te

ro
p
u
s

p
se

la
p
h
o
n
),
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 C
H

E
M

IC
A

L
 H

A
Z
A

R
D

 S
ym

p
o
si

u
m

 2
0
1
9
, 
2
0
th

 M
ar

c
h
 2

0
1
9
, 
H

o
kk

ai
d
o
 

U
n
iv

e
rs

it
y 

(P
o
st

e
r)


ヒ
ト
生

体
試
料

を
用
い
た
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
お
よ
び
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
代
謝

物
の
分

析
方

法
、
第

2
6
回
環

境
化
学

討
論

会
、

2
0
1
7
年

6
月

7
日
～

9
日
、
静
岡
県

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
」
、
静

岡
市
、
静
岡

県
（
ポ
ス
タ
ー
）

技
術
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
②

論
文
発
表


技
術
ス
タ
ッ
フ
が
筆
頭
も

sく
は
共
著
で
発
表
し
た
論
文


G

o 
Ic

hi
ka

w
a,

 R
yo

ta
Ku

rib
ay

as
hi

, Y
os

hi
no

ri 
Ik

en
ak

a,
 T

ak
ah

iro
 Ic

hi
se

, S
ho

ut
a

M
. M

. N
ak

ay
am

a,
 M

ay
um

i I
sh

izu
ka

, 
Ku

m
iko

 T
ai

ra
, K

az
ut

os
hi

Fu
jio

ka
, T

os
hi

m
i S

ai
re

nc
hi

, G
en

 K
ob

as
hi

, J
ea

n-
M

ar
c 

Bo
nm

at
in

, S
hi

ge
m

iY
os

hi
ha

ra
. L

C-
ES

I/M
S/

M
S 

an
al

ys
is 

of
 n

eo
ni

co
tin

oi
ds

 in
 u

rin
e 

of
 v

er
y 

lo
w

 b
irt

h 
w

ei
gh

t i
nf

an
ts

 a
t b

irt
h.

 P
lo

sO
N

E.
 1

4 
: e

02
19

20
8 

(2
01

9)


N
ak

ay
am

a 
SM

M
, M

or
ita

 A
, I

ke
na

ka
Y, 

Ka
w

ai
 Y

K,
 W

at
an

ab
e 

KP
, I

sh
ii 

C,
 M

izu
ka

w
a

H
, Y

oh
an

ne
sY

B,
 S

ai
to

 K
, 

W
at

an
ab

e 
Y, 

Ito
 M

, O
hs

aw
a

N
, I

sh
izu

ka
 M

. A
vi

an
 in

te
rs

pe
ci

fic
 d

iff
er

en
ce

s i
n 

VK
O

R 
ac

tiv
ity

 a
nd

 in
hi

bi
tio

n:
 in

sig
ht

s 
fr

om
 a

m
in

o 
ac

id
 se

qu
en

ce
 a

nd
 m

RN
A 

ex
pr

es
sio

n 
ra

tio
 o

f V
KO

RC
1 

an
d 

VK
O

RC
1L

1.
 C

om
pa

ra
tiv

e 
Bi

oc
he

m
ist

ry
 a

nd
 

Ph
ys

io
lo

gy
 P

ar
t C

: T
ox

ic
ol

og
y 

&
 P

ha
rm

ac
ol

og
y. 

22
8:

 1
08

63
5 

(2
02

0)
 


N

ak
ay

am
a 

SM
M

, M
or

ita
 A

, I
ke

na
ka

Y, 
M

izu
ka

w
a

H
, I

sh
izu

ka
 M

. A
 re

vi
ew

: P
oi

so
ni

ng
 b

y 
An

tic
oa

gu
la

nt
 

Ro
de

nt
ic

id
es

 in
 N

on
-T

ar
ge

t A
ni

m
al

s G
lo

ba
lly

. J
VM

S.
 8

1(
2)

:2
98

-3
13

 (2
01

9)
 D

O
I: 

10
.1

29
2/

jv
m

s.
17

-0
71

7


Ik
en

ak
a

Y, 
M

iy
ab

ar
a

Y, 
Ic

hi
se

T,
 N

ak
ay

am
a 

SM
M

, N
im

ak
o

C,
 Is

hi
zu

ka
 M

, T
oh

ya
m

a
C.

 E
xp

os
ur

es
 o

f c
hi

ld
re

n 
to

 
ne

on
ic

ot
in

oi
ds

 in
 p

in
e 

w
ilt

 d
ise

as
e 

co
nt

ro
l a

re
as

. E
nv

iro
n 

To
xi

co
lC

he
m

. 3
8(

1)
:7

1-
79

 (2
01

8)
 


Ik

en
ak

a
Y, 

Fu
jio

ka
 K

, K
aw

ak
am

i T
, I

ch
ise

T,
 B

or
te

y-
Sa

m
 N

, N
ak

ay
am

a 
S.

M
.M

, M
izu

ka
w

a
H

, T
ai

ra
K,

 T
ak

ah
as

hi
 K

, 
Ka

to
 K

, A
riz

on
o

K,
 Is

hi
zu

ka
 M

. C
on

ta
m

in
at

io
n 

by
 n

eo
ni

co
tin

oi
d 

in
se

ct
ic

id
es

 a
nd

 th
ei

r m
et

ab
ol

ite
s i

n 
Sr

i L
an

ka
n 

bl
ac

k 
te

a 
le

av
es

 a
nd

 Ja
pa

ne
se

 g
re

en
 te

a 
le

av
es

. T
ox

ic
ol

og
y 

Re
po

rt
s.

 5
: 7

44
-7

49
 (2

01
8)

 


Ya
m

am
ot

o 
K,

 Ik
en

ak
a

Y, 
Ic

hi
se

T,
 B

o 
T,

 Is
hi

zu
ka

 M
, Y

as
ui

H
, H

ira
ok

a
W

, Y
am

am
or

i T
, I

na
na

m
iO

. E
va

lu
at

io
n 

of
 

m
ito

ch
on

dr
ia

l r
ed

ox
 st

at
us

 a
nd

 e
ne

rg
y 

m
et

ab
ol

ism
 o

f X
-ir

ra
di

at
ed

 H
eL

a 
ce

lls
 b

y 
LC

/U
V,

 L
C/

M
S/

M
S 

an
d 

ES
R.

 F
re

e 
Ra

di
ca

l R
es

ea
rc

h.
 5

2:
 6

48
-6

60
 (2

01
8)

 


Th
om

ps
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 L
.A

, I
ke

na
ka

Y, 
Yo

ha
nn

es
Y.B

, I
ch
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T,

 It
o 

G
, B
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te

y-
Sa

m
 N

, v
an

 V
ur

en
J.J

, W
ep

en
er

V,
 S

m
it 

N
.J,
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w
ish

 
W

.S
, N

ak
ay
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a 

S.
M

.M
, M

izu
ka

w
a

H
, I

sh
izu

ka
 M

. H
um

an
 H

ea
lth

 R
isk
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om

 C
on

su
m

pt
io

n 
of

 M
ar

in
e 

Fi
sh

 
Co

nt
am

in
at

ed
 w

ith
 D

DT
 a

nd
 it

s M
et

ab
ol

ite
s i

n 
M

ap
ut

o 
Ba

y, 
M
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am
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 B
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北
海
道
サ
マ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
開
講

北
海
道
サ
マ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
：
夏
期
間
に
開
講
さ
れ
る
授
業
、
海
外

か
ら
の
留
学
生
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
受
け
入
れ
る

20
19
年
度
に
研
究
機
器
を
利
用
し
た
北
海
道
サ
マ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
を

開
講
。

Ad
va

nc
ed

 a
nd

 C
om

pr
eh

en
si

ve
 S

tu
di

es
 o

n 
Ch

em
ic

al
 H

az
ar

d 
Co

nt
ro

l I
I

•
LC

/M
S/

M
Sや

IC
P/

M
Sな

ど
、
分
析
機
器
を
用
い
た
実
習

20
20
年
度
に
も
引
き
続
き
北
海
道
サ
マ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
を
開
講
。

Ad
va

nc
ed

 a
nd

 C
om

pr
eh

en
si

ve
 S

tu
di

es
 o

n 
Ch

em
ic

al
 H

az
ar

d 
Co

nt
ro

l I
I

•
LC

/M
S/

M
Sや

IC
P/

M
Sな

ど
、
分
析
機
器
を
用
い
た
実
習

Ad
va

nc
ed

 a
nd

 C
om

pr
eh

en
si

ve
 S

tu
di

es
 o

n 
Ch

em
ic

al
 H

az
ar

d 
Co

nt
ro

l V
•

PC
室
を
用
い
た

In
 s

ili
co
解
析
の
実
習

機
器
講
習
会
の
毎
年
の
開
催

LC
/M

S（
外
国
人
研
修
あ
り
）

G
C/

EC
D
（
外
国
人
研
修
あ
り
）

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
（
外
国
人
研
修
あ
り
）

共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡

電
子
顕
微
鏡

フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ー
タ
ー

セ
ル
ソ
ー
タ
ー

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

ま
と
め
：
事
業
の
効
果

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
化
に
よ
る
機
器
や
機
器
室
の
充
実
化

第
6共

同
実
験
室
を
設
置

教
室
保
有
の
分
析
機
器
を
共
通
機
器
化

•
IC

P/
M

S
•

G
C/

M
S

•
G

C/
EC

D
•
加
熱
気
化
水
銀
測
定
装
置

料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と

こ
れ
ま
で
使
用
料

0円
の
機
器
に
つ
い
て
も
徴
収
す
る
こ
と
に
合
意

保
守
経
費
な
ど
に
投
入

人
材
育
成

技
術
補
助
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

技
術
習
得
な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

新
た
な
共
同
研
究
の
開
始
、
教
育
へ
の
活
用

外
国
人
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
対
応

（
Ph

D
、
共
同
研
究
者
）

大
学
院
に
お
い
て

40
~

50
%
が
留
学
生

機
器
演
習
は
英
語
で
実
施

ユ
ー
ザ
ー
説
明
会
は
英
語
で
も
実
施

海
外
か
ら
の
共
同
研
究
者
の
使
用
あ
り

国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
外
国
人
に
お
け
る
研
修
を
実
施

4040
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■ 2030年の大学を創る研究基盤に向けて
北

海
道

大
学

に
お
け
る
研

究
基

盤
強

化
の

歩
み

1

技
術

支
援

本
部

の
設

置

技
術

職
員

の
組

織
化

【
研
究
基
盤
整
備
・
強
化
年
表
】

本
学
は
、
政
策
と
連
携
し
つ
つ
機

器
共
用
を
推
進
。

２
０
３
０
年
の
大
学
を
創
る
研
究
基
盤
に
向
け
て

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
－

副
セ
ン
タ
ー
長

佐
々
木
隆
太

20
20
年

1月
23
日

G
FC

事
業
経
過
報
告

3
共

用
推

進
の

横
串

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

G
FC

は
、
機
器
共
用

研
究
基
盤
活
用
の
牽
引
役
。

G
FC

の
運

営
ス
タ
ッ
フ

2

セ
ン
タ
ー
長

副
セ
ン
タ
ー
長

技
術

職
員

16
名

事
務

・
技

術
補

佐
ス
タ
ッ
フ

7名

計
25

名

G
FC

は
、
技

術
職

員
の

活
躍

の
場

と
な
る
組
織

U
R

A
3
名

3
10

5

7
(4

)
(4

)

G
FC

の
ス
タ
ッ
フ

4242



2030年の大学を創る研究基盤に向けて

佐々木　隆太（北海道大学　GFC副センター長）

5

設
備
市
場

(リ
ユ
ー
ス
）

国
際
連
携
推
進
・
人
材
育
成
・
広
報

G
FC

に
お
け
る
取

り
組

み
②

他
大

学
と
の

技
術

職
員
交

流

グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

(G
FC

)人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

展
示

会
出

展

G
FC

に
お
け
る
取

り
組

み
①

4

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

機
器

分
析

受
託

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

G
FC

全
体

の
収

入
は

過
去

最
高

を
更
新
見
込
み

試
作

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
特

許
第

１
号
を
申
請
！

利
用

の
入

り
口

機
能

強
化

7

大
学
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
認
識
さ
れ
る
よ
う
事
業
を
充
実
さ
せ
、
利
用
者
を
拡
大

シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
シ
ス
テ
ム
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

機
器
共
用
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

SS
O
サ
イ
ト
に
掲
載

学
外
か
ら
も

SS
O
で
ロ
グ
イ
ン
可
能
に
な
り
利
便
性
が
向
上

G
FC

総
合

サ
イ
ト
（
シ
ス
テ
ム
）

6

G
FC

の
利

用
か
ら
会

計
ま
で
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

SN
S情

報
発
信

情
報

発
信

G
FC

事
業

G
FC

サ
ー
ビ
ス

学
内

の
研

究
機

器
検
索

(見
え
る
化

）

ロ
グ
イ
ン

43
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9

２
０
３
０
年
の
大
学
を
創
る
研
究
基
盤
に
向
け
て

①
コ
ス
ト
お
よ
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
最
適
化

②
研
究
基
盤
を
支
え
る
人
材
の
育
成

G
FC

取
り
組
み

か
ら
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
き
っ
か
け
を
目
指
し
て
活
動

SD
G

s（
持

続
可

能
な
開

発
目

標
）
よ
り

③
地
域
と
の
連
携
を
強
化

G
F
C
論

文
リ
ス
ト
：
成

果
の

収
集

と
発

信
8

研
究

基
盤

IR
の

一
環

と
し
て
本

年
度
よ
り
開
始

4444



2030年の大学を創る研究基盤に向けて

45



GFC事業経過報告

■ オープンファシリティ部門　事業報告
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
は
︖

維
持
管
理
費

使
⽤
料

北
海
道
⼤
学
が
保
有
す
る
多
種
多
様
な
先
端
研
究
機
器
を
，

学
内
外
の
学
⽣
・
研
究
者
が
利
⽤
で
き
る
シ
ス
テ
ム
．

北
海
道
大
学

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

北
海

道
大

学
創

成
研

究
機

構
グ

ロ
ー

バ
ル

フ
ァ

シ
リ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

オ
ー

プ
ン

フ
ァ

シ
リ

テ
ィ

部
門

部
門
長

吉
沢

友
和

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
登
録
装
置

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
登

録
台
数

H
31

.3
.3

1 
現

在
19

1台
＊

赤
字
は
材
料
分
析
・加

工
依
頼
あ
り

＊
全

学
の
研
究
装
置
台
数
は
約

70
0台

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
装
置
設
置
場
所

4646



オープンファシリティ部門　事業報告

吉沢　友和（北海道大学　GFCオープンファシリティ部門　部門長）

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
部
⾨
利
⽤
時
間
・
利
⽤
料
⾦
推
移

＊
12

月
末

現
在

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
全
装
置
の
利
⽤
実
績

全
装
置
の
利
⽤
実
績
時
間
と
登
録
台
数
推
移

(H
17
〜
H3
0年

度
)

H1
7

H1
9

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H
28

H2
9

H2
0

H1
8

19
1台

05010
0

15
0

20
0

25
0

0

20
,0
00

40
,0
00

60
,0
00

80
,0
00

10
0,
00

0

12
0,
00

0

14
0,
00

0

延
べ

利
用

時
間

（
hr
）

学
外

学
内

装
置
台

数

時 間
台 H3
0

延
べ
１
３
万
時
間
利
⽤

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

•
結
果
を
得
る
た
め
の
シ
ー
ム
レ

ス
な
解
決
策
の
提
供

•
1種

類
の
機
器
の
デ
ー
タ
で
は

な
く
多
角
化
的
に
研
究
対
象
の

情
報
・
結
果
の
提
供

•
多
分
野
間
で
の
機
器
の
共
用

利
用
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進

人
材

確
保
の

必
要

に
つ
い
て

G
FC

オ
ー
プ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

技
術

支
援

本
部

産
学
地
域
連
携
機
構

北
大

に
て
高

度
な
技

術
を
有

す
る
技

術
職

員
か

ら
の

分
析

技
法

や
工

作
技

法
へ

の
助

言

学
外

の
研

究
要

求
案

件
へ

の
掘

り
出

し
に
協

力
と
連

携
（
道

内
企

業
と
の

連
携

、
共

同
研

究
へ

の
展

開
）

北
大

に
蓄

積
し
た
分

析
・
加

工
技

術
の

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
A
I・
M
R
化

に
よ
る

研
究

へ
の

有
効

活
用

学
内
26

組
織

の
機

器
を

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
と
し
て

登
録

し
、
整

備
お
よ
び

機
器

の
拡

充
を
図

る

連 携
●

ポ
リ
テ
ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
薄

膜
形

而
比

較
コ
ー
ス

〇
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
コ
ー
ス

〇
遺

伝
子

発
現

比
較

コ
ー
ス

〇
遺

伝
子

組
み

換
え
技

術
●

海
外

の
大

学
等

と
の

交
換

留
学

単
位

取
得

制
度

〇
公

開
講

座
〇

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

機
器

を
利

用
し
た
地

域
貢

献

研
究
の
向
上

47
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20
20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

機
器
分
析
受
託
部
門
の

活
動
実
績

•
利
用
実
績
推
移
と
最
近
の
動
向

•
学
外
受
託
分
析
事
業
の
効
果

•
活
動
実
績
の
見
え
る
化

•
技
術
研
鑽
・
新
規
技
術
提
供

•
利
用
者
教
育

•
未
来
の
技
術
人
材
教
育

4
20

20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

技
術
職
員

岡
征
子

(部
門
長

)

広
瀬
知
弘

(副
部
門
長

)

武
田
希
美

(副
部
門
長

)

徳
光

藍
澤
里
理
美

林
治
美

前
田
麻
理
子

事
務
担
当

渡
部
晃
子

20
20

年
1月

現
在

● ◉
リ
ー
ダ
ー

● ●

◉
リ
ー
ダ
ー

● ●

第
１
グ
ル
ー
プ

第
２
グ
ル
ー
プ

El
em

en
ta

l A
na

ly
si

s
Am

in
o 

Ac
id

 A
na

ly
si

s
M

as
s S

pe
ct

ro
m

et
ry

Pr
ot

ei
n 

Se
qu

en
ci

ng
構
成

装
置
管
理
台
数

9台
10

台
質
量
分
析

•
受
託
専
用
：

4台
•

受
託

/O
F 
共
用
：

4台

タ
ン
パ
ク
質
配
列
分
析

•
受
託
専
用
：

1台

元
素
分
析
（
有
機
）

•
受
託
専
用
：

2台

元
素
分
析
（
無
機
）

•
O

F/
委
託
共
用
：

3台

ア
ミ
ノ
酸
組
成
分
析

•
受
託
専
用
：

2台
精
密
電
子
天
秤

•
受
託
専
用
：

3台

3

20
20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

全
4項

目
（

20
20

.1
現
在
）

•
元
素
分
析

•
質
量
分
析

•
タ
ン
パ
ク
質
配
列
分
析

•
ア
ミ
ノ
酸
組
成
分
析

In
st

ru
m

en
ta

l A
na

ly
sis

 S
er

vi
ce

s f
or

 re
se

ar
ch

er
s

教
育
研
究
支
援

信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
提
供

専
任
の
技
術
ス
タ
ッ
フ

受
託
分
析

M
is

si
on

利
用
対
象
者


北
海
道
大
学
内
に
所
属
す
る
学
生
・

研
究
者


北
海
道
大
学
外
の
大
学
・
公
的

機
関
に
所
属
す
る
研
究
者


北
海
道
大
学
外
の
一
般
企
業
を
含

む
研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者

2
20

20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1

■ 機器分析受託部門　事業報告
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20
20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

M
as

sS
pe

ct
ro

m
et

ry

Pr
ot

ei
n 

Se
qu

en
ci

ng

技
術
研
鑽
・
新
規
技
術
提
供

20
19
年
度
の
活
動
実
績

El
em

en
ta

l A
na

ly
si

s

Am
in

o 
Ac

id
 A

na
ly

si
s

•
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
等
の
揮
発
性
液
体

試
料
の
分
析
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

•
IC

Pお
よ
び

IC
P-

M
Sを

用
い
た
分
析

受
け
入
れ
を
開
始
。
有
機
微
量
元
素

分
析
の
み
な
ら
ず
，
広
範
囲
な
元
素

分
析
が
可
能
な
り
，
研
究
支
援
対
象

を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
た

•
要
望
が
絶
え
な
い

GC
/M

S，
LC

/M
Sの

分
析

に
本
格
着
手

•
SP

M
Eを

用
い
た
香
り
分
析
や
食
品
抽
出
物

中
の
簡
易
定
量
分
析
も
受
け
入
れ
開
始

•
新
規
導
入
機
種
選
定
に
む
け
て
種
々
検
討

•
基
本
の

17
ま
た
は

41
ア
ミ
ノ
酸
分
析
だ
け
で

は
な
く
，
特
殊
ア
ミ
ノ
酸
や
特
定
ア
ミ
ノ
酸

分
析
を
希
望
さ
れ
る
方
向
け
の
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
分
析
受
け
入
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

A
B

A
B

N
ew

!

8
20

20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

活
動
実
績
の
見
え
る
化

20
20
年
度
の
活
動
実
績


謝
辞
や
実
験
項
に
所
属
名
等
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す

7

20
20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
19
年
度
の
活
動
実
績

目
的 •
長
年
の
学
内
受
託
分
析
業
務
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
外
へ
還
元

（
社
会
貢
献
・
産
学
連
携
）

漠
然
と
し
た
メ
ー
ル
相
談

初
取
り
扱
い
ケ
ー
ス
多
い

テ
ス
ト
測
定
か
ら
分
析
法
提
案


新
規
事
案
ご
と
に
技
術
と
知
識
が
問
わ
れ
る

学
外
受
託
分
析
事
業
の
効
果


学
内
と
異
な
る
利
用
者
対
応
が
必
要

•
学
外
収
入
を
用
い
て
人
材
雇
用
や
装
置
更
新
を
行
い
，

学
内
の
研
究
環
境
維
持
更
新
に
還
元

実
施
効
果

学
内

学
外

学
外
受
託
分
析
業
務
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
内
へ
還
元
！

•
技
術
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
学
び
の
機
会
が
生
ま
れ
た

•
非
正
規
職
員
の
雇
用
費
や
装
置
更
新
費
用
の
捻
出

6
20

20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


オ
ー
プ
ン
仕
様
の
質
量
分
析
３
台
，
無
機
元
素
分
析
２
台
の
運
用
開
始

受
託
分
析
で
培
っ
た
技
術
知
識
を
オ
ー
プ
ン
利
用
に
活
か
す


オ
ー
プ
ン
仕
様
装
置
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
，
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
追
い
付
い
て
い

な
い
状
態
。
人
材
確
保
が
必
要
。

質
量
分
析

利
用
実
績
推
移
と
最
近
の
動
向

20
19
年
度
の
活
動
実
績

元
素
分
析
（
有
機
・
無
機
）

ア
ミ
ノ
酸
組
成
分
析

タ
ン
パ
ク
質
配
列
分
析

2,
00

0万
円

20
19

年
度

途
中

N
ew

!

O
F仕
様

残
す
と
こ
ろ
今
期
は
１
ヶ
月
半

【
利
用
料
収
入
】

N
M

R 
（
受
託
停
止
中
）

N
ew

!

5

岡　征子（北海道大学　GFC機器分析受託部門　部門長）

機器分析受託部門　事業報告
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20
20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

信
頼
さ
れ
る
分
析
技
術
で
皆
様
の
研
究
を
支
え
ま
す

W
e 

ar
e 

th
e 

be
st

 p
ar

tn
er

sf
or

re
se

ar
ch

er
s！

W
e 

ar
e 

th
e 

be
st

 su
pp

or
te

rs
fo

r e
du

ca
tio

n 
an

d 
re

se
ar

ch
!

Th
an

k 
yo

u 
fo

r u
sin

g 
In

st
ru

m
en

ta
l 

An
al

ys
is 

Se
rv

ic
es

20
19
年
度
の
活
動
を
表
現
す
る
と
？

集 ま る と

自 然 と 始 ま る

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

研 究 の

期 待 に 応 え る

柔 軟 性

増 え て い く

み ん な の 絆 と

で き る こ と

あ き ら め ず

困 難 に 立 ち 向 か う 姿 勢

絶 や さ ず に

12
20

20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

機
器
分
析
受
託
部
門
の

活
動
実
績

•
利
用
実
績
推
移
と
最
近
の
動
向

•
学
外
受
託
分
析
事
業
の
効
果

•
活
動
実
績
の
見
え
る
化

•
技
術
研
鑽
・
新
規
技
術
提
供

•
利
用
者
教
育

•
未
来
の
技
術
人
材
教
育

11

20
20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


SS

H事
業
へ
の
協
力

M
as

s 
Sp

ec
tr

om
et

ry

未
来
の
技
術
人
材
教
育

20
19
年
度
の
活
動
実
績

ht
tp

s:
//

w
w

w
.js

t.g
o.

jp
/c

ps
e/

ss
h/

sc
ho

ol
/li

st
.h

tm
l

市
立
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校

SS
Hの

皆
さ
ん
が
実
際
に
実
験
操
作
を
行
う

•
無
機
（
Ｋ
，
Ｆ
ｅ
）

•
有
機
（
Ｃ
，
Ｈ
，
Ｎ
）

El
em

en
ta

l A
na

ly
si

s
Ｃ
Ｈ
Ｎ
自
動
分
析
装
置

土
壌
成
分
分
析

枝
豆
の
成
分
分
析

Ｉ
Ｃ
Ｐ
発
光
分
析
装
置

10
20

20
年

1月
23
日

第
7回

北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

利
用
者
教
育

20
19
年
度
の
活
動
実
績


利
用
説
明
会

春
秋

全
2回
開
催


受
託
サ
ー
ビ
ス
な
ら
び
に
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
合
同
の
利
用
説
明
会
を
初
開
催


受
託
分
析
の
基
礎
講
習
を
実
施


申
込
方
法
，
デ
ー
タ
の
読
み
方
な
ど
を

専
任
の
技
術
職
員
が
解
説
し
ま
す

9
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■ 試作ソリューション部門　事業報告
報
告
内
容

⒈
試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
概
要

2.
20

19
年
度
事
業
報
告

3.
   
こ
れ
か
ら

第
7回

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20

.0
12

3

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
門

部
門
長

中
村
晃
輔

20
19
年
度

GF
C事

業
経
過
報
告

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
門

低
温
科
学
研
究
所

・
機
械
工
作
室

電
子
科
学
研
究
所

・
機
械
工
作
室

触
媒
科
学
研
究
所

・
機
械
工
作
室

・
ガ
ラ
ス
工
作
室

工
学
研
究
院

・
機
械
工
作
室

・
ガ
ラ
ス
工
作
室

理
学
研
究
院

・
機
械
工
作
室

・
ガ
ラ
ス
工
作
室

・
薄
片
技
術
室

地
震
火
山
研
究
観
測

セ
ン
タ
ー

参
画
し
て
い
る
工
作
室
・
技
術
室

1.
試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
概
要

機
械
工
作

5名
(観
測
・
制
御

1名
含

)
ガ
ラ
ス
工
作

2名
薄
片
技
術

2名
計

9名

1.
試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
概
要

学
外
の
依
頼
者

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

部
局
を
越
え
た
連
携北
海
道
大
学

知
財
・
特
許

UR
A

産
学
連
携

各
部
局
の
工
作
系
技
術
職
員

研
究
力
強
化
向
上
⬆

技
術
職
員

技
術
職
員

技
術
職
員

質
の
高
い

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

社
会
還
元

依
頼

②
実
践
的
な
人
材
育
成

・
技
術
継
承
の
「
場
」

①
外
部
か
ら
の
依
頼
が
も
た
ら
す

好
循
環
ス
パ
イ
ラ
ル

③
学
内
の
研
究
教
育
を
強
化

に
繋
げ
る

日
本
軽
金
属
株
式
会
社

産
学
・
地
域
協

働
推
進
機
構

大
学
内
の
研
究
者

刺
激
と
知
見

依
頼

兼
務

兼
務

兼
務

対
価

窓
口
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中村　晃輔（北海道大学　GFC試作ソリューション部門　部門長）

■
強
み

を
よ

り
強

く
す

る

人
材
育
成

（
技

術
向

上
・

継
承

・
確

保
）

持
続
可
能
な
運
営

（
設

備
更

新
・

環
境

整
備

・
予

算
確

保
）

を
、

学
外
依
頼
を
通
し
て
継
続
し
て
い
く

■
そ

れ
を
学
内
へ

し
っ

か
り

と
還
元

し
て

い
く

例
・
学
内

研
究

者
に

は
高
度
な
技
術
を
安
く

提
供

→
外

部
収
益

で
運

営
可

能
・
他
分
野
か
ら
の
依
頼

で
の

経
験

や
、

異
分

野
同

士
の
連
携
力
向
上

で
、

多
様
か
つ
独
創
的
な
学
術
研
究

に
対
応
可
能

に
→

装
置

開
発

、
新

技
術

開
発

・
楽
し
そ
う
に
働
く
前
向
き
な

技
術

職
員

を
増

や
し

て
い

く
(P

as
si

ve
 →

Ac
tiv

e)

技
術

職
員

の
存
在
意
義

と
強
み

の
自
覚
、
継
続

依
頼

者
の

要
望

を
丁

寧
に

聞
き

、
独

自
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
加
え
て
図
面
に
お
こ
し
、
仕
上
げ
る
。
対
応
力
。

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
概
要

北
海
道
大
学

工
作
系
技
術
職
員
に
よ
る
新
し
い
３
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

①
学
外
か
ら
依
頼
を
通
し
て
技
術
職
員
の
「
技
術
・
連
携
力
」
の
向
上
・
蓄
積
・
伝
承

②
部
局
を
越
え
た
技
術
職
員
で
構
成
さ
れ
た
組
織
（

1年
更
新
、
個
人
の
意
思
、
兼
務
）

③
得
た
収
益
を
人
材
育
成
費
、
設
備
更
新
に
。
自
身
の
技
術
で
外
部
資
金
を
獲
得
す
る

持
続
可
能
な
工
作
室
・
技
術
室
の
運
営

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
概
要

20
16
年

20
17
年

20
18
年

98
万

7,
89

6円

31
3万

3,
84

0円

（
7件

）

（
16
件
）

34
4万

9,
48

7円
35

2万
6,

06
5円

（
24
件
）

20
20

.1
.2

1現
在

)
（

22
件
）

→
本
業
を
圧
迫
す
る
こ
と
な
く
、
や
り
た
い
仕
事
で
計

69
件

11
00
万
円

大
学
で
培
っ
て
き
た
学
術
分
野
に
お
け
る
「
確
か
な
技
術
」
が
評
価

→
収
益
は
人
材
育
成
費
や
設
備
費
（
装
置
購
入
）
な
ど
の
運
営
費
に

「
競
争
的
」
⇨
「
実
践
的
」
な
業
務
で
得
る
技
術
職
員
向
き
の
資
金
獲
得
形
式

20
19
年

2.
20

19
年
度
事
業
報
告

20
19
年
度
の
依
頼
実
績

2.
20

19
年
度
事
業
報
告

20
19
年
度
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク

①
メ
ン
バ
ー
が
増
員

電
子
制
御
が
で
き
る
メ
ン
バ
ー
が
加
入
。

さ
ら
に
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
技
術
集
団
に

②
成
果
品
が
職
務
発
明
と
認
定
さ
れ
、
現
在
、
特
許
申
請
中

他
の
依
頼
者
か
ら
、
既
に
当
該
装
置
の
依
頼
が
有
り

③
学
内
外
の
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
展
示
会
に
参
加
し
大
学
技
術
職
員
の

PR
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■
仲
間
を
増
や
す
（
技
術
職
員
の
人
材
育
成
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
供
）

・
学
内
の
技
術
職
員
が
参
画
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る

・
他
大
学
と
の
連
携
（
大
学
を
越
え
た
連
携
・
人
材
育
成
）

■
大
学
・
研
究
者
へ
、
よ
り
直
接
的
な
還
元
シ
ス
テ
ム
を
構
築

■
特
許
を
実
施
し
た
依
頼
を
取
り
扱
え
る
よ
う
に

・
実
施
料
の
獲
得
、
産
地
機
構
な
ど
と
連
携

今
後
の
展
開

研
究
力
強
化
の
好
循
環
を
形
成
す
る

３
.こ
れ
か
ら

20
16
年

20
17
年

20
18
年

98
万

7,
89

6円

31
3万

3,
84

0円

（
7件

）

（
16
件
）

34
4万

9,
48

7円
（

22
件
）

挑
戦

自
信

確
信

展
開

35
2万

6,
06

5円
（

24
件
）

20
20

.1
.2

1現
在

)

20
19
年

３
.こ
れ
か
ら

12

ク
ラ
ー
ク
写
真

ポ
ス
タ
ー

一
緒
に
、
北
海
道
大
学
の
技
術
職
員
の
未
来
を
創
り
ま
せ
ん
か
？

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
門

試
作

so
l.

私
た
ち
の
思
い

も
の
づ
く
り
の
力
で
日
本
の
未
来
を
明
る
く
し
た
い
。

「
も
の
づ
く
り
の
直
感
」
と
「
そ
う
ぞ
う
（
想
像
・
創
造
）
力
」

そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
も
の
づ
く
り
の
経
験
。

も
の
づ
く
り
の
経
験
が
少
な
い
中
で
育
っ
た
私
た
ち
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
が
、

今
後
の
日
本
、
大
学
の
研
究
教
育
を

ど
の
よ
う
に
支
え
、
貢
献
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
く
。
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■ 設備リユース部門　事業報告


立
ち
上
げ
経
緯


し
く
み


取
引
物
品
例


実
績


課
題
と
解
決
へ
向
け
て

2

20
19
年
度
設
備
リ
ユ
ー
ス
部
門

事
業
報
告

設
備
リ
ユ
ー
ス
部
門

部
門
長

岡
征
子

1

設
備
市
場
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み


シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
シ
ス
テ
ム

(S
SO

)か
ら
の
ロ
グ
イ
ン
が
可
能
な

学
内
限
定
で
運
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム


設
備
市
場
と
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

2機
能
を
有
す
る

…

設
備
市
場

主
に
研
究
機
器
を
対
象
と
し
て
有
償
譲
渡
・
無
償
譲
渡
を
行
う

•
本
学
所
有
の
固
定
資
産
物
品
ま
た
は
少
額
備
品
（
物
品
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
物
品
）

•
ま
た
は
法
人
化
時
に
簿
価
が

10
万
円
未
満
で
あ
っ
た
た
め
国
か
ら
承
継
さ
れ
な
か
っ
た
物
品
（
旧
物
品
）

•
外
部
資
金
で
取
得
し
た
場
合
，
資
金
元
の
制
限
を
受
け
な
い
物
品
で
あ
る
こ
と

•
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
物
品
で
あ
る
こ
と

•
有
償
で
の
出
品
の
場
合
，
出
品
価
格
は
出
品
手
数
料
＋
管
理
手
数
料

(3
0％

)と
な
る

ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス

主
に
什
器
類
を
対
象
と
し
て
無
償
譲
渡
を
行
う

4


年
間

20
0-

30
0 
台
の
機
器
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
が
，
こ
れ
ら
の
中
に
は

リ
ユ
ー
ス
可
能
な
研
究
機
器
も
含
ま
れ
て
い
る
。


廃
棄
さ
れ
る
研
究
機
器
と
使
い
た
い
研
究
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
と
い
う

発
想
の
も
と

RE
N

UH
(2

01
2年

開
始

)と
い
う
学
内
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
，

学
内
装
置
の
再
利
用
を
実
施

有
償
で
譲
渡
可
能
に
し
て
，

手
続
き
も
効
率
化
し
た
よ

設
備
市
場
シ
ス
テ
ム
誕
生
！


な
ら
ば
シ
ス
テ
ム
改
革
！

し
か
し

低
迷

・
・
・

研
究
機
器
ロ
ス
を
削
減
す
る
こ
と
は
可
能
か
？

設
備
市
場
シ
ス
テ
ム
の
立
ち
上
げ
経
緯

機
器
を
提
供
す
る
側
の
メ
リ
ッ
ト
や

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
く
，
取
引
に
係

る
事
務
手
続
き
等
の
作
業
負
担
が
大
き

い
た
め
，
利
用
が
伸
び
な
か
っ
た

3
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岡　征子（北海道大学　GFC設備リユース部門　部門長）
設
備
市
場
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み

6

設
備
市
場
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み


シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
シ
ス
テ
ム

(S
SO

)か
ら
の
ロ
グ
イ
ン
が
可
能
な

学
内
限
定
で
運
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム


設
備
市
場
と
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

2機
能
を
有
す
る

…

設
備
市
場

主
に
研
究
機
器
を
対
象
と
し
て
有
償
譲
渡
・
無
償
譲
渡
を
行
う

•
本
学
所
有
の
固
定
資
産
物
品
ま
た
は
少
額
備
品
（
物
品
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
物
品
）

•
ま
た
は
法
人
化
時
に
簿
価
が

10
万
円
未
満
で
あ
っ
た
た
め
国
か
ら
承
継
さ
れ
な
か
っ
た
物
品
（
旧
物
品
）

•
外
部
資
金
で
取
得
し
た
場
合
，
資
金
元
の
制
限
を
受
け
な
い
物
品
で
あ
る
こ
と

•
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
物
品
で
あ
る
こ
と

•
有
償
で
の
出
品
の
場
合
，
出
品
価
格
は
出
品
手
数
料
＋
管
理
手
数
料

(3
0％

)と
な
る

ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス

主
に
什
器
類
を
対
象
と
し
て
無
償
譲
渡
を
行
う

5

設
備
市
場

実
績

20
17

年
度

20
18

年
度

20
19

年
度

出
品

購
入

出
品

購
入

出
品

購
入


20

16
年

12
月
の
開
場
以
降


GF

C総
合
シ
ス
テ
ム
上
の
設
備
市
場
利
用
者
数

約
94

0名
そ
の
う
ち

48
0名

程
度
が
設
備
市
場
の
み
の
利
用
者


「
出
品
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
受
信
希
望
者
」
約

90
名

8

出
品
数

購
入
数

14
0件 69
件

設
備
市
場
取
引
物
品
例

製
氷
機

ア
ル
ミ
製
ポ
ー
タ
ブ
ル
門
型
ク
レ
ー
ン

送
風
定
温
乾
燥
器

ボ
ン
ベ
キ
ャ
リ
ア
ー

超
純
水
製
造
装
置

ク
ロ
マ
ト
パ
ッ
ク

実
験
台

7
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10

課
題
と
解
決
の
手
立
て


「
設
備
市
場
」
の
認
知
度
向
上


学
外
へ
の
展
開
（
道
内
他
大
学
・
高
専
）

チ
ラ
シ
の
配
布


「
設
備
市
場
」
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
改
修

・
固
定
資
産
台
帳
取
込
み
機
能
追
加

・
出
品
時
に
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
配
信
機
能


出
品
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は

・
出
品
者
へ
の
手
数
料

・
部
局
担
当
事
務
へ
の
手
数
料

【
過
去
に
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
】 ○

○

掲
示
板
機
能
の
周
知

検
討

開
始

予
定

9 11
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GFC事業経過報告

■ 国際連携推進部門　事業報告
第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

■
国
際
連
携
推
進
部
門
で
行
っ
て
い
る
主
な
活
動

1.
広
報
活
動

①
視
察
対
応

②
情
報
発
信
（
印
刷
物
、

SN
S、

メ
ル
マ
ガ
等
）

③
展
示
会
出
展

④
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
開
催

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
創
成
一
般
公
開
等
）

特
命
広
報
官

装
置
の
妖
精

研
助
く
ん
（

Ke
ns

uk
e-

ku
n）

技
術
職
員
を
対
象
と
し
た
技
術
支
援
人
材
育
成
事
業

①
機
器
分
析
・
工
作
技
術
交
流
会

②
大
学
間
人
材
交
流

③
SD
研
修

2.
人
材
育
成

1
第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
19
年
度
GF
C事
業
経
過
報
告

国
際
連
携
推
進
部
門

部
門
長
中
村
葵

20
20
.1
.2
3.
TH
U

第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

1.
広
報
活
動

②
情
報
発
信

■
20

19
年
度

情
報
発
信
実
績

チ
ラ
シ

Fa
ce

bo
ok

Yo
uT

ub
e

GF
Cパ

ン
フ
レ
ッ
ト

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

fc
.h

ok
ud

ai
.a

c.
jp

/i
nf

or
m

at
io

n/
ac

tiv
ity

/p
ub

lic
at

io
n/

G
FC
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

F
a
c
e
b
o
o
k
の

フ
ォ

ロ
ー

を
お

願
い

し
ま

す
💛💛💛💛

ス
タ
ッ
フ
が
随
時
、
更
新
中
！

3
第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

■
20

19
年
度

視
察
実
績

1.
広
報
活
動

①
視
察
対
応

4月
北
海
道
大
学
新
任
技
術
職
員
職
場
訪
問

5月
東
京
大
学
、
東
北
大
学
、
東
京
工
業
大
学
視
察

島
津
製
作
所
視
察

6月
北
海
道
大
学
ほ
っ
か
い
ど
う
同
窓
会

視
察

8月
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
（
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校
）
訪
問

10
月

11
月

12
月

ペ
ン
ス
テ
ー
ト
大
学
視
察

文
部
科
学
省
学
術
研
究
助
成
課
視
察

京
都
大
学
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
視
察

科
学
技
術
振
興
機
構
（

JS
T）

視
察

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン

札
幌
開
成
の
中
高
生
と
ア
ジ
ア

の
高
校
生
が
北
大

G
FC
を
訪
問

し
機
器
を
見
学
し
て
い
る
様
子

2
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国際連携推進部門　事業報告

中村　葵（北海道大学　GFC国際連携推進部門　部門長）
第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
動
画
の
ご
紹
介

「
GF

Cサ
ー
ビ
ス
利
用
登
録
・
申
請
に
つ
い
て
」
を
作
成
し
ま
し
た
！

作
成
協
力
：
北
海
道
大
学
高
等
教
育
推
進
機
構
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

N
EW

S！
！

Yo
uT

ub
eで
も

公
開
中

ht
tp

s:
//

w
w

w
.y

ou
tu

be
.c

om
/c

ha
nn

el
/U

CR
yb

O
Yy

-n
rQ

rJ
I0

EV
A

nM
4t

A

今
後
作
成
を
予
定
し
て
い
る

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

・
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
手
続
き

・
機
器
分
析
受
託
サ
ー
ビ
ス
手
続
き

・
利
用
料
金
の
支
払
い
方
法

・
実
績
報
告
の
方
法
に
つ
い
て

5

今
年
度
の
秋
の
利
用
説
明
会
で

動
画
に
よ
る
説
明
を
行
っ
た

第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

N
EW

S！
！

今
年
度
か
ら

GF
C

メ
ル
マ
ガ
配
信
を

ス
タ
ー
ト
💛💛💛💛

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

fc
.h

ok
ud

ai
.a

c.
jp

/i
nf

or
m

at
io

n/
ac

tiv
ity

/m
ai

lm
ag

az
in

e/

4

配
信
を
ご
希
望
の
方
は

co
nt

ac
t@

gf
c.

ho
ku

da
i.a

c.
jp

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

1.
広
報
活
動

③
展
示
会
出
展

1.
広
報
活
動

①
視
察
対
応

1.
広
報
活
動

④
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

20
19

.6
.8

北
海
道
大
学
創
成
研
究
機
構

一
般
公
開

「
Le

t’s
 E

nj
oy

 T
ec

hn
ol

og
y 
大
学
の
研
究
機
器
で
遊
ん
じ
ゃ
お
う
！
！
」

20
20

.1
.2

3 
第
７
回
北
海
道
大
学

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

7
第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

1.
広
報
活
動

①
視
察
対
応

1.
広
報
活
動

③
展
示
会
出
展

20
19

.7
.2

5
も
の
づ
く
り
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

@
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ

20
19

.9
.4

.-
9.

6
JA

SI
S@

幕
張
メ
ッ
セ

6
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第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

2.
人
材
育
成

技
術
職
員
を
対
象
と
し
た
技
術
人
材
育
成
事
業

令
和
元
年
実
施
実
績

2-
①

. 機
器
分
析
・
工
作
技
術
交
流
会

2-
②

.大
学
間
人
材
交
流

本
学
の
技
術
職
員
を
対
象
に
企
画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
募
集
し
実
施
す
る
企
画
公
募
型
事
業
（
＊
）

【
令
和
元
年
度
】

主
体
的
活
動
の
場
と
予
算
（
１
企
画
上
限

15
万
円
）
を
提
供
し
、

技
術
職
員
の
企
画
力
な
ら
び
に
技
術
支
援
力
向
上
を
狙
う

【
概
要
】

【
目
的
】

企
画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
採
択

2件

北
海
道
大
学

名
古
屋
大
学

北
海
道
大
学

鳥
取
大
学

H2
8

H3
0

H2
9

北
海
道
大
学

名
古
屋
大
学

北
大
創
成
研
究
機
構
に
て

名
古
屋
大
学

高
木
菜
都
子

技
術
職
員
と

GF
Cの

技
術
職

員
間
で
実
習
・
意
見
交
換
会

を
実
施
し
た
。

R1

技
術
支
援
本
部
と
の
連
携

・
装
置

m
ap

 in
 H

ok
ka

id
o 

Un
iv

.作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

技
術
専
門
職
員

岡
征
子

(M
S)

技
術
専
門
職
員

広
瀬
知
弘

(M
S)

技
術
専
門
職
員

武
田
希
美

(元
素

)
技
術
専
門
職
員

吉
沢
友
和
（

X線
）

技
術
専
門
職
員

中
村
葵
（
バ
イ
オ
）

技
術
専
門
職
員

松
本
亜
希
子
（
電
顕
）

技
術
職
員

木
村
悟
（

NM
R）

技
術
専
門
職
員

大
塚
尚
広
（
シ
ス
テ
ム
）

創
成
研
究
機
構

理
学
研
究
院

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

付
属
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

分
析
機
器
部
門
へ
北
大
岡
征
子
技
術
職

員
と

中
村
葵
技
術
職
員
が
派
遣
さ
れ
た
。

共
催

北
大
電
子
科
学
研
究
所
に
て

名
古
屋
大
学

依
藤
絵
里
技
術
職

員
と

GF
Cの

技
術
職
員
間
で
実
習
・

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

鳥
取
大
学
研
究
推
進
機
構
研
究

基
盤
セ
ン
タ
ー
機
器
運
用
・
研

究
支
援
部
門
へ
北
大
武
田
希
美

技
術
職
員
が
派
遣
さ
れ
た
。

北
大
創
成
研
究
機
構
に
て
鳥
取

大
学

横
野
瑞
希
技
術
職
員
と

の
実
習
・
意
見
交
換
会
を
実
施

し
た
。

工
学
研
究
院

・
SE

M
で
身
近
な
生
物
を
見
て
み
よ
う
～
生
物
試
料
観
察
の
理
論
と
実
践
講
座
～

20
20
年
３
月
３
日
、
４
日
開
催
予
定

北
海
道
大
学
理
学
研
究
院

生
物
科
学
科
（
生
物
学
）

山
本

宏
子

北
海
道
大
学
歯
学
研
究
院

学
術
支
援
部

牛
島

夏
未

北
海
道
大
学
農
学
研
究
院

生
物
組
織
構
造
解
析
セ
ン
タ
ー

安
井

雅
範

北
海
道
大
学
理
学
研
究
院

地
球
惑
星
固
体
物
質
解
析
シ
ス
テ
ム
研
究
室

松
本

亜
希
子

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

只
今
、
み
ん
な
で
作
成
中
！

9
第
7
回
北
海
道
大
学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
20
.1
.2
3.
TH
U

2.
人
材
育
成

GF
Cの

人
材
育
成
と
こ
れ
ま
で
の
経
緯

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
，
機
器
分
析
受
託
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
強
化

＋
3つ

の
新
機
能

平
成

28
年
度
～
平
成

30
年
度

文
部
科
学
省

設
備
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

「
先
端
機
器
共
用
促
進
・
グ
ロ
ー
バ
ル
技
術
支
援
人
材
育
成
拠
点
構
築
」

1.
設
備
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
整
備
事
業
と
技
術
支
援
人
材
育
成

1

■
北
海
道
大
学

H2
8-

H3
0

H2
3-

H2
5

1.
 技
術
支
援
人
材
育
成

3.
産
学
協
働

先
端
工
作
機
器
・
技
術
の
共
有
化

の
た
め
の
産
学
協
働

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
開

始

最
先
端
の
共
用
機
器
を
活
用
し
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成

拠
点
を
形
成

北
海
道
大
学
は
２
度
に
わ
た
り
文
部
科
学
省
設
備
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に

採
択
さ
れ
、
先
端
共
用
機
器
を
用
い
た
教
育
研
究
支
援
体
制
の
構
築
・
機
能
強
化
に

努
め
て
い
る
。
一
貫
し
て
技
術
支
援
人
材
育
成
を
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置
付
け
，

各
種
事
業
を
展
開
。

2.
リ
サ
イ
ク
ル

中
小
機
器
を
中
心
に
イ
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第2部　パネルディスカッションパネルディスカッション

　　【パネリスト】

　　　文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　課長補佐	 黒　川　典　俊　氏

　　　株式会社アーシブ　代表取締役	 中　山　大　輔　氏

　　　北海道大学　先端生命科学研究院　教授	 出　村　　　誠　氏

　　　北海道大学　触媒科学研究所　教授	 大　谷　文　章　氏

　　　北海道大学　GFC副センター長	 佐々木　隆　太　氏

　　　北海道大学　GFC機器分析受託部門　部門長	 岡　　　征　子　氏

　　【モデレーター】

　　　北海道大学　理学研究院　教授／GFCセンター長	 網　塚　　　浩　氏

　パネルディスカッション内容

【技術職員の組織の在り方について】
・（網塚）今回のテーマは技術職員の重要性、それから将来展望についてであります。

　冒頭お話ししましたように大学は法人化して改革が進んでいるところでありますけども、競争の激化

ですとか、グローバル化ということが進んでいる中で、研究教育を支えてくださっている技術職員の

方々の組織或いは機能をどのようにしていったらよいのか、色々なところから問題提起が起きていま

すので、今回は人材育成に絞って掘り下げていきたいと思います。

　本日ご議論をいただくパネリストの皆様から、まずは自己紹介をいただきたいと思います。

・（黒川）文部科学省の黒川です。研究開発基盤課というところで、日本全体を見渡して研究開発基盤

という研究を支える重要なプラットフォームというものが今後どうあるべきかということについて、

日々頭を悩ませながら皆さんと意見交換をしつつ施策を進めておる者でございます。

・（中山）株式会社アーシブの中山です。私は技術職員の皆さまの育成というのをどういうふうに進め

ていって、国に貢献できるようにしていくかというところを、微力ながら私の知識なども披露してい

きたいなというふうに思います。

・（出村）北大の先端生命科学研究院の出村と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　実は私、研究院の教育研究のほかに、大学全体の人材育成本部というところも兼務しております。そ

ちらは主に博士人材をどのようにして社会で活躍してもらうか、キャリア教育をどうやっていくかと

いう部分と、それから若手研究者、特に 30代の方々がアカデミアでどう活躍でき、さらにステップアッ

プ出来るか、といったところを中心にした育成や支援を担当しております。今回は特にファシリティ

に関係する人材がどうあるべきか、ということに関して色々討論できればと思っております。よろし

くお願いいたします。

『大学の研究基盤共用を支える技術職員の
重要性および将来展望について』
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・（大谷）北大の触媒科学研究所、大谷でございます。なんでここに私は座っているかよくわからない

んですが、このメンバーを見ていただくとほとんどの方が何とか長とか代表取締役とかで、私は無役

のヒラの教授でございまして、ネクタイをしめていないのも私だけなんですけど、そういう意味で平

民の立場からこういう問題についてお話をできればと思って参加させていただきました。

・（佐々木）グローバルファシリティセンターの副センター長の佐々木です。私は現場に近いところで色々

な技術職員さんの取り組みを見ていて、いい方向にもっていくという仕事をしております。研究基盤

の活用や共用、そこから何か新しいことが出来ないかということを日々考えております。よろしくお

願いいたします。

・（岡）グローバルファシリティセンター機器分析受託部門の岡と申します。技術専門職員です。今回

は私の職種に関するお話ということで、このパネリストの中では質問攻めにならないようにしたいな

と思っていますが、ご会場に集われた技術職員の方々からもご協力いただければ幸いでございます。

・（網塚）皆さんありがとうございます。会場の皆さまからも、ぜひご意見があればよろしくお願いい

たします。論点は大きく分けると二つありまして、一つはハードといいますか、技術職員の組織のあ

り方について、もう一つは機能ですね、ソフト面といいますか、人材を育成していくためにどういう

ことをしていったらいいか、ということになります。

　まず一つ目の組織についてご議論いただきたいのですけども、北大の問題点というか課題をご紹介し

ながら、それについて意見をいただくというような形で進めるのがいいかと思います。

　現在、北大の第 3期中期目標・中期計画には、技術職員の一元化・集約化を行うことが掲げられていて、

昨年度、2018 年度にすでにそれは実現していることになっています。先ほどのスライドにも出てき

ましたが、技術支援本部というものをつくりまして、全学に配属されている技術職員の方々を一元化

した組織を作りました。その組織には約 250 名の技術職員の方々が、いろいろな職種に応じたユニッ

トを構成されていて、機器分析のユニットですとか、工作系のユニットですとか、或いはフィールド

系というふうに分かれて、研修活動や様々な会合を開く、ということが行われております。ここで根

本的な問題としてあるのは、最初の構想としては技術支援本部が本務であって、各部局は兼務という

形で組織を作るというようなことになっていたかと思うのですけれど、正確なところはわからないの

で、岡さんに聞かないといけないのですが、現状は依然として各部局に人事権がありそちらが本務、

技術支援本部が兼務という形になっています。

　これは将来変えていった方がいいのかどうなのか。メリットデメリットがあると思いますが、この辺

りのところをまず考えていきたいなと思います。そこには色々深い問題があって、そういう組織を作っ

ていくことによって教育・研究の現場がよくなるのかどうなのか、教員との関係をうまく保っていけ

るのか、というようなこともありますし、それから支援本部の中の役職とか階層構造をどうするのか、

つまり職階の問題も絡んできます。もちろん今日何回もお話に上がっています、評価体制の問題もあ

るかと思います。

　これを本気で全部やろうとするとなかなか大変ですが、もしかしたら、うまい構想が描ければ一気に

物事が動くかもしれない、という可能性もあります。そういう状況です。この現状をお聞きいただき

ましたところで、それでそれぞれのお立場から、あるべき組織について一言ずついただきたいと思い

ます。黒川さんのお話ですと研究力向上改革では、人材改革がうたわれていて、それから第 6期科学

技術基本計画の中では、技術職員の活躍する場を作るというような文言が入りそうだということ、政
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府が今まさにこの点を議論されているんですよね。また総合パッケージではエンジニアを育てる話が

出ており、コアファシリティでも技術職員の集約・組織化があります。さらに研究支援賞の創設と、

どうも国の動きを見ていますと、研究支援人材の育成に非常にこれから力を入れるという雰囲気が

漂っていますが、これは何かこうしてほしい、というあるべき姿があっての話なのか、それとも各大

学にもっと努力して工夫していいものを作ってほしい、ということなのか、その辺りのところを踏ま

えてご意見をお願いします。

・（黒川）実は、ここまでの大きな議論になった最初のきっかけというのは、去年のちょうど一月、こ

の時期に私どもの研究開発基盤部会の前身の委員会に、新共用の連絡協議会の幹事校の方々と技術職

員の有志の会の方々に来ていただきました。そこで技術職員の有志の方々から大きく四つの提言とい

うことで、技術職員の方の活躍の促進、役割の重要性の見える化、組織化ステップアップの促進、人

的交流の促進や機関の枠を超えた持続的な人材交流の場というのが私たちとしては課題と思っている

ので、なんとか形にならないかという問題提起をいただいたところから議論が始まってございます。

実はその思いをそのまま私どもの方で届けさせていただきまして、政府の科学技術政策の司令塔であ

る総合科学技術・イノベーション会議の有識者議員会合の折には京大の山極総長や名古屋大学の松尾

総長、或いは民間企業のトップの方々で議論をされております。そこの議員の方々の共通の思いとし

ては、大学の中で技術職員のキャリアアップを図っていって、生涯の中での位置づけをどうしていく

か、先が見えるということが大事だというその思いは共通ですけれども、そこを誰がどう考えていく、

ということについては色々な意見がございました。

　最終的には、政府の方では、色々な大学の取組の中で、良いものというのを見つけ出していって、グッ

ドプラクティスを広くご紹介をしていく。グッドプラクティスを集めていく中で、大学の思いとして

もこういうことが全体の制度の課題としてあるということが見えてくれば、それをしっかり形に組む

という作業をしていただくということになりました。

　結局、政府の方から上で旗を振ってどうということよりも、むしろ各大学の方でここの元々の議論の

スタートである技術職員の方々の思いというのを形にしていくためには、どういうものがこれから必

要なのか、というのをあげていただいた上で、それを形にしていく方が良いのではないかというふう

な議論がされております。その足掛かりを作る上で、まず政府全体の方針の中に、それをしっかり皆

でやっていきましょう、というのを位置づける、というところが今日の夕方の総合科学技術・イノベー

ション会議で決まるところでございますので、それをこれから皆さまと一緒に形にしていく作業が出

来ればと思っています。

・（網塚）どうもありがとうございます。新共用等を通じて、基本的には現場から上がってきた要望を

拾い上げていただいて、施策の中に組み込んでくださっている状況ということですね。あとは我々が

何か形にして、示していくような段階ということでよろしいでしょうか。

　株式会社アーシブの中山さんはですね、大学の組織は複雑で、なかなかご想像いただけないかもしれ

ませんが、今、ご想像いただける範囲で、こうしたほうがいいんじゃないかと思われる点がありまし

たら、お話しいただきたいのですが。

・（中山）日本を明るくしたいとか、そういった思いを持ってやっている方も多いと思っています。人

事評価でいいますと、100％達成してようやく合格点だ、みたいなところがあったりすると思うんで

すが、出来て当たり前の目標を掲げて日本がよくなりますか、というところは、ちょっと私は個人的
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に感じます。やはりイノベーションを起こすとか、そういったところを目指すのであれば、やはりか

なり難しい問題に直面しなければならない、課題を解決していかなければならない。あと、ちょっと

話がずれてしまうかもしれないんですけど、失敗に対する捉え方っていうのもちょっと考えていかな

きゃならないのかなというふうに思っています。失敗を繰り返すことによってですね、新たなイノベー

ションがおきることもあるので、失敗してもチャレンジしていくっていうその雰囲気づくりというか、

そういったところも評価の方法として考えていく必要があるんじゃないかと考えております。

・（網塚）どうもありがとうございます。多分、評価は評価であるけれども、そういう遊び心というか

ゆとりのある組織を作っていかないと、クリエイティブなもの、或いはイノベーティブなものは出て

こないということだと思いますが、そういう要素を踏まえつつ組織を作るのはなかなか難しいですが、

うまくデザインしたいところです。

　出村先生と大谷先生は、北海道大学の教員の立場から本音を語っていただきたいと思うのですが、現

在の技術支援本部の在り方は将来どうしていったらよいでしょうか。

・（出村）第一印象としてはうまくいっていると思います。目標を掲げて、それに向けてどのように進

んでいくかということだと思いますし、これはまだ少し時間が必要だとも思います。ですから、出来

るところから、目標を掲げて段階的にステップアップする、数段階設けた計画に従ってもし具体的に

戦略を立てられるのならば、いい方向に行くのではないのかなと考えています。フレームとしてはそ

のような感じがいたしました。

・（大谷）先ほどの GFC の事業経過報告を聞きました。何の観点から聞いていたかというと、楽しそう

に報告されているかどうかというのを見ていまして、特に、受託部門と試作ソリューション部門の方

がとても楽しそうに報告されていて、それでいいんじゃないかと。つまり評価をやらなくちゃいけな

い、何らかの形で組織を作ったり運用したりするっていうときに、評価せざるを得ないんですね。評

価を元に次の施策が出てくるというのは当然ですけど、公式に何かやったら、この報告は非常に楽し

そうだったから合格とはやっぱり言えない。僕はそれでもいいような気がするし、ひょっとしたら閉

塞した社会の中で、そういう基準を大々的に掲げるのもいいかもしれないなとは思っているんですけ

ど、それはいいかどうかはわからないけども、少なくとも報告する人が楽しそうだっていうことは、

多分一緒にやっておられる方も楽しくやっておられるんじゃないかな、と僕は思います。そういうと

ころを評価するような何かがないといけないし、恐らくその楽しそうに報告されているということは、

ほかの尺度で見ても、かなりいい線をいっているのではないかと。そこの本音と、何らかの公式な文

書なりにするときの建て前の間の、繋ぐような換算係数というか、そういうところを何か考えた方が

いいのではないかと思います。我々教員は、論文の引用数がどうだとかそんなことで評価されていて、

本当に我々そんなことで評価されて業績給だったり、それで決まったりするのがいいのか、という話

よりももっと深刻で、我々はまだそういう評価基準がまだある。それが適当かどうかはわからないけ

どまだあって、でも技術職員の方はあるのかというと、あまりない。ほとんどない。その時に、じゃ

あ楽しそうですかというのは導入してもいいかなという気はしました。それを実現するのはやっぱり

トップの意思の問題。別にそれは技術職員に限らず、事務職員でも教員でも楽しくなきゃダメだし、

特に私自身が実感として思っているのは、研究というのは楽しく実験してない奴は面白くない研究だ、

お金取ってくる、すごく沢山お金とってくる研究でも、どうも面白そうにやってないよね、というの

はいっぱいあって、そういうなんらかの価値観の転換とか、或いはそれを読み替えるような、何らか
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の方策を考えるっていうのは、特に技術職員の場合には必要かなというふうに思っています。

・（網塚）楽しくうまくやっているというところは、組織的に本来いじる必要はもしかしたらないのか

も知れませんね。ただ、色々なこういう施策に上がっていることを考えると、先生の言い回しを使わ

せていただくと、楽しくないと思っている方がかなりいるので、改革をしていかなければならない、

ということなんだと思います。特に GFC の場合は全学的な業務を行っておりますので、割と自分た

ちで企画して物事を進めていけるのですが、多くの技術者の方々は各部局の比較的閉じたところで仕

事をされていて、大学全体の中での立ち位置や将来像が中々見えていないということがあるのだと思

います。

　佐々木さんは GFC の副センター長で、GFC の方々を間近で見ているわけですけども、その立場から

技術支援本部組織についてどのようにお考えでしょうか。

・（佐々木）今、GFC を見ているところで感じるところとしては、やはりGFC は確かに楽しいことが出

来る場として考えていくときに、やっぱり安心してチャレンジできる、そういうホーム感がセンター

としての役割かと思います。バックがちゃんとしているというのもあるし、安心して働いて、確かに

失敗したときもそれを認めてくれて、皆が成長できる、そういうようなことのために組織化する。何

のために組織化するかという理由として、安心してチャレンジできる環境を作る、ホーム感というか、

そういうのが必要なのではないかと私は思います。

・（網塚）ありがとうございます。岡さんにお伺いします。現状多くの北大の教員でさえ、技術支援本

部の中の動きがどうなっているのかを知らないんですよね。その辺り、立場上色々難しいかもしれま

せんが、話せるところまで教えていただけたらと思います。

・（岡）今の網塚先生のお話を伺いながらなんですが、やはり実態が見えないというか、私どもとして

もお伝えしきれていない状態というのが多々あると感じています。と言いますのも、技術支援本部と

いうのは以前からあったんですね。今回、直近で行ったものは、運営体制の見直しをした、というこ

とでして、さらには、その前身となる教育研究支援本部というものもあったという事実を、教員の皆

さまがどこまで記憶にとどめていらっしゃるかというところもわからないような状態で。その後、技

術の観点から教育研究の支援を行うことをより明確にしたいということで名前が変わりまして、技術

支援本部というのが立ち上がっています。

　今回、運営体制の見直しをして、全学にいる技術職員が兼務という形で技術支援本部員として、構成

員となり、部局間の垣根を越えた効果的な支援ができるように、また、次世代を担うことになる個々

の技術職員の知識やスキルをアップしよう、そして組織全体として様々なニーズへ応えられるように

するにはどういった組織にしたらいいかということを考えて組織化をしました。このような構図の下

で、7グループ、それから４つのユニットを作って、技術グループ長や統括技術長職を作り、その先

の委員会や業務調整会議も開いて、支援体制を強化しよう、ということで立ち上がった本部になりま

す。本務は多くの方が部局であり、我々でいくと GFC という組織が本務になっていて、技術支援本

部に兼務する、というのが現状になります。

・（網塚）具体的な活動は今どのような状況でしょうか。お話しにあった統括技術長ですとか、各ユニッ

ト長の方々はどんな仕事をされるわけですか？
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・（岡）具体的に色々活動をするという中で、歴史があるのは SD研修に関するものです。全国的な研修

に予算を出して、技術職員が手を挙げて出ていくような研修業務というのは、私も平成 20 年から 10

年ほど委員を務めていたんですけど、体制の見直し前から元々あった会議体が名前を変えて現在の組

織の中でも運営されています。SD実施専門部会がそれにあたります。ここの中にも委員の方がいらっ

しゃいますが、そちらでは 4項目ほど上げて研修の企画作業をしています。その他では、一番上位の

会議として、業務調整会議があります。グループ長であり、統括技術長が入っています。全学の教員

の方々にもお知らせがいっていると思いますけれども、技術支援してほしい事柄については、企画書

のようなもの業務依頼書を出していただいて、それに合致する技術職員自らが手を挙げて動けるよう

な体制や仕組みというものが出来上がっています。

　今年度何件かは技術職員の皆さんにも連絡が来ていて、どなたかが手を挙げていると思います。実施

報告書が出るのはこれから先だと思いますけど、動きがあるというようには伺っております。

・（網塚）技術職員の方々の学内での横のつながりがより強化されて、そこで色々な活動を行っていく

ような体制が整備されていると。

・（岡）仕組みはできた、という形でしょうか。

【技術職員の職階・人事評価制度について】
・（網塚）会場の方からのアンケートではですね、ここで議論して欲しいこととして、すでに評価の話

が出ております。例えばご紹介しますと、「技術職員は職階がないに等しく、成果や評価が明確では

ないので、目的を設定しにくい状況にあります」というような意見もあります。それから評価方法が

明確ではないと言いますけれども、これから評価制度を導入していくとするならば評価方法はどうす

るのか。評価を行う人材、技術職員の方々をマネージする人材というのをどう配置して育てていくの

か、さらにその人は誰なのか、技術職員の中から管理職を作っていくのか、現状はきっと教員なのだ

ろうと。しかし教員ですと、必ずしも所属組織が同じとは限らない人に評価されることも起こりうる

といったような心配が上がっています。

　そのようなわけで、現在、技術支援本部ができているのですけれども、その将来像として技術職員の

方々に対する適切な評価制度を作って、運営していくことがそもそもよいことなのかどうなのか、と

いうことからして、なかなか言い出しにくいところがあるんですよね。メリットデメリットあるかと

思うのですが、いかがでしょうか？

・（黒川）今、1年前に私どもの審議会で技術職員の有志の会の方々が、人事評価の面で思いを述べられ

ていた際の資料を読み直していました。そこでおっしゃっていたこととしては、まずその人事評価シ

ステム自体は第 5期科学技術基本計画の中で整理が進められているが、まだ技術職員については評価

基準が明確でない。先ほどの実績に加えて、まだ技術的要素という部分が評価に出てきてない。或い

は、事務職員の方々と同じ評価基準で評価をされているので、自分たちの頑張っていることが上手く

評価されているのかどうか。URA とか PI のような技術的支援以外の面にも対応できるような、そう

いうマネジメント能力があるという方もいらっしゃるのですけれども、そういった方々が研究支援さ

らには大学本部へ貢献できるキャリアパスというところを見つめたときに、どういうことがいいだろ

うかということを、1年前に提案されていた方もその場でおっしゃっていました。例えば北海道大学

さんでは、この５年間或いは最近こういうことを試しているとか、或いはどう思っているとか、特に

実際の現場の方々から声が上がっておりましたら少し御紹介をいただけると有難いです。
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・（岡）評価基準についてどうだという話はですね、今のところまだ出来てはいないです。

　組織をこの今の体系に変えるというような議論の中では、もちろん同じような意見は出てきておりま

して、評価基準を変更した方がよい、兼務の向きについても、意見が出ていたということは事実であ

りまして、今後の検討課題です、ということが改組時の議事録には載っています。

　今後の検討課題を解決するために、というところもあるとは思うんですけれども、つい昨年末ですね、

もうひとつワーキンググループというものを立ち上げたいということで、技術支援本部の副本部長か

ら全職員向けに公募が出ました。何かと申しますと、技術支援本部の中に将来構想検討ワーキンググ

ループを立ち上げたいので参加してくれる方はいませんか、と募集がかかりまして、その中では組織

としての改組が行われて出来たものを、次に組織をうまく運用するためにどうしたらいいかというこ

とを検討したいんですと、できれば若い人の意見を吸い上げながら、より良いものにするにはどうし

たらよいかを検討したいので集まってください、ということで招集がかかりました。実は先週、第 1

回目の会合が開かれ、ようやく動き出してたというところになります。そのワーキンググループの中

では、職階や評価基準ということについても議論していくことになっています。

・（網塚）もしですね、将来像の一つとして、評価制度も含めて技術職員の方々の組織改革なり、雇用

体系の変更があるとしても、それを進めるのが良いかどうかということも含めての議論が遅れている

といいますか、急いでやる必要があることかどうかということも含めて検討していくべきかと思いま

す。一応、中期目標・中期計画には一元化します、集約化しますということは書いていて、組織はと

りあえずできたので、これで中期目標、中期計画は 100％クリアしたと、大学執行部も落ち着いてい

る状況だと思うんですよね。

　本気でこれを議論しようと思うと、技術職員の方々、部局の教員、そして大学執行部をすべて巻き込

んで進めなきゃいけないことになると思うんですよ。具体的に出村先生と大谷先生にお伺いしたいの

は、実際それぞれの部局に技術職員の方がいらっしゃると思うのですけれど、将来的にもし透明性の

ある形で運営ができ、また、技術支援本部を本質的に本務、部局を兼務という形にして、適材適所と

いう形で人員を配置するシステムができたとしたら、それはいいでしょうか？あまりよろしくないで

しょうか？というところを率直にお聞きしたいのですが。

・（出村）私の印象は改革ではなくて変革をもっと進めて行った方がいいんじゃないか、社会はそれを

求めているんじゃないか、大学は社会にちゃんと責任を持った行動を示していますか、という見られ

方もしているのだと思うのですよね。ですから日本を代表する国立大学として北大は、社会に向けて

どれくらい貢献しているのかという中に教員も責任がありますし、事務職員も責任もありますし、全

職員がある意味、責任があると思うんですよね。できるだけ社会貢献ができるようになればいいので

すが。ですからそういう意味では、教員レベルとか或いはURA 職を含めて、一部そういう変革が進

んでいるところもあると思いますが、そういう意味では、まだ改革が進んでいないのが技術職員では

ないかな、という気が致します。ですからそれに合わせて、できるだけ技術職員の成果が反映される

改革へ、いい意味で変化を求めていき、大学全体がガバナンスを効かせて改革するという方向性を打

ち出してくれることが必要じゃないかなという気が致します。

・（大谷）私は改革というのは今すごく叫ばれているけど、ほとんど幻想ではないかと思っていて、改

革したらよくなるっていう保証はどこにもなくて、一番底のところでは思っています。でも改革しな

くちゃ良い評価も得られないというのも事実なので、そこは仕方がないのかなということです。
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　改革の話は別として、実は触媒科学研究所は、技術職員を技術支援本部に本務にするのを反対してい

る部局ですけど、私がそれに直接関わっているわけではなくて、私が反対しろと所長に言っているわ

けではなくて、何が底辺にあるかというと、要するに吸い上げられる、たったそれだけです。我々の

ところで一生懸命やっていただいて、我々もとても大事にしていて、やっていただいている方を、他

に取られてしまうのは困る、というそれだけの話です。それを払拭するというか、それがない限り反

対する部局はなくならないというのは明らかで、それに代わる何か、それを上回る何かを提示されて

いるかというと全く提示されていない。だから本質的にいくら何をやったって、反対勢力は残ると見

なきゃならないと思います。そこが一番大事なポイントなんです。

　もう一つ言うと、これはもう個人的な見解ですけれど技術支援本部みたいな大きな組織を作ることは、

悪くはないと私は思っています。それは要するにしゃべる場所を与える、という意味です。だから今

まで部局のそれぞれの技術部にいたら、他の技術部としゃべる機会はないかもしれないけれど、技術

支援本部が兼務であり、それの何らかの催しなりがあったときに、しゃべることができるというのは

もう一番いいところですし、しゃべることそのものがいわゆる先ほどアーシブの中山さんが最後に言

われましたけれども、コミュニケーション能力というのは、しゃべってこそコミュニケーション能力

ができるので、そういう機会を与えることが出来るという意味で、技術支援本部を使うというのはと

てもいいことだと思います。それは本務なのか兼務なのか言う前に、せっかく作ったのだから、ある

ところから別のところに動かすために技術支援本部を作りましたということではなくて、今までバラ

バラだった技術支援本部の中での、そのコミュニケーションが取れます、いろんな問題について話が

できます、というようなところを前面的に打ち出さないといけないし、むしろ私はそこが一番のポイ

ントになっているのではないかというふうに思っています。

・（網塚）はい、ありがとうございます。よくぞ、言いにくいことをおっしゃってくださいました。ま

さにそういうことで、試作ソリューションを始めたときも、機械工作の方を全学の新しい企画に参画

してくださいと、いろんなところにお願いに行くと、やはり大学執行部に対する不信感があってです

ね、ゆくゆくは定員削減していくのだろうなどというふうに思われてしまうわけですよね。それで自

分たちの手の届かない範囲の仕事をしてもらうのは困るという、そういうバリアがあります。このよ

うに大学の執行部と教員あるいは部局との間の信頼関係の問題がひとつあります。もうひとつ、大谷

先生がおっしゃったことに反論するとすれば、やはりそれはある意味、教員のエゴともとられる話に

もなりかねなくて、技術職員の方に、もし教員以外の方が聞けば、ちょっと出たいと思っているんだ

けれども、それは言えないという事情があるかも知れませんよね。そこには、教員と技術職員の間の

関係性という繊細な問題があります。それらを解決するためには大学執行部、各部局の教員の方々、

そして何よりも技術職員の方々が自ら考えて理想を語っていただいて議論する状況にならなければい

けないと思います。今まさに技術職員の方々が集まって将来像を描くということを始められたところ

と考えていいんですよね。だからこれからだと思います。　

　中山さんのお話の中に評価者を育てるということがありましたよね。それ非常に重要だと思います。

ジェネラルな話でいいのですけれど、評価する側の人を育てるというのはどのように行うのですか？　

・（中山）評価者を育てる、ということですけれども、人事評価でどんな問題が起きているかというと、

評価者によってその人の評価が上下するということが起きています。

　要は、個人的にこの人は好きだからちょっとこう評価を高めにとかですね、この人はいい人だからっ

ていうのは、いいところがよく見えてくるんで、まあそれで評価がよくなったり、なんとなくなんか
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嫌だと思っている相手は、やっぱり評価者が評価下げちゃうんですよね。だからそこの部分をしっか

りとそういう個人的な主観というものを除いた、評価ができるというふうにしなければならないとい

うことですね。それでないと公平な評価はできないので。そのためにはどうしたらいいかと言うと、

ここは論理的思考なんですね。何が事実で何が思い込みなんだというところがはっきりと考えられる、

というところがまず大前提ですね。そこの能力を評価者は高めていかなければならない。他にも色々

ありますけれども、まずはその物事の捉え方ですね。何が事実で何が思い込みなんだろうというとこ

ろを、はっきりと考えられるというところがまず大前提ですね。

・（網塚）ありがとうございます。ここまで佐々木さんに何も振っていませんでしたけれども、何かあ

りますか？

・（佐々木）評価する人という意味では、その評価に近い部分、マネジメントができる人材が必要だと

思います。そこをいかに育てるかっていうことも必要で、GFC では各部門長が育ってきていて、各部

門責任をもってやってきているので、それでマネジメント能力が養われつつあります。そういう意味

では、技術職員自らそういうマネジメントしながら評価していく、という体制ができる一つの方向と

しては可能性があります。

・（網塚）ありがとうございます。ここまでのところで、もし会場の皆さまからご質問、ご意見等あり

ましたら、ぜひ手を挙げていただけたらと思いますが、いかがでしょうか？

・（会場）技術職員の立場から少しご質問したいなと思いまして、私の考え方としてはオーソリティと

かまだまだ全然進んでいないんですよね。その組織化というのは。

　ただ私たちの方もこの新共用を経まして、部局を越えた連携というものがすごくできるようになって

きまして、技術職員のスキルアップの場というものが、さっき岡さんがしゃべられたように、その受

託分析とか一緒にやっていくときにどんどんスキルアップしていく、試作ソリューションの方が自信

になって確信になるという、どれだけその場数を踏めたかというのがすごく大事だと思う。僕はこう

いう組織化で組織を越えて、部局を越えて仕事ができるというのが非常に進んでいければいいなと

思っています。

　ただその一方で、すべての技術職員は性善説で、すごく仕事のやる気があって、みんなが組織化を、

部局を越えてやっていくときに、みんなが率先してやるという前提で話されている気がします。技術

職員から見ると、どうしても差が出てきます。先ほどの試作ソリューションの方でしたら、希望制で

手を挙げて参加する、すごい意識の高い人たちが集まってやるには、そういうふうに組織を越えてや

るっていう仕組みを作ったら、頑張っているのに年功序列だけとかではなく、きちんと評価してほし

い。あとは大谷先生が言われたように、皆さんおそらく、結局数人のできる技術職員の人に来てほし

いんですよね。そうするとせっかく大谷先生のところで育てた子が他の部局に行かれると、それはい

い気がしないなと。そのあたり、技術職員の市場価値ですね、その市場価値をきちんと評価できると

いうあたりについては、皆さんどう考えていらっしゃるのかお伺いしたいなと思います。

・（岡）よく技術職員は色々な職種があって難しいんだと言われるのはずっと聞いてきたのですが、こと、

研究の支援の目的や目標が何かと考えると、研究を支援して、大きくいえば日本を良くしたい、研究

を通じて貢献したいという思いがある人たちが集まったのが技術職員ですよね。達成の手段が技術を
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提供することであるとすると、皆同じ方向を向いているのだろうと思うんです。

　北海道大学には 240 名くらいのかなり大きな技術職員の大所帯があり、個々の仕事をしているのです

が、一人でじっくりとお仕事をされている方もいれば、チームを組んでやっている方、新しいものに

チャレンジする場がある方、色々といらっしゃるとは思います。例えば一人でゆっくりされている方

も、もしかすると新しい仕事が来てそれにご自身が合致すれば、どんどんと成長していくかもしれな

い、そういうことを考えながら、動いていくことができると、何割か、ちょっと例えば、言い方は悪

いですけれども、困ったなと思っている人も、すごく伸びるような原石だったりするかもしれない。

仕事のやる気については、マネジメントであったり、人を育てる力というところにも関与するんだろ

うな、というふうには思ってはいます。

　我々も今年 SD研修をやりました。そこでは、組織の中にはやはり色々な方がいるけれども、30％の

方の意識が変わるだけでものすごく物事が変わるんです、と中山講師がおっしゃっていました。その

言葉に準じますと、マネジメント人材が育つということもそうですし、いかにしてそのチームの中で

チーム自体を引っ張っていく人材を育てるかということを考えていくようにしなければならないなと

思っているところです。

【技術職員の人材育成について】
・（網塚）もうすでに二つ目の論点でありますマネジメントを含めた人材育成の方の話に入ってしまっ

ているかと思います。変わっていく大学の中で技術をいかに伝承していくか、それから技術職員の方々

の人材育成、スキルアップの方策、どういう活動をしていくと効果的なのか、というところで色々ア

イデアとかご意見、或いは過去のご経験等を教えていただきたいというふうに思うところであります。

　今もちょっと質問の内容の中にございましたけれども、技術職員の方の職務が非常に多岐にわたって

いて、職務の範囲がなかなか明確に定義しにくいのかなと思います。ある方は、研究の域にまで達し

たことをされていたり、教員のサポートの範囲でとどまっているというケースもあると思います。多

様な職務に携わる技術職員の方々がどのようにスキルアップされ、キャリアパスに繋いでいくか、と

いった点に関する方策についてご議論いただきたいと思います。

　会場からは技術職員の交換留学や出向人事など、大学や企業をまたぐ制度の実現可能性をぜひお伺い

したい、といった質問をいただいております。

　それからモチベーションをどうやって上げたらよいのか、組織的にモチベーションを上げることにど

のように取り組んだらよいのか、という質問もいただいております。

・（黒川）先ほど技術職員の市場価値とかブランディングとかの話が出ましたが、総合科学技術・イノベー

ション会議、或いは私どもの審議会では、二つのことを好事例、或いは新たな取組ということで紹介

がありました。

　一つは少し分野特化の取組ですが、ナノテクノロジープラットフォームの中では、まず各機関の方々

から、研修メニューというのを出していただいて、技術者だとか利用者学生の方々が、お互い情報交

換をしながら、技能と知識を得るきっかけを作ろうとしています。ナノテクプラットフォームで雇用

されている技術スタッフで全国で 250 名くらいいらっしゃるそうですけれども、習熟スキルに応じ

てエキスパートとか、高度専門技術者、専門技術者ということで職能の名称を付与してプラットフォー

ム全体の委員会を通じて、表彰状というか認定証をお渡しするという取組をやっておられます。それ

をひとつの理由にして、次の給与が上がったですとか、プロパーの教員に推薦をされたですとか、或

いは他の企業に転職ができたとか、そういうふうに次のキャリアパスにつながったという事例がござ
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います。

　それから私どもの取組としても紹介させていただきましたが、文部科学大臣賞の中で、技術職員の方々

に対し、研究支援部門ということで新たに表彰制度を立ち上げ、初年度たくさんのご応募をいただき

ました。こういった方々が色々な分野で活躍されているのだということが世に出てくると、そういっ

た方々をどういうふうに盛り上げて行こうかと、色々な議論をいただく一つのきっかけになると考え

てございます。

　それから交換留学とか出向人事とかのお話をいただきましたが、総合科学技術・イノベーション会議

の中でも議論がございました。制度上或いは法律上は、そう難しい話ではないというか、多分、各大

学の取組の中で、できるようなことと思いますので、いろいろな工夫というのがありえるという話が、

その場ではございました。

・（網塚）組織でどのようにモチベーションを上げる方向に持って行くかということについて教えてい

ただきたいのですが。

・（中山）モチベーションの上げ方について、よく相談されます。どうやってモチベーション上げたら

いいんですか、と聞かれたときにですね、私、よくこう聞くんですけど、あなたはどうやったらモチ

ベーション上がると思います？と聞くんですよね。全然答えになっていないと思うかもしれないんで

すけど、モチベーションって、個々、個人個人で全然違うので、こうやればいいんですよというアド

バイスは正直できないんです。モチベーションを上げるためには、じゃあ、あなたは仕事をしている間、

何をしているときが一番楽しいですか？というふうにまず聞くんですよね。何をしているときが一番

楽しいんですかって、こういうことをやっているときがすごい楽しいですって。じゃあそれは何でな

んですか？モチベーションって、やる気っていうふうに言われているんですけれど、本当の意味は動

機付け、なんですよね。これをやる動機っていうのがモチベーションということなのですけども。な

ので、一律にこれがモチベーションを上げる方法だということは言えないんですよね。やっぱりそこ

は個人個人が、どういうところに楽しく感じるのかということを聞いていかなくちゃなんないし、じゃ

あそれを組織全体としてモチベーションを上げていくということも、本当に自分自身をこう振り返っ

てですね、何がモチベーションなんだ？というところを振り返っていただかないと、答えられません、

というのが答えですかね。自分がどういうところに喜びを見出す、楽しく感じるということをしっか

りと掘り下げていかないと、モチベーションの上げ方というのはわからない、というのが、私の回答

です。

・（網塚）ありがとうございます。やはり専門家からそのようにしっかりきっぱり言っていただくと納

得できます。

　さて、いただいた質問を正確に読みますと、ちょっと深刻な部分もあります。「例えば、自身のスキ

ルアップに興味を持てない技術職員のモチベーションをどのように上げればよいか？」という、つま

りもう、やる気をなくしちゃっている状況ですね。想像ですが、組織を移ってもらうとか、もっと適

性の合ったところに異動するようなことも大事なのかなと思います。それにはやはり組織として取り

組まなければいけないのですが、横の連携が必要で、技術支援本部の充実は役に立つのではないかと

思います。

　学生の教育の状況とも似ているのではないかと思いますが、出村先生いかがでしょうか。
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・（出村）技術職員の皆さまのモチベーションを上げるということでありますが、私はドクターコース

の大学院生の人材育成本部の担当も兼務しています。大学院生の進路の決まってない彼ら自身も、ど

こへ行くのだろう、私はどこに向かうのだろうと彼らはみんな悩んでいるんですよね。人材育成本部

の取り組みの中で、社会人OB、OGを呼んできて、実際の現場を話してもらったり、アカデミック

な研究と企業の研究は違うんだ、ということをセミナーで聴かせ、知ってもらう機会などのプログラ

ムを多く用意しています。大学院生は好きなプログラムを選んで、主体的に異分野・異業種をするこ

とを体験しており、成功例が結構あります。

　モチベーションを上げるためには、組織的なモチベーションと、個人のモチベーションがあると思っ

ていました。本部を作る、一元化するっていうのは、ある意味管理体制が強化されるという道がある

わけなんですけれども、それは見方を変えると大学全体が技術支援や技術職員に対して、色々と何か

を支援を提供する場所じゃないかと。それはプラットフォームであったり、ステーションっていう言

い方であってもいいかもしれません。そこに行くといろんなプログラムが用意されていて、技術職

員の方々が、自分が悩んでいるときはこれを選ぼうとかできる場。SD研修を提供しようとかですね。

それから、スキルアップとかキャリアパスなんかがあるとかですね、後継者を育成したいという支援

の方がおられれば、そこへ行くときにこうだよ、って言える場所がある。大学全体で提供する場所が、

本部にあるという言い方をすれば、それは組織として提供できることがあるし、そこに例えば部局付

きの職員さんがそこに行くといいよ、ということをご指導してあげるようなことも部局の支援になる

のかもしれません。逆にそういうことをしてくれた部局があれば、じゃあ本部からはお宅の部局から

はこういうことを出していただきましたと言って、何か部局にフィードバックやインセンティブ与え

てくれたりですとかですね、そういう現実的な形の本部というものを作っていただくと人材が流れや

すくなるんじゃないかなと思います。一方的に取られると思うとなかなかうまくいかないので、出し

ていただきました、育成に入っていただいたとなると部局の方にも、いい方を育てていただいてよかっ

たというようなこともあるような形で回る循環の仕組みができるのが良いでしょう。一元化とか本部

体制という管理面を強調するとなかなか長続きしないような気がしますし、活性化しない気が致しま

す。

・（網塚）理学部の先生はわりとそのようにおっしゃると思うのですが、大谷先生からいかがでしょうか。

・（大谷）学部とか所属の問題じゃなくて、私は天邪鬼なので先ほどの改革は幻想だって言ったんです

けど、改革をするとか、モチベーションを上げるとか、研究だったらブレイクスルーだとか、パラダ

イムシフトだとか、これは全部結果なんですよね。別にそれを目指してやったわけではなくて、モチ

ベーション上がっている人にあなたどうやってモチベーション上げたんですかって聞いたって、それ

はいや～どうだったかなって、或いはキャリアパス積んできた人を呼んできて、あなたのキャリアパ

スこんなんですけど、どうやってそういうの形成されたんですかとか聞いたって、どうかな～、とか

結果なんですよ。キャリアパスっていうのは僕の考えるのは結果なんですよ。そういうことを求めて

も仕方なくて、なるようになったっていうのが大事なところで。

　じゃあそれを組織なり、上司なりそういう人がどうやってうまい方向に持って行くかっていったら、

それはコミュニケーション能力。僕は、研究室もって二十年以上になるんですけど、二十年くらいたっ

てようやくわかったんですけど、研究室の学生がコミュニケーション能力なくて、一体何考えている

か分からないと思っていたんですけど、それは私のコミュニケーション能力がなかったってことです。

つまり聞けなかった。コミュニケーション能力って言うのはしゃべる話ではなくて、聞く能力だった
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わけですね。聞く能力がないから引き出せなかった。意見を集約できなかった。それが結局問題であっ

て、マネジメントっていうのはどれだけ聞けるか、話を聞けるか。

　コミュニケーション能力って言うのをやっぱり誤解しているのは、自分のことをしゃべる能力を持っ

ていますか、じゃなくて、その人が思っていることを引き出せますか、っていうのが大事なコミュニ

ケーション能力で、その中でしゃべる方も自分の考えはどういうことなんだ、何がしたいんだ、とい

うのがわかってくると言う意味では、そこに尽きるんじゃないかと僕は思っている。直接の上司でも、

ずっと所長とか学部長とかそのレベルでもみんな同じで、結局その技術職員の方が抱えている問題は、

我々以上っていうのは明らかで、我々は論文を書くとか学会発表するとかすればそれなりに何か主張

していることになるけれども、それ以外の主張っていうのを技術職員の方はやる手段がないわけです

から、そこは引き出す以外にはなくて、それをどうやって引き出して行くかと言う能力が問われてい

るとも言えるかも知れない。そのときにそのコミュニケーション能力っていうのは堅い話はダメで、

どれだけざっくばらんにそのしゃべりとして雑談としてとれるかっていう。そこがすごく大事なポイ

ントだと。こういう話をすると雑談するにはコーヒーがいるよね、お菓子がいるよね、って話になっ

て、事務はいやいやそんなことでお金は出せませんっていうんですけど。そこがポイントで、そのた

めの何らかの方策っていうのはかなり甘く見ないと、そこがないと硬直した組織にならざるを得ない。

上司としてもやりようがなくなってしまう。そこをうめていくということが重要なのかなと。

・（網塚）会場からも質問が来ておりまして、職員間のコミュニケーションの取り方のコツをぜひ教え

てほしい、というような意見がたしかにありました。最後に、中山様からぜひ教えていただきたいん

ですが、web サイトには結構すごいことが書かれていて、業績不振の原因は内部にあるとか、優秀

な人材は優秀な人材がいるところにしか来ませんとか、労働生産性を上げるには風通しのよい組織作

りしかない、とかですね、結構過激なことがWEB サイト拝見すると載っているんですけれども、風

通しのよい組織作りというのはまさに職員間のコミュニケーションがちゃんととれている職場だと思

います。これをうまく回していくコツについて、なにかアドバイスはありますでしょうか。

・（中山）とある大阪の一メーカーにしか過ぎなかったところがですね、風通しのいい組織を作ってい

こうというふうにやっていったら超グローバル企業になったっていうところなんですが、上司になる

人というのはですね、必ずこれを守りなさいと言われるそうなんですが、上司は話をするな、ひたす

ら部下の話を聞け、それだけでいい、上に行けば行くほどしゃべるな、っていうふうに言われるそう

です。なので会長が一番しゃべらないって言っていましたけど、要はですね、色んな自己啓発の本とか、

マネジメントの本とかあるんですけれども、昔からベストセラーになっているような、例えば皆さん

方も読んだことがあるかもしれないですけど、「７つの習慣」とか、あとは「人を動かす」とかです

ね、そういった何千万部売れてますみたいなベストセラーがありますが、そこにもうまくしゃべるな

んてことは書かれてないんですね。とにかく人の話を聞きなさいって書いてあります。昔から、今か

ら 100 年以上も前に書かれた本にひたすら人の話を聞きなさい、それが成功するコツだ、って書い

てあるんですね。なので、風通しのいい組織を作るというコツも、上の立場の者ほど下の人の話を聞

きなさい、これだけです。ポイントとしては。これを意識してやってくっていうことが、風通しのい

い組織を作るコツですね。

・（網塚）ありがとうございます。かなり耳が痛い。研究室の学生に口出しばっかりしているような気

がするのでちょっと心がけたいと思います。もう時間になってしまいました。もし一つだけでも質問、
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ご意見があれば、お願いします。

・（会場）一点だけ中山さんにご質問というか。今日、組織と個人と目標・目的にズレが生じると、と

んでもないことになるっていうお話がありましたが、たぶん大学において中期計画・中期目標と、あ

と一番は文科省だと思うのですが、文部科学省の向かう方向、そしてそこから大学の向かう方向、そ

れと個人の向かう方向がマッチングしていれば、非常に幸せだと思うのですが、世の中必ずしもそう

ではない、と思うんですね。でも個人が大学をよくしよう、日本の社会を絶対に自分は正しいんだっ

て、もし確信をもって臨もうとするときに、何かしらのアクションをしないといけないと思うんです

が、果たして個人の力でそれがやれるかな、心折れずになんとか意見を言えるかなというときのです

ね、モチベーションというか心がけというか、そのあたりを中山さんにぜひお伺いしたいと思うんで

すが、いかがでしょうか。

・（中山）今のお話だと、文科省、大学、あと個人ですね、それが完全に一致していることは確かに理想で、

それがベストなことなんですけども、それは現実的に考えてなかなかそうはいかないと思います。自

分はこれが正しいんだって思うということを大学の方に進言する、そのときのモチベーションの保ち

方というか、そのようなお話だと私、今、理解しておりますけれども。まず、100％自分の意見が通

るとは思わないということですね。自分がどこまでだったら妥協できるか、というところもあらかじ

め決めておくっていうことですね。100％自分の意見が認められれば、それに越したことはないんで

すけど、そういうことはなかなか難しいと思うので、まずどこまでだったら自分は妥協できるのか、

というところをあらかじめ考えておいて、例えば肯定的な反応だったらこういうふうなことを言って

みよう、否定的な意見が出てきたらこういうことを言って、じゃあ、自分はどこまで妥協できるのか。

相手である大学にもある程度妥協してもらわなくてはならないんですよ。お互いにどこまで妥協でき

るのかを、探り合っていくことですね、完全に自分の意見を通すんだってやったら、ポキッと折れま

す。なので、最初から自分の妥協点というのも決めといて、お互いにどこまで妥協できるのかを探っ

ていくというところ、それでしかないと思います。

・（会場）私は、教員の立場ですが、普段技術職員の方と密接に絡んでいる支援の方の組織に属しています。

その時に非常に強く感じるのは、技術職員の人は多岐の仕事に渡っているということもありますし、

替えがきかない人なんですね。教員の方というのは意外と数が多くありますが、技術職員はその人が

退職した後の後継者の問題とかが非常に難しい。長い間の歴史を見ていると、この数十年の間に技術

職員の数を教員に振り替えたり、そういった事例もあったかと思います。今回の技術職員の評価とい

うのが、一つありましたけれども僕は個人評価ではなくて、組織としての評価、いわゆる人数を見直

してみるっていうもの一つの評価じゃないのかなと思うんですけども、そのあたり、大学としての取

り組みが、ありましたら教えてほしいと思います。

・（網塚）基本的にはその辺りのこと、つまり人事にどのくらいの予算をどういうバランスで配分する

かというのは、法人化後は大学の裁量でできることになっていると思います。だからそれも大学の戦

略として位置づけて実施することは可能ではないかと思いますが。ここはやはり黒川さんにお伺いす

るのがよろしいのかなと思いますが、いかがでしょうか？

・（黒川）　そこも当然、総合科学技術・イノベーション会議の有識者議員の間でも議論があり、政府で
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第2部　パネルディスカッションパネルディスカッション

さらにお金を取ってきてほしいという話もあれば、大学の中でしっかりと努力をして雇うべきであっ

て、国の仕事は各大学がそういうことができるインセンティブを作るというものではないかという

議論もありました。これを踏まえて、本日恐らく取りまとまっているであろう最終的な研究力強化・

若手研究者支援総合パッケージの中では、多様な財源による若手人材とキャリアパスの拡大 ( 教員・

URA・技術職員、産業界等 ) ということが方向性として書かれ、政府も頑張り大学も頑張る、という

ことがより明確な表現になり、それを次期の科技基本計画や大学の中期目標の施策に反映をするとい

うことが書かれております。そういったことを踏まえて各大学の中で、技術職員の方々の評価という

ことが重要だと思われるのであれば、是非それをしっかりとやっていただき、うまく形になっていけ

ば、各人としての評価としてもいい方向につながっていくというメッセージが出ていると思っており

ます。

・（網塚）はい、どうもありがとうございます。エンカレッジしていただいているということで、大学

としては今日の議論を踏まえましてですね、北大としては可能な範囲の理想像を描いていくような活

動を続けていけたらと思っております。会場からもたくさんご意見いただいて、まさにこれからまだ

まだ盛り上がりそうなところではありますが、時間になりましたので、ここでシンポジウムのパネル

ディスカッションを終了させていただきます。

　会場のみなさん、ご協力いただきまして、どうもありがとうございました。

80



8
アンケート結果
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1. あなたのご所属は？（以下のうち一番近いものにチェックしてください。）

2. 本シンポジウムをどのようにお知りになりましたか？（複数回答可）

北海道大学
（教職員）54%

北海道大学（学生） 0%

あなたのご所属は？

行政機関 2%
企業 4%

公的研究機関 3%

北海道大学
以外の大学 36%

その他 1%

学内
54%

学外
46%

国立大学法人機器・
分析センター協議会
関係者向け一斉メール 4

本学オープンファシリティ
利用者向け一斉メール 5

本学部局担当者等
からの一斉メール 8

その他一斉メール 3指導教員からの勧め 1

知人からの紹介 4

ポスター・
リーフレット 3

本学ホームぺージ 1

その他 3

GFC ウェブサイト /
facebook 6

本シンポジウムを
どのようにお知りに
なりましたか？

アンケート結果
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エンジニアのキャリアパスについて具体的な話を聞いてみたいです
技術職員による機器操作と利用者（学生等）操作の有用性について（学生は機器をこわす→不用な費
用が発生）
GFC センター内でシンポジウムを開催し、センターを視察できるようにしてもらえたらうれしいです。
共用機器の更新について
人材育成　女性活躍支援　SDGs
事業採択における教員と技術職員について
産官学の役割及び関わり
GFC 利用者の声を聞いてみたい。講演形式で良い点や改善点等を聞きたい。
大学間の連携について
教員の先生が技術職員に期待していることも聞いてみたい
共用機器更新へ向けた具体的アプローチ方法

4. 今後取り上げて欲しい話題・企画

特にマネージャーとなる立場の教員（職員）に対して、キャリアパスについて学ぶ機会を提供して欲
しいと思います。
人財育成の講演は期待したものではなく、一般論に思われた
事務職員です。技術職員の方々の活動について、これまで全く承知しておらず、非常に理解しましたし、
勉強になりました。学内には、まだまだその活動についての認知度は低いのかと思いますので、さら
なる認知向上に向けて、活躍されることを期待いたします。
パネルディスカッションで登壇者が本音を話していたのか疑問。上辺だけの議論はもう必要ない。
毎回とても勉強になります。今回は人材育成の話題が多く聞け、とても参考になりました。また企業
での人材育成の話も面白かったです。参考になりました。
GFC 所有装置の売却を可能にし、その収益で新規装置購入を検討できる仕組作りを構築して欲しい。

基調講演「研究基盤政策に関する最近の動き」 20

招待講演「これからの人財育成とキャリアパス」 12

報告「平成 29 年度採択 2拠点：事業最終年度報告」 13

報告「GFC 事業経過報告」 16
パネルディスカッション「大学の研究基盤共用を支える技術職員の重要性および将来展

望について」
18

その他 1

満足 15

まあ満足 11

普通 3

やや不満 0

不満 0

5. その他ご意見・ご感想

3-1. ご自身の活動の参考になったものは以下のうちどれですか？（複数回答可）

3-2. 全体を通して、本シンポジウムはいかがでしたか？

3.  本シンポジウムの感想

記入内容は一部編集して記載しています
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パネルディスカッション アンケート結果

　　当日、会場の皆様からパネルディスカッションで取り上げて欲しい技術職員に関するテーマやご意

見、ご要望に関するアンケートを実施し、モデレーターが議題として取り上げ、壇上でディスカッショ

ンを行いました。下記は当日ご紹介しきれなかったご意見・ご要望を含むアンケート結果です。

・技術職員の交換留学や出向人事など大学や企業をまたぐ制度の実現可能性について。

・国、大学内研究者、技術職員の立場から理想的な技術職員のあり方はどんなものでしょうか？

・5年ルールの廃止はあり得るのか？プロジェクトで雇用されていた人の正規化はあるのか？

・このようなディスカッションの場や問題提起を様々な場で見るが、提案が具体的に実現するための動

きは上層部などで行われているのでしょうか。例えば昨年度のディスカッションをふまえて、何か働

きかけなどされているのでしょうか。

・機械工作室が主催する、旋盤講習・ものづくり講習会（製図・CAD）の開催を期待します。「図面の

読み方もわからない、ボール盤で穴開けもできない、半田付け・溶接をやったことがない」学生が多く、

実験に支障が出ています。

・毎年開催されている「鳥人間コンテスト」における北大Group の活躍が全く無いので、機械工作室か

らの技術支援を期待します。

・分析手法が指定されていない依頼に対する対応。

・分析手法が指定されている場合でも、職員の判断で他の分析手法の方が良いと思われる場合や、試す

価値がありそうな場合の対応。

・職員間のコミュニケーションのとりかたのコツや仕組み。

・技術職員の雇用形態について、任期の決め方、再雇用の有無、昇給基準等。

・技術職員のスキルやマネジメント能力をどれくらいの期間で誰が育てるのか…。” キャリアパス ” に

ついて考えるのは、どの立場の人か？

・北海道大学において、機器共用に関して技術職員はどの様な業務を行っているのか。

・これまで学科や講座で管理していた機器をどの様な方法で共用化へ移行したのか。

・共用化後の機器のメンテナンスなどは、予算の対応はどの様に行っているのか。

・技術職員のキャリアパスについて、是非、取り上げていただきたい。

・技術職員の負荷の個人差の大きさと解決方法。

・労働意欲がわかない評価方法と今後の課題。

・マネージメント能力のないマネージャーが及ぼしている悪影響とそれに対して対策を行わない組織の

現状。

・技術職員には職階がないに等しく、また成果や評価が明確ではないので目標・目的の設定が困難です。

・技術職員のマネジメントをするのは誰になるのでしょうか。実質教員の場合が多いですが教員だと所

属している組織が異なります…

・ファシリティ―の維持・管理といった現場の実情、様々な問題に対し、どのように対応するか、優れ

た事例、失敗事例等を出し合いながら解決策をさぐる…そのようなディスカッションができれば有用

だと思います。

・自身のスキルアップに興味を持てない技術職員のモチベーションをどのようにあげればいいか、困っ

ています。組織的にとりくむべき人材育成についてディスカッションしていただけるとありがたいで

す。
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